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    登場人物の紹介 

トラヴィス・ヴェレッタ捜査官
主人公のイタリア系アメリカ人。今回の事件は、自分が属しているテロ対策班の仕事ではないが、上層部の命令で捜査に行く。町へ来て、地元の保安官たちと捜査を始めるが、やがてＦＢＩに対する悪意と憎悪を感じ取る。

ジェレミー・Ｓ・アンダースミス捜査官
トラヴィスの恋人で冷徹で辣腕捜査官。犯罪組織担当。トラヴィスの任務を知り、自分も独自に調査する。

アスラン・ラインハート
元ＦＢＩ捜査官。フォートストックトンでの六年前の殺人事件を担当した。

レイフ・ウォーレン
ペコス郡保安官。レスリーの親友。

ロイド・フローレス
ペコス郡副保安官。

カート・グライナー
保安官助手。

レスリー・メイナード
前ペコス郡保安官。

ブルックス・クラーク
前ペコス郡副保安官。

ダナ・ブレナン
モーテルのオーナー。

トビー・ギブン
殺害された大学生。

エドワード・ブレナン
ダナの弟。神父
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 １２ 
　アスランは耐えられないというように立ち上がると、テーブルを激しく両手で叩いた。
「……何てことだ」

　ダナ・ブレナンが殺されたと聞いてから、もういてもたってもいられなかった。

　アスランは乱暴に頭を振ると、天井を見上げ、辛そうに目を瞑る。

　――やはり、彼女に会うべきだった。

　瞑ったまま、首をがくりと下げる。
「会うべきだったんだ……恐れずに……」

　何故嘘の目撃情報を証言するのかと。それをしなかったのは、彼が反対したからだ。これは罠だと。

　――たとえ罠でも会うべきだった……

　彼女に会えば、必ずブレナン神父の話になるだろう。自分が神父を撃った捜査官だとわかっていたはずだ。

　――銃を撃たなかった神父を射殺した人殺しだと。

　アスランは胸に手を押し当てた。いまだにそのことを思い出すと、動悸がおかしくなる。息が切れて、呼吸困難のように苦しい。

　体を支えるように、テーブルに両手をつく。

　――ブレナン神父はもっと苦しかっただろう……

　激しい深呼吸を繰り返しながら、アスランは思わずにはいられない。なぜ、あのような結末を選んだのか。それは永遠にわからない。

　アスランは肩で大きく息を吐いた。テーブルについた手を離して、姿勢を戻す。ようやく落ち着いてきた。

　――彼がいなくて良かった。

　この発作らしき症状が出ると、いつも心配して自分をしっかりと抱きしめる。自分を匿っていたことが知られたら大変な立場になるのに、全く気にもかけていない。

　それに甘えていたと、アスランは悔やんだ。　

　――行動を起こさなくてはいけない。

　殺人事件の容疑者にされて、表立った行動が制限されてしまった。だがもしかして、それが目的なのかもしれないと考えた。自分を嵌はめようとしている相手は。

　――あの男へ会いに行こう。

　アスランは決心したように頷くと、寝室にあるチェストの引き出しから車のキーを取り出した。ずっと考えていたことだった。真っ先にそうするべきだったと後悔するが、彼に反対されていた。

　だが、その彼は今ここにいない。

　アスランはキーを握りしめると、彼の顔が浮かんで、少しだけ罪悪感が湧いた。これから自分はどうなるかわからないが、彼に何か一言でも伝えておきたかった。しかし自分との繋がりが知られたら、間違いなく窮地に陥ってしまうだろう。　　

　仕方なさそうに気持ちを振り払って、家の外へ出た。用心深くガレージへ向かい、素早く運転席へ乗り込んで、車のキーを回し、エンジンをかける。

　彼が、以前に口にした言葉が頭をよぎった。

　復讐。

　それを聞いた時、アスランはどうしようもないというように冷笑した。

　その通りだ。

　自分はこの町へ復讐しに来たんだ。

　アクセルをゆっくりと踏み込むと、白い車は静かにガレージを出て行った。

 

　ダラス支局から銃弾の鑑定結果が届き、保安官事務所に全員が集まった。
「ダナ・ブレナン殺害に使用された銃弾は、トビー・ギブン殺害の物と一致した。この結果から、同じ銃が使われ、二人を殺したのは同一犯だと確定した」

　ジェレミーはファイルを手に、一同に説明する。
「彼女の検視報告も届いた。死亡推定時刻は、午後十時から翌日午前三時の間。体内にはアルコールがまだ残っていた。現場には飲みかけのグラスがあり、彼女を最期に見た客の話では、その時はアルコールを飲んではいなかった。このことから、おおよその死亡時刻は、チェックアウトした時間午後十一時過ぎから、午前十二時を回ったあたりと考えられる。また現場のドアは施錠されておらず、最後の客を送り出して鍵をかける前に殺害されたか、鍵を開けて犯人を招き入れたのかどちらかだ。抵抗の痕がないので、招き入れた可能性が高い。犯人は明らかに顔見知りだ」

　その場の空気が、信じられないというように凍りついた。
「顔見知り」

　レイフが歯の隙間から、唸るような声を出した。
「どんな顔見知り野郎が、ダナを殺さなきゃならなかったんだ」
「おそらく、最初のトビー・ギブン殺害に彼女も加担していたからだ」

　ジェレミーは明確に指摘してゆく。
「彼女には、トビー・ギブンを殺害する動機があった。犯人はそれを知っている。だが、我々が新たに捜査をやり直すことで、彼女の口から犯行が洩れることを恐れた犯人は、彼女を殺した」

　カートが溜息をついた。やるせなさそうに俯くと頭を振る。
「犯行に使われた銃はまだ見つかっていない。それを捜し出すことが最優先だ。それと、目撃者を見つけること」
「今のところ、どちらも進展していません」

　壁に寄りかかって立っているロイドが、事務的に答える。
「二人は即死している。犯人は銃の扱いに手馴れているプロだ」

　ジェレミーは一同を見渡す。
「そして、ダナを殺害した経緯から、我々の捜査状況を知り得る立場にいたと推察できる」

　その言葉の意味するところがわかると、周囲の空気が一変した。
「――つまり」

　顔色を変える部下たちを制して、ソファーに座っていたレイフが大きく立ちあがる。
「犯人は俺たちの中にいるって言いたいのか？」
「その可能性が非常に高い」

　ジェレミーは自分を睨んでくるいくつもの視線に、怯む様子は全くなかった。
「我々の捜査上に、あなた方保安官たちが浮上した。そのため、二人が殺害された時間帯の行動状況を全員から聞きたい。今すぐだ」
「断ったら？」
「その権利はない」

　ジェレミーは容赦がなかった。

　レイフは腰に手をやり、不愉快げに口を引き結ぶと、ジェレミーを射るような目で睨みつける。その背後にいるロイドやカート、他の部下たちも、この場の状況に息をひそめている。
「――わかった」

　やがて、レイフは承諾した。
「俺たちは保安官だ。疑われているのなら、それを晴らすのが義務だ」
「協力に感謝する」

　少し離れて壁に寄りかかっていたトラヴィスは、一切口を出さずに見守っていた。保安官たちを取り調べることは、昨夜二人で話し合った結果だ。だが素直に従ってくれるかが問題だった。特にレイフだ。
「お前は口を出さない方がいい」

　ジェレミーは面白くなさそうなトラヴィスに、苦笑いしながら言った。
「ウォーレン保安官はお前が相手だと、ひどく感情的になる。余計にややこしくなりそうだ」
「俺があいつに何をしたって言うんだ？　ただハローと挨拶をして、友好的に捜査をしただけだぞ。あいつを馬鹿とも阿呆とも言ってないぞ、まだな」

　トラヴィスはここぞとばかりに悪態をつきまくる。
「お前とウォーレン保安官は、よほど相性が合わないのだろう」

　ジェレミーはまだ笑っている。
「私と最初に出会った時のことを思い出す、トラヴィス」
「それじゃ、あとであいつとキスをする仲になるってことか？」　

　トラヴィスはその情景を想像したのか、心底気持ち悪そうな顔をする。
「友情は、キス抜きで深めるんだな」

　ジェレミーはクールに助言した。

　そんなやり取りを思い出しながら、トラヴィスは壁から身を起こした。執務室にジェレミーとレイフが入ってゆく。自分はレイフ以外の事情聴取に立ち会う予定だ。終わるまで他の保安官たちの様子を観察しようと思ったが、上着に入れてある携帯電話が振動した。取り出して、電話番号を見る。知らないナンバーだ。
「ハロー、トラヴィスだ」

　耳に当てながら、事務所の外へ出た。
『……トラヴィス・ヴェレッタか？』

　相手は知らない男の声だった。
「そうだ、トラヴィス・ヴェレッタだ。お前、ラッキーだな。本人が電話に出たぞ」

　快晴の空の下、星条旗とテキサス州旗が気持ち良さそうに風になびいている様子を見ながら、トラヴィスは饒舌じょうぜつに喋る。
「で、お前は誰だ？」

　通話の相手は押し黙った。
「おい、生きているのか？　死んでいるのならそう言え」
『……生きているとも。勿論、生きているからお前に電話しているんだ』

　その若い男の声は少々苛立っているようだった。その雰囲気を感じ取って、トラヴィスは素直に謝罪する。
「悪かった。お前をからかうつもりじゃなかったんだ。こっちはいい天気で、つい気分が天使のように舞い上がってだな」
『もう、いい』

　声が噛みついた。
『用件だけ言う。一分もかからない。それでお前とは永久にサヨナラだ』
「おい、ちょっと待て」

　さすがにトラヴィスは慌てた。
「永久にサヨナラする前に、一度だけやり直そう。ところで、お前は誰なんだ？　俺に用事があるのか？」
『俺自身に用事はない。ミリーに頼まれたから、電話しているだけだ。貴重な人生の時間を無駄にしてな！』
「ミリー？　ミリアムか？」
『そうだ。俺はミリーの弟だ』

　トラヴィスは思い出したというように指をパチンと鳴らした。ミリアムにアスランの件で頼んでいたことがあったのだ。
『俺はジェラード・ウィリアムズ。三十秒だけ黙っていろ！』
「ＯＫ、ミスターネイビー。三十秒なら俺は良い子になれる」

　海軍将校であるジェラードの鼻息が、通話口からでもわかるくらい荒々しくなった。
『どうしてミリーがお前みたいな野郎とパートナーを組んでいるんだ！　ミリーにもそんな口を利いているのか！　貴様絶対許さないぞ！』
「おいおい、落ち着けよ」

　早口でがなりたてるジェラードの声がうるさくて、携帯を耳から少しだけ遠ざける。
「ミリアムは俺の大事な同僚だ。尊敬もしている。だから、ミリアムに頼んだんだ。お前が連絡をくれたってことは、ミリアムがちゃんと仕事をしてくれたんだ。さすがミリアムだ。いつも仕事が早い」

　本心から言った。日頃から一緒に捜査をしているので、誰よりもミリアムが優秀な捜査官であるのを知っているのはトラヴィスである。
「俺はミリアムにいつも助けてもらっている。感謝しているって伝えといてくれ」

　通話の向こうが、不気味なぐらいに沈黙した。やや待って、軽い咳払いが聞こえた。
『ミリーがとても優秀で素晴らしくて、なにより魅力的なのは、弟である俺も知っている。俺のミリーのことを、今さらお前に教えられる筋合いはない』

　トラヴィスは無言で頷いた。首筋が痒くなったのか、指で撫でる。
『誰よりも大事な俺のミリーのためだ。ミリーのためならお前に電話だってする。そうだ、全てミリーのためだ！』
「……」

　トラヴィスは閉口したように青い空を仰いだ。耳元でまくし立てられる熱い主張に、こいつはあと何回ミリーと口にすれば気が済むんだと呆れた。
『ミリーのために、お前の知りたいことを調べた。ミリーのために頑張ったんだ。お前はもっとミリーに感謝しろ！』
「わかったよ」

　もうお手上げというように、トラヴィスは片手を上げた。ミリアムの弟がこれほどのシスコンだとは知らなかった。あいつも大変だなと、余計な同情心まで湧いた。

　ジェラードは言うだけ言ってすっきりしたのか、また咳払いする声が聞こえた。
『これから話すのは、ラインハート少尉についてのある噂だ』

　トラヴィスは携帯を持ち直す。
「噂？」
『そうだ。それが真実かどうかは俺もわからない。だが、密かに流れた興味本位な噂だ』

　トラヴィスはしばらく不動の姿勢で、携帯を耳に押し当てていた。数分後、携帯の電話を切ると、小さな溜息を洩らし、頭を横に振りながら保安官事務所へと戻った。

　ちょうどレイフが自分の執務室から出てきたところだった。愛用のカウボーイハットを手で無造作に掴み取ると、険しい眼差しのまま、乾いた唇から息を吐きだす。
「ジェレミーとのデートは終わったようだな」

　トラヴィスはジョークで出迎えた。すると若干疲労の影があったレイフの顔が、みるみる憎らしそうに生き返った。
「お前がいなくて、最高のデートだった」
「あいつのエスコートはプロフェッショナルだ。お前らも参考にしろよ」

　レイフは横柄に頷いた。
「そうだな。胡散臭いお前とは比べ物にならないくらい、プロフェッショナルな男だ。本物の捜査官は全く違う。ちゃんとネクタイも締めているからな」
「捜査が終わったら、ネクタイを買いに行ってやるよ。ついでにカウボーイハットもかぶってやる」

　互いに皮肉たっぷりに睨み合ってから、フンと通り過ぎた。相変わらずレイフと反りが合わないことに肩をすくめながら、トラヴィスは執務室へ入る。ジェレミーは保安官の椅子に座り、デスクを挟んで、パイプ椅子が一つ置かれていた。
「よくその椅子に座れたな」

　保安官としてのプライドが高いレイフが、自分の椅子にＦＢＩ捜査官が座って、さらに自分が取調べをされることに抗議の一つもしなかったのが不思議だった。
「彼は自制した」

　ジェレミーは簡潔だった。
「以前にも言ったが、彼は愚か者ではない。地域住民から保安官に選ばれた男性だ。感情を抑制できる」
「俺には全く抑制してくれないぜ」
「お前にはスペシャルな感情があるのだろう」

　これまた簡潔なコメントに、トラヴィスは文句を言うように口笛を鳴らした。
「お前の主張は後で聞く。次は副保安官だ。早く椅子に座れ」

　くそったれとぼやきながら、壁に立てかけてあったパイプ椅子を引っ張り出す。その脇にある書類棚に、何気なく視線が伸びた。最初にこの部屋を訪れた時にもあった写真立てが二つある。

　その一つに写っているのはエリスとレイフだった。レイフがエリスを片腕で抱き寄せている。二人の前には小さな少女が二人、愛らしく立っている。

　モルグでダナの遺体を前に泣いていたエリスの姿が脳裏をよぎった。トラヴィスは記憶のページをそっと閉じるように、隣の写真立てに目を移す。

　その写真には、三人の男性が写っていた。

　一人はレイフだとすぐにわかった。今よりも若い。カウボーイハットをかぶり、気安げに隣の男性の肩を組んでいる。

　真ん中にいる男性は白人だった。レイフと同じくカウボーイハットをかぶっている。年齢もレイフとそう変わらない感じだ。

　三人目は、年配の黒人男性だった。

　トラヴィスはその写真立てを手に取ると、自分の胸元まで持ってきてじっくりと見る。レイフが肩を組んでいる白人男性は、背が高く、がっしりとした肉体の持ち主だった。年齢はレイフとそう変わらないだろうか。カウボーイハットの下に見える顔立ちは男らしくて野性的だが、どこか甘い雰囲気も匂わせている。映画に登場するような人を引きつける容姿が、とても印象的な男性だった。

　レイフの友人だろうかと、トラヴィスは考えた。親密そうな様子は写真からでも伝わってくる。
「――彼がレスリーです」

　突然、背後から声がした。

　振り向くと、いつの間にいたのか、ロイドが肩越しに覗き込んでいた。
「背後から声をかける時は、ノックしてからにしろよ」

　トラヴィスは皮肉る。
「すみません」

　ロイドは茶化すように謝った。
「あなたが熱心に眺めていたので、つい声をかけてしまいました。次からは、ちゃんと背中をノックしてから声をかけます」
「俺がいいぞって言うまで口を開くなよ？　さもないと、どこかの保安官のように空気銃で撃ってやるからな」　

　トラヴィスも嫌味で応戦する。
「覚えておきます」

　ロイドはわざとらしくカウボーイハットを少し持ち上げた。
「で、隣の黒人男性は誰だ」

　トラヴィスはずけずけと尋ねた。

　ロイドは冷ややかな眼差しになったが、質問には答えた。
「ブルッキーです。レスリーの副保安官だった、ブルックス・クラーク」

　トラヴィスはもう一度写真に目を落とした。クラーク副保安官は体格の良い男性だった。一緒に写っている二人の白人男性とは親子ほどに年が違うが、仲が良さそうなのは満面の笑顔でわかる。首からかけてあるロザリオが、太陽に反射して光っていた。
「ウォーレン保安官とメイナード前保安官は、友人だったのか？」
「ええ、親友でした」
「知らなかったな」　

　メイナード前保安官の検死ファイルの件で、レイフが激昂していた記憶が甦る。異常に激怒していたが、その原因がいまだにわからない。親友だったということは、お互いに深い部分まで知り合っていたのだろうが、肝心の検死ファイルは行方不明のままだ。

　――何か気になるな。

　さらに詳しく聞きたかったが、こちらを静かに観察しているジェレミーと目が合い、急いで写真立てを元の場所に戻した。
「これ以上お前と喋っていたら、日が暮れる」
「同感です」

　ロイドも適当に相槌を打ちながら、ジェレミーの前にあるパイプ椅子に腰を下ろした。トラヴィスもロイドの脇にパイプ椅子を広げて座る。

　質問は短時間で終わった。
「その時間帯は、家で寝ていました。ええ、勿論一人です。証明してくれる人間はいません。一人で住んでいるんです。近所に人はいませんし、隣家は一キロ先です。ここはテキサスですよ」

　ロイドが執務室から出て行くと、様子を注意深く見守っていたトラヴィスは開口一番言った。
「あいつが怪しいんじゃないのか？」
「お前は自分の感情を抜きにして、冷静に物事を判断する術を身につけるんだな」

　ジェレミーはつれない。
「だが興味深い人物だ」

　トラヴィスは面白そうに小首を傾げる。
「彼はこの部屋へ入ってきた時、真っ先にお前を見た」
「俺に惚れているんだろう」
「お前に関心があったのは理解できる」

　ジェレミーはトラヴィスの冗談を無視した。
「何気ない態度を取りながら、お前の行動を確かめようとしていた」
「俺が何を見ているのか、確認したかったってわけか？」
「そうだ。彼は普段通りにお前と会話をしながら、情報を提供していた」

　ジェレミーは冷静に分析する。
「おそらく、ここにウォーレン保安官がいないからだろう」

　トラヴィスは書類棚にある写真に再び視線をやった。レイフと親友だったというメイナード前保安官。その検死ファイルは紛失し、レイフはメイナード前保安官に関して調査されることをひどく嫌がっていた。
「あのくそったれ野郎が、部下たちに圧力をかけているかもしれないんだな」
「そこまでは判断できないが、否定はできない。しかし仮にそうだとして、圧力をかける理由が問題だ。前保安官たちに関する事柄が、それほど重大なことなのか？」
「……たぶん、そうなんだろう」

　トラヴィスは唸る。
「あいつは、何かを隠している」

　いや、と言い直した。
「何かを、隠そうとしている……」

　ジェレミーは室内にある壁時計を見上げた。
「次は、保安官助手だ」

　ほどなく、カートが入ってきた。カートは傍目から見ても緊張していた。
「俺はその時間帯、家で酒を飲んでいたよ。何だか眠れなくてさ……最近、特にそうなんだ。色々考えちゃって……」
「色々とは？」

　カートは両手を広げて首をすくめた。
「プライベートなことだよ。でも、今の事件の不可解さも気になっているんだ。アスラン・ラインハート本人に会ってから、自分の中で疑問が湧いてきたんだ。本当にこの人が殺人者なのかって……」
「お前は本当にまともだ」

　トラヴィスは横から口を挟む。

　ジェレミーは質問を続ける。
「君のアリバイを証明できる人間はいるのか？」
「いや、いない。今は一人で暮らしているんだ」
「以前は誰かと暮らしていたのか」
「ブルッキーだよ」

　カートは目の前のジェレミーを見て、次にトラヴィスへ顔を向けた。
「ブルッキーは知っているようだね。ここの副保安官だった人だ。俺はこの町の生まれじゃない。三年前にアリゾナからやってきたんだ。失業しちゃってね……偶然、ブルッキーと知り合って、保安官助手の仕事を紹介されたんだ。ラッキーだったよ。自分の家にも住まわせてくれてさ。優しい人だった」

　懐かしむように、頬がゆるんだ。
「クラーク前副保安官は、二年前に病死したと聞いたが」
「……ああ、助からなかった。ガンだったんだ。俺が看取ったよ。彼は独身で、他に身寄りがいなかったんだ」
「クラーク前副保安官は、メイナード前保安官について、何か語っていたことはないか？」

　ジェレミーは立て続けに質問してゆく。

　カートは膝の上で両手を組みながら、思い出そうとするように視線を床に落とした。
「そうだな……俺がロイドから前の保安官だった人の話を聞いて、ブルッキーに尋ねてみたことがある。どうして自殺したんだろうって。そうしたら、ブルッキーは悲しそうな顔をして、わからないと言った。すごく良い奴で、信頼していたのにってさ。あまり彼に関しては話したくないようだった。理由はわからないよ」
「ロイドの奴が言っていたが、六年前の事件で、対立していた保安官とＦＢＩ捜査官の間を取り持っていたのは、その副保安官だったそうだな。その辺も何か聞いていないか？」
「アスラン・ラインハートの話なら聞いている。ブルッキーはすごく嫌っていた」

　カートの表情がその時の様子を思い出したように険しくなる。
「あいつが来たせいで、レスリーは自殺したかもしれないって言ったんだ」
「それはどういう意味だ」

　ジェレミーは即座に聞き返す。トラヴィスも身を乗り出す。

　カートは疲れたような息を吐き出すと、ぶらぶらと首を横に振った。
「わからないよ……けれど、全く良い感情を持ってはいなかった。むしろ、怒りを抱いていたようだった」

　数分後、カートが退室した。その後、残った全員の事情聴取が終わって、二人は執務室を後にした。事務所の外に止めてあるセダンに乗り込むと、今までの情報を整理する。
「ウォーレン保安官も自宅にいた。証明は妻と子供だ。あとで確認を取る」
「あいつが一番、容疑者像にぴったりなんだがな」

　今回の事件の犯人像のプロファイリングが、本部から送られてきていた。それには、犯人は男性、年齢は二十代から四十代、この町に住んでいるかまたは関係者、銃を扱っている仕事に就いている、もしくは銃に慣れた生活を送っている、性格は冷酷、犯罪動機は金銭や物品ではない、犯人自身の怨恨が強い、目的を遂行する意志が強力――
「アリバイがないのは、フローレス副保安官とグライナー助手だけだ。この二人を重点的に調べよう」

　トラヴィスは頷きながら、最初に出会ったロイドの不敵な薄ら笑いを思い浮かべた。

　――アスラン・ラインハート以外の犯人を見つけるのが――

　挑発するような視線。

　――不可能です――

　まるでこれから始まる捜査の不可解さを見透かしたかのような言いようだった。
「ラインハート元捜査官を匿っていると思われる人物も調べたい」

　トラヴィスは首をひねる。
「あの保安官じゃないってことだけは確かだな」
「私の考えでは、副保安官か助手のどちらかだ」

　ジェレミーは簡潔に説明する。
「ウォーレン保安官のそばに常にいるのは、この二人だ。一番情報が得やすく、状況も把握できる。ラインハート元捜査官が我々の前に姿を晒したのも、確実な情報を得ていたからだろう」

　トラヴィスはわかったというように大げさに振り返った。
「ロイドの奴が犯人で、カートが匿っているんだ」
「根拠は？」
「俺の冷静じゃない感情だ」

　ジェレミーは非常に冷たい目になった。トラヴィスが早速おちょくる。
「お前も感情的になってきたな。いい傾向だ」
「捜査のパートナーを務めているミリアムに同情する」
「お前も慣れろ。簡単だろう」

　トラヴィスは豪快に言い放つ。

　ジェレミーはやれやれというように話を進めた。
「そのお前の冷静ではない感情でも、この事件の特異性は理解しているのだろうな？」
「まあな」

　トラヴィスは車のエンジンをかける。
「身内に犯人がいたとしたら、今までの捜査状況は全部筒抜けだ。どうりで、凶器となった銃も見つからないわけだ。犯人は俺たちには見つけられない場所に処分したと考えていい」
「それに我々の捜査で、犯人は行動を早める可能性がある」

　トラヴィスとジェレミーは顔を見合わせた。その言葉の意味することに、トラヴィスは表情を一気に引き締める。
「なぜ、最初の事件でアスラン・ラインハート元捜査官の名前が出たのか。疑問は、ダナ・ブレナンを殺害したことで明らかになりつつある」
「トビー・ギブンを殺し、ダナの口を封じた。だがくそったれ野郎の目的は、この二人じゃない」

　ジェレミーは頷く。
「彼はある意味、保護されている。おそらく犯人はそれに苛立っている。今の状況が続けば、まだ彼の身は安全だ」

　だが、と声が低くなる。
「この間のように再び姿を現すとなると、危険だ」

　トラヴィスは硬い表情のまま、まっすぐに唇を引き結ぶと、アクセルを強く踏んだ。

 

　今日も遅くなったと、レイフはハンドルを回しながら、疲れたように息を吐いた。ペコス郡の保安官に選ばれてから数年経つが、まさかＦＢＩ捜査官の取り調べを受けなければならない日がくるとは思いも寄らなかった。

　クソッと、運転が荒くなる。

　警察機構と保安官は違う。保安官は試験に合格すれば得られる役職ではない。地元民の選挙で選ばれるのだ。

　――あいつらとは違う。

　レイフは街灯もない真っ暗な道路を運転しながら、胸の中で吐き捨てる。ＦＢＩ。エリートたちの集団。自分たちこそがステイツを守っていると勘違いしている奴ら。

　――お前らなんかに、俺の大切な故郷を荒らされてたまるか。

　脳裏に描かれていくのは、黒髪の捜査官である。一目会った瞬間から気に入らなかった。そう判断した自分の本能は正しかった。口を開けば、人を腹立たしくさせる間抜けな男。
「優しい男性だったわ」

　モルグから帰ってきた妻のエリスは、あの男に好意を持った様子だった。
「彼とちゃんと話しあったらどうかしら、レイフ」

　仲が良かったダナの死にショックを受けている妻を慰めながら、レイフは正直不愉快になった。

　――エリスは優しいからな。

　妻を真っ当に愛している夫はそう決めつけた。俺はエリス程に優しくないからなと、また運転が荒っぽくなる。

　――それより、捜査の方だ。

　意識を変えた。間抜けな捜査官とは違い、もう一人の捜査官は自分が頭に描くイメージそのものだった。だからこそ、危険だと感じた。

　――俺たちの中に犯人がいるわけがない。

　部下たちには絶対の信頼を置いているので、取り調べを受け入れた。保安官が殺人者などという妄想は、ハリウッド映画だけの世界だ。

　レイフは道路を右に曲がった。対向車とは全くすれ違わない。すぐ後ろから車が一台近づいてきたが、余程急いでいるのか素早く追い越して行った。

　レイフは舌打ちしたが、自分の車のスピードメーターを確認して、追いかけはしなかった。

　これからのことを考える。

　ＦＢＩ捜査官たちは、自分たちを疑っている。おそらく、何かしらの確証を持っているのだ。自分たちへ説明したこと以外に。

　レイフの中で、一抹の不安が湧く。　

　あの頭の切れそうな捜査官が、自分の行動に疑念を持ったら……

　ハンドルを握る手に力がこもった。だから何だと激しく唸る。殺人者は捕まえる。だが俺は真実を知りたいんだ。この事件はそれを叶えてくれる。なぜなら、あの男が目の前に現れたのだから……

　レイフの瞳が懐かしげに和んだ。今は亡き男性の姿が甦り、様々な想い出が溢れ出てくる。
「……必ず、突き止めてやる」

　口惜しそうに唇を噛むと、ハンドルを握り直し、スピードをあげた。

　だがすぐに、ヘッドライトが前方の障害物を照らす。

　レイフは急ブレーキをかけた。

　自分の進路を塞ぐように、一台の車が横向きになって停車していた。

　レイフも車を止めた。先程追い越して行った白い車だとわかった。

　サイドブレーキを引いて、腰のホルスターから銃を取り出す。腕時計は八時を回っている。事故のせいで車が半回転している様子ではない。人為的に道路の中央に車を横向きで止めているということは、標的は自分なのだろう。

　ヘッドライトは白い車の運転席に人影を浮き上がらせる。レイフはライトを点けたまま、銃を手に、慎重にドアの外へ足を下ろした。ドアは開けっぱなしにして、一歩ずつ、その車へと歩をつめる。

　白い車のドアがかすかに動いた。

　レイフは立ち止まり、引き金に両手を添えて構える。

　ドアは周囲を憚はばかるように、少しだけ開いた。
「両手を挙げろ！」

　警告を出す。

　開いたドアの隙間から、相手に見えるようにゆっくりと人が現れる。

　レイフは両目を見開く。

　ヘッドライトに照らし出されたのは、アスランだった。

　アスランはジェームズ・ルーニー記念公園で逮捕した時と同じ服装をしていた。その表情は硬く、両手を頭の高さまで挙げている。

　レイフは銃口を向けたまま、上から下まで何度もアスランを見た。驚きのあまり、すぐには言葉が出なかった。
「……自首しに来たのか」

　なぜ突然ここへ現れたのか、レイフは訝る。自分の後をつけてきたのは間違いなかった。
「そうだ」

　アスランは強張った顔つきとは反対に、落ち着いた口調で言った。
「だが、条件がある」

　レイフは耳を疑った。
「条件？　自首する奴に、そんな権利なんかない」
「私にはある」

　アスランは当然のように言い切った。
「私に会いたかったのだろう？　ウォーレン保安官」

　レイフは顎を引くと、わずかに身を引いた。得体の知れない警戒心が波打ち始める。
「私も、あなたに会いたかった」
「それなら、どうして今頃になって出てきたんだ？」

　レイフは銃を構えたまま、皮肉げに問いかける。
「二人も死んだからだ」

　アスランも両手を挙げたまま、淡々と答える。
「これ以上、誰も死んで欲しくはない」
「お前が殺したんだろう？」

　レイフは容赦なく突きつける。

　アスランは目を伏せて、仕方なさそうに笑った。
「話を聞いて欲しい」

　銃口の向こうにいるレイフを、まっすぐに見つめる。
「留置場に入れられてもいい。あなたに私の話を聞いて欲しいんだ、ウォーレン保安官」

　静まり返った周辺に響く。
「お願いだ」

　レイフは押し黙った。アスランの言葉はレイフが聞いても切実だった。

　――何が狙いだ。

　ヘッドライトに照らされるアスランをじっと見る。銃の照準に晒されてから、一度も微動だにしていない。少しでも動けば引き金を引くつもりだが、その素振りもない。ＦＢＩ捜査官として訓練を積んだ経験は、いまだに色褪せてはいないようだった。

　レイフは右手で銃を持ち替えた。
「車に両手をつけろ」

　アスランは後ろ向きになり、車のドアガラスに腕を伸ばして両手を押し当てる。その背後に近寄り、銃などを隠し持っていないかボディチェックをする。
「手首を後ろに回せ」

　アスランは言われたとおりにした。レイフは手錠を取り出し、アスランの両手に手錠をかける。

　そのまま肩を掴み、自分の車へ連行すると、後部座席に押し込んだ。
「お前の車は、あとで運んでやる」

　レイフは運転席に乗り込むと、サイドブレーキを下ろす。
「お前は留置場へ入れる。そこで話を聞いてやる」

　バックミラーを見た。そこに黙って座るアスランの姿が映る。
「俺もお前に聞きたいことがある」

　ハンドルを一回転させた。車はぐるりと回ると、来た道を猛スピードで戻って行った。

 




 



 １３ 
　六年前、テキサス州フォートストックトン。

　黒塗りのセダンのタイヤが擦れるように止まると、運転席から男性が降り立った。テキサスのべとつくような暑さはダラスで慣れたが、何時間もかけて車で運転してきた身にはさすがに堪えた。だがアスランは車のドアを閉めると、疲労を感じさせない足取りで、まっすぐに保安官事務所へ向かった。

　古びたドアを開けると、中にいた人間たちが一斉に振り返った。アスランは気にしないで足を踏み入れる。女性が一人、若者が一人、年配の男性が一人。素早く室内の状況を把握する。小さな保安官事務所とは聞いていたので、職員の人数も少ないだろうとは予想していた。だがその規模に似合わない事件が起こり、大変な騒ぎになっているという話だった。

　――だから、私が派遣されたんだ。

　眼鏡をかけた女性が大股に近づいてきた。
「あなた、ここは保安官事務所ですよ」

　注意するような口調に、アスランは上着の裏ポケットから黒いケースを丁寧に取り出した。
「ＦＢＩです」

　中を開いて見せる。そこにあるバッチを見た中年の女性は、驚いたように口元を右手で抑えた。
「ダラス支局から派遣されました。保安官はいますか？」

　年配の黒人男性が急いで歩み寄ってきた。
「話は聞いています。副保安官のブルックス・クラークです」

　カウボーイハットを脱いで手を差し出す。
「アスラン・ラインハートです」

　その礼儀正しい振る舞いに好意を覚えながら、握手する。
「レスリーは今、執務室にいます。案内しますよ」

　ブルックスはカウボーイハットをかぶりながら、身をひるがえす。
「ああ、ロイド。事件のファイルを持ってきてくれ」
「わかりました」

　窓際のデスクでノートパソコンのキーボードを叩いていた若者が、のっそりと立ち上がった。その風貌から、ラテン系の血を引いているようだった。ここテキサスはメキシコと国境を接しているせいか、ヒスパニック系が増えている。
「ここは、広いテキサスにある小さな田舎町だったんですけれどね、今までは」

　ロイドからファイルを受け取りながら、ブルックスはあり得ないというように首を振る。
「こんな酷い事件が起きるなんて、信じられない。私のちっぽけな人生でも初めてです」

　アスランは軽く目を伏せた。ＦＢＩ捜査官として訓練を積む間に、様々な捜査の事例を学び、その事件現場の写真を目にした自分には、凄惨な事件に対する感情が少々麻痺しているのかもしれないと思った。ショックを受けている副保安官に対して、酷い事件はたくさんありますよと思わず口に出してしまいそうになる。
「女性が殺害されたんですね」
「ええ、それも性的暴行を受けてからです。絶対、許せません」

　先に立って歩くブルックスは、怒りを吐き捨てる。アスランは何も言わずについていく。自分も最初の頃は感情をうまくコントロールできずにいたが、ＦＢＩ捜査官として独り立ちした今は、逆に怒りを表すのが難しくなった。
「ニューメキシコ州でも同じ手口で殺害された女性がいます。検視した結果、二人の女性からは同じＤＮＡが検出されました」

　アスランは知っているというように相槌を打った。
「犯人は同一犯です。間違いないでしょう」

　今度はブルックスが頷き、執務室のドアを開けた。
「詳しいことは、レスリーから聞いてください」

　中へ入る。アスランも続こうとしたが、足が止まった。

　室内には誰もいなかった。
「レスリー？」

　ブルックスが訝しむように周囲を見渡す。
「どこかへ行ったのかな？」

　アスランはその背後から室内を眺める。保安官が使っていると思われるデスクに椅子。デスクの上は書類が山盛りになっていた。その後ろの格子状の窓は開いていて、熱を孕んだ風が入ってきている。

　保安官は不在でも、捜査の状況は副保安官から説明してもらうことができる。そう考えながら視線を泳がしていると、近くにある書類棚に目がとまった。

　特に何が気になったわけではなかった。ただその棚にある写真立てが視界に入り、近寄って手に取る。

　写真には、三人の男性が写っていた。一人は副保安官のブルックスだ。あとの二人は白人男性で、ブルックスより若い。

　アスランは事件の証拠写真でも見るように、その写真を手に取ったまま微動だにしなかった。二人の白人男性は非常に仲良さげだった。どちらも笑顔である。

　アスランの視線が、真ん中に立つ男性の上でとまった。
「――気に入ったようだな」

　アスランは弾かれたように振り返った。いつの間に入ってきたのか、カウボーイハットをかぶった大柄の男が自分のすぐ背後に立っていた。
「だがその写真を眺めても、捜査の助けにはならないぞ。せいぜい三人のテキサス野郎の顔がわかるだけだ」

　男らしくさっぱりした声だった。

　アスランはその声に引きずられるように、目の前の男を見上げる。自分よりも頭一つ分背が高く、肩幅もあり、全体的に頑丈そうな男だった。　
「どこに行っていたんだ？」
「ションベンに決まっているだろう」

　男は肩を揺すって笑うと、アスランへ手を差し伸べた。
「テキサスへようこそ、ミスターＦＢＩ」
「アスラン・ラインハートです」

　自分をからかうような言葉の響きに、訓練された感情が役に立った。相手の態度になど興味はなく、儀礼的に名乗って手を出した。

　簡単に握手を交わす。

　だがその手を放そうとした時、急に強く握り締められた。

　アスランは鬱陶しそうに目だけをあげる。すると、相手の男は少しだけ笑みを浮かべていた。
「本物も悪くないだろう？」

　その時になって、相手が写真の真ん中にいた男性だと気が付いた。

　アスランは手を握られたまま、改めて相手を見る。古めかしいカウボーイハットをかぶった姿がよく似合う、精悍でいて秀麗な男性だった。体つきも鍛えられたもので、男としての魅力的な匂いをふんだんに放っている。なにより、色鮮やかなエメラルドグリーンの瞳に吸い寄せられた。自分をずっと見つめている強い眼差しに。
「レスリー・メイナードだ。よろしく」

　レスリーはようやく手を放した。

　アスランも自然に手を後ろに引っ込めた。だが、その手がわずかに震えているのがわかった。手のひらにべっとりと残った男の肌の熱さと共に……

 

　アスランが捕まったと聞いて、トラヴィスは保安官事務所の奥にある留置所へ行くと、鉄格子の向こうに静かに立っている男性が見えた。
「ラインハート元捜査官か？」　

　返事がなくてもわかった。
「いったい何があったんだ？」

　今朝カートから教えられて飛んできたトラヴィスである。レイフが逮捕したそうだが、その理由が全くわからなかった。

　アスランは鉄格子の中で、壁に背を預け両腕を組んた格好で、突然現れたトラヴィスを黙って眺めていた。
「事件は我々ＦＢＩの管轄になっている。それ以外の件で捕まったのか？」
「そうだ」

　アスランは頷くように目を伏せた。
「その内容を教えてもらおうか」

　トラヴィスは鉄格子に近づいて、アスランの様子を注意深く観察する。
「あのくそったれ保安官のケツでも蹴飛ばしたのか？」　

　アスランは口元をゆるめた。
「違う、ヴェレッタ捜査官。ここにいるのは、私の意志だ」
「だから何があったんだ」

　トラヴィスの目には、アスランは至って平常に映った。記念公園で初めて会った時と同様に、冷静で落ち着いていた。自らの意志というのは嘘ではないだろう。

　――何か取引でもしたのか。

　だが肝心のレイフは事務所にいなかった。
「私が留置所に入ることは、大した問題ではない、ヴェレッタ捜査官」
「トラヴィスと呼んでくれ」

　軽く注文を付けた。
「では、私のこともアスランと呼んで欲しい」

　アスランも同じく要求する。

　トラヴィスは硬い鉄格子の前で腕を組んで、仁王立ちになった。留置所に入ったアスランの真意がいまいちわからない。何らかの目的があってのことだろうが、今になって行動を起こした原因を考える。

　――ダナが殺されたからか。
「君一人か」

　アスランは視線をトラヴィスの周辺へさりげなく向けた。
「もう一人なら、そのうちやってくる。会いたいのか？」
「いや」

　アスランは首を横に振る。
「そういや、俺宛に手紙をくれたな。誰から俺の名前を聞いたんだ？」

　アスランは口を閉じたまま、頭を傾げて見せる。
「しかも、その手紙を書いたのはあなたじゃない。匿っていた奴が書いたんだろう？　どうしてあなたを匿ってくれたんだ？」

　トラヴィスは矢継ぎ早に問いかける。

　アスランは黙ったままだ。

　――今さら答えるわけがないな。

　トラヴィスは肩をすくめる。何もかも喋ってくれたら、だいぶ疑問は解けそうだが、アスランの態度からは期待できそうにもない。
「トラヴィス」

　鉄格子の中から穏やかに呼ばれた。
「私は、ウォーレン保安官と約束をしている」

　トラヴィスはちゃんと話を聞くように、鉄格子へ向き直る。
「その約束が果たされるまで、ここにいる」
「何を約束したんだ」
「今は言えない」
「アスラン」

　今度はトラヴィスが警告するように口にする。
「俺たちの考えでは、恐らく狙われているのはあなただ。トビーやダナは殺されたが、犯人の本当の目的はあなたの命だろう」

　二人の名前を耳にした途端、アスランの抑制された表情が崩れた。顔が強張り、ブルーアイズが震えたが、耐えようとするように唇を噛みしめる。
「……私の命など、少しも重要ではない」
「あなたの家族は、ずっと探していると聞いた」
「――家族は私が罪を犯したことを知らないのだ」
「どういう意味だ」

　トラヴィスは鋭く反応する。

　だがアスランはそこで口を閉じた。それ以上会話をする意思はないと告げるように、背を向ける。

　トラヴィスはその背中に、失望したと訴えるように大きく息を吐いた。

　――ここからテコでも動かない気だな。

　しかし、その約束とやらを無理やり吐かせる気持ちにもならなかった。

　――だがここは安全じゃない。

　あのくそったれの保安官野郎が来たらここから移動させようと考え、それまで自分が事務所に張りつくことにした。

　トラヴィスはいったん立ち去ろうとしたが、ふと思い出したというように、もう一度振り返った。
「アスラン、一つだけ聞きたい」

　アスランは顔だけ振り向く。
「どうしてＦＢＩを辞めたんだ？」

　その問いかけに、アスランは無表情で応じた。
「罪を犯したからだ」
「何の罪だ」
「人殺しだ」

　トラヴィスはその衝撃的な言葉に、一瞬沈黙した。瞬時によぎったのは、捜査ファイルにあったブレナン神父の射殺である。

　――だがあれは、神父が先に銃口を向けたはずだ。

　アスランはそんなトラヴィスの胸中を見透かしたかのように、低く笑った。
「あの事件のファイルは読まなかったのか？」
「ちゃんと読んださ。ブレナン神父が銃で抵抗し、あなた方は銃を捨てるよう呼びかけたが応じなかったため、射殺した。何か間違っているか？」
「間違ってはいない」

　アスランはトラヴィスの言葉をなぞるように言った。
「ブレナン神父は隠し持っていた銃を取り出し、我々へ向けた。我々も銃を構え、ブレナン神父に銃を捨てるよう訴えた。だが神父は引鉄を引いた。私がそれを目にした。私は銃を撃った。ブレナン神父は倒れた。即死だった」

　まるで今目の前で起きたことであるのように、淡々と説明する。
「しかし、ブレナン神父は銃を撃ってはいなかった。私は彼を殺したんだ」
「引鉄を引いたのを見たんだろう？」
「そうだ」

　納得がいかないでいるトラヴィスへ、アスランはどこか泣き笑いするような表情を浮かべた。
「引鉄を引いた。だが銃弾は見当たらなかった。それも当然だった。彼の銃の弾倉には、一つも実弾は入っていなかった」
「……」

　トラヴィスは文字通り唖然となった。
「……つまり」

　前代未聞だと唸った。
「ブレナン神父は、全く実弾の入っていない銃を捜査官たちへ向けたということか？　撃ち殺される危険性も顧みずに」
「――それが、彼の狙いだったのだろう」

　アスランは自嘲気味に呟いた。
「私は死刑執行人になった。彼は望むものを手に入れたんだ。私の苦悩と引き換えに」

　トラヴィスは鉄格子の奥で孤独に立つアスランを、初めて痛ましそうに見つめた。ＦＢＩを辞めた理由がわかった。
「あなたのせいじゃない」

　銃を向けられて、その中に実弾が入っていないとは誰も考えない。捜査官の呼びかけにも応じず、銃を捨てなければ、撃たれても止むを得ない。銃は玩具ではない。たとえ実弾が入っていなくても、それが相手にわかるはずがない。

　トラヴィスは信じられないようにその場に立ったまま考え込んだ。ブレナン神父の行動はアスランの言う通り、どう考えても射殺されることを前提にしていた。

　――死ぬためか。

　カトリック神父が自ら命を絶つなどあり得ない。だがそれほど追いつめられていたのかと思った。トビーの告発に。

　――ダナは知っていたのかもしれない。

　だからアスランの名を騙ったのかとの考えが、頭の中を流れた。ならば、真犯人の本当の狙いは――

　アスランは俯いたまま、冷たい留置場の中でじっと立ち尽くしている。トラヴィスは何か言葉を掛けようとしたが、口を開きかけて止めた。馬鹿な慰めはプロの捜査官だった男性を辱めるだけだ。一時間後にもう一度見に来ようと決めて、事務所内に戻った。

　ちょうどカートが電話を切って、すぐに近寄ってきた。
「どうだった？」
「普通だ。俺が様子を見ている」

　カートは傍から見ても慌てていた。
「どうしよう、全然レイフと連絡が取れないんだ」
「落ち着け。あの野郎に何かあったら、まっさきにここへ連絡がくるはずだ。エイリアンに捕まったらお手上げだがな」

　こんな時でも皮肉を忘れないトラヴィスだが、カートにそんな心の余裕はないようだった。
「やめてくれ。俺は今、人生でも一番慌てふためいているんだ」
「人類が全滅するカウントダウンが始まったら、床に転がって慌てろ。まだ一時間早いぞ」　

　そう茶化しながら、ソファーにどっしりと座り込んだ。事務所内には他に誰もいない。カートが混乱しているのは、突然アスランが留置所に入ることになったことと共に、朝にレイフが事務所を出て行ったきり、消息不明になっているせいだろう。不安だけが増長しているようだった。　
「ロイドはどうした」
「モルグだよ。今電話がきた。ダナの遺体を、ニューヨークへ運ぶための手続きをしているんだ。まだダナの両親が健在で、連絡がついたみたいだ」
「ニューヨークに埋葬するのか」

　トラヴィスは意外そうに訊く。

　カートは肩をすくめた。
「そうらしいね。ここにはもう親戚もいないようだ。ダナはニューヨークの女だからって、ロイドも言っていたしね」

　そうかとトラヴィスは呟いた。ダナの両親がそう決めたのであれば、何も言う権利はない。
「ロイドとダナは、昔からの知り合いだったのか？」

　カートの口振りから、微妙に感じられた。
「ああ、そうらしいね。といっても、ここ最近のようだけど」
「殺人事件が起きてからか？」
「……いや、その前からダナと一緒に飲みに行った話を聞いたことがあるな」

　首をひねって思い出そうとするカートだったが、何かに嫌そうにトラヴィスを睨んだ。
「でも、どうしてそんなことを聞くんだ。俺だってダナのことは知っているし、レイフだって古い付き合いなんだ。まだ俺たちを調べているのか？」
「悪く思うな。それが俺の仕事なんだ」

　両手をあげて素直に謝る。
「しかも俺は口が悪くて図々しい。相手を怒らせるのが得意だ。だがその愛すべきパーソナリティーを変える予定はない」
「レイフがここにいなくて良かったよ」

　カートは大げさに呆れてみせた。しかし多少は肩の力がゆるんだのか、トレイに行くと言って室内から出て行った。

　トラヴィスはドアの向こうに消えた背中を目で追いながら、捜査状況を思い返した。ダラス支局でロイドとカートの身辺調査が進んでいるはずである。レイフの協力も得て、二人の筆跡鑑定も頼んだ。近日中に結果がもたらされるはずだ。

　――だが、あくまで予想だ。犯人は全く別の人間の可能性もある。

　胸元で携帯が鳴った。シャツのポケットから取り出すと、ジェレミーからだった。
「どうした」

　ジェレミーはドクターメラーが勤務している病院へ行っている。その前に、モルグにも立ち寄ると言っていた。
『ラインハート元捜査官の様子はどうだ』
「至って平常だ。あの保安官の野郎と何か取引をしたらしく、何も喋らない。ついでに保安官の野郎は行方不明だ」
『二人の目的が一致したのかもしれない』

　トラヴィスは携帯を耳に当てたまま足を組むと、ソファーの背もたれに深々と寄りかかった。
「二人の目的は知らないが、アスランがＦＢＩを辞めた原因がわかった」

　手短に話して聞かせる。
『不幸なことだ』

　聞き終わったジェレミーは素っ気なかった。
『だが、お前が同情しても仕方がない』　
「……そうだな」

　恋人の相変わらずな冷淡ぶりに、トラヴィスはふっと笑った。アスランの話に少々気が滅入っていたが、不思議に救われた気分になった。
『その話なら、続きがある。先程、アーミー・スコット捜査官から連絡があった。彼はラインハート元捜査官と、ニューヨークの事件を捜査していた。ブレナン神父が実弾の入っていない銃を持っていたのは事実だが、ラインハート元捜査官は神父を射殺したことに対する責任を不問にされた。彼の行動に間違いはなかった。全米カトリック教会もＦＢＩを提訴しなかった。さらなる醜聞を恐れたためだろう。全ては、あの捜査ファイルに記された通りに終わったんだ』
「そして、アスランだけが苦しんだってわけだ」

　ダナも知っていたなと、トラヴィスは確信した。だから罪を着せようとした。
「まだモルグにダナの遺体は安置されているのか？」
『いや。私がモルグに到着した時、ちょうど運び出されていた』
「わかった。俺はこの事務所にいて、アスランを見張っている。何かあったら、また連絡をくれ」

　そう言って携帯を切ると、薄汚れた天井を睨みながら、くそったれと吐き出した。

 

　ジェレミーは携帯を耳から引き離すと、通話を切って上着の中へ仕舞った。クラウンヴィクトリアのエンジンを停止し、外へ出る。

　モルグへ立ち寄り、その足でドクターメラーが勤務する病院へ来た。モルグにはロイドがいた。これからダナの遺体をニューヨークへ輸送すると言っていた。
「ヴェレッタ捜査官にも伝えてあげて下さい。随分とダナのことを気にしていたようなので」

　親切心からなのかは不明だが、ロイドは一言告げて出て行った。

　ジェレミーはアスファルト舗装された駐車場を横切りながら、トラヴィスのことを思った。ルームメイト時代から気にはなっていた。本人の性分といえばそれまでだが、捜査官としては不適格の烙印を押されかねない。本人へ忠告しても、余計なお世話だと罵られるのがオチだろう。

　――トラヴィスは被害者たちへ感情移入し過ぎる。

　一部の同僚たちからその冷徹ぶりが恐れられている捜査官にしては珍しく、溜息が洩れた。

　――自分が辛くなるだけなのに……

　ジェレミーは仕方なさそうに目を瞑った。それがトラヴィスだ。人の言うことなど全く聞いてはくれない。出会った当初からそうだった。

　いつかそれで傷つくかもしれない。

　ジェレミーは苦く笑った――その時は私が守ればいい。

　憎まれ口ばかり叩く恋人のことを頭に浮かべると、いつも感情が熱を帯びる。まるで眠りから目覚めるように、その熱は自分の冷えた心を激しく燃やす。どうしようもないほど、自分がトラヴィスにのめり込んでいる事実に否応なしに気づかされる。

　この町へ到着した夜、ベッドの上で舐めるようにキスをし、深夜までセックスをした。

　柔らかいベッドは、激しい行為を繰り返す度に、軋んで揺れた。乾いた白いシーツは、忽ち汗で濡れてぐちゃぐちゃになった。
「あ……あ、ああっ……」

　自分の下で無抵抗に突きあげられるトラヴィスの姿ぐらい、欲情を焚きつけるものはない。刺激的な喘ぎ声は自分の耳に絡みつき、体中が興奮する。トラヴィスの両腕を押さえつけ、さらに両足を押し広げ、全身で伸し掛かりながら、もっとペニスを深く淹れた。
「うっ……」

　トラヴィスの声が堪らないように上擦る。

　奥の恥部は熱かった。自分のペニスも同様に熱くなっていた。息を乱しながら、思う存分貫いた。体内で射精した白い精液がねっとりと漏れ出たが、行為を繰り返した。
「……ジェレ……ミー……」

　トラヴィスは擦れるぐらいに体を揺さぶられながら、恍惚に滲んだ目を見せた。その目が何を欲しがっているのか、すぐにわかった。

　ジェレミーは這うように顔を寄せると、息を止めるほどに激しく唇を重ねた。濡れた唇を吸い上げながら、舌を入れ、息荒く絡ませあった。自我は消え、理性も知性も失せていた。互いに満足するまで動物のように性行為に耽った……

　ジェレミーはその時に味わった興奮がじわじわと這い上がってくるのを堰せき止めた。どれだけトラヴィスとのセックスを思い出せばよいのか。呆れたように失笑して、捜査に意識を集中する。病院のドアを開ける頃には、トラヴィスのことも頭の中から消えた。

　ハリソン・メラーとはすぐに面会できた。
「これが、最終的な検視結果です、アンダースミス捜査官」

　診察室で手渡されたファイルを素早く読む。検視報告は届いていたが、ハリソンはさらに時間をかけて詳しく検視することを望んだ。

　ファイルには、特別に目を引く箇所はなかった。
「彼女は一瞬で亡くなりました。何が起こったのかわからなかったでしょう」

　白衣を着たハリソンは痛ましそうに目を細める。
「とても哀しいことです。ここは南部の小さな田舎町なのに」

　大都市などで発生する凶悪事件には縁もゆかりもない場所なのにと言いたそうに、肩を落とした。

　ジェレミーはファイルを閉じると、ハリソンへ返した。
「ところで、ドクターメラー。一つ聞きたいのですが」
「……何でしょう」

　ハリソンはファイルを受け取りながら、突然の質問に緊張したように背筋を伸ばす。
「いつから、検視の依頼を受けるようになったのですか？」
「……ああ、六年前です」

　ホッとしたように、皺の多い頬をゆるめた。
「ダナの検視で何か不手際でもしたのかと、ビクビクしましたよ。私は六年前にこの町へ来たんです。医者が他にいなかったので、私に検視の依頼が来ました。それからです」
「レスリー・メイナード前保安官のことは知っていますか？」
「――ええ、勿論」

　ハリソンは驚いた表情で肯定した。
「私が初めて検視した相手です。生前の彼は知りませんが」
「検視内容を、覚えている範囲でいいので教えて欲しいのです」

　ジェレミーの申し出に、ハリソンはいったん口を噤み、いくぶん眉をひそめて相手の様子を窺うような姿勢になった。
「……よろしいですよ。初めての検視だったので、今でもよく覚えています。大体のことは教えられるでしょう」
「何か気になることでも？」

　相手の若干警戒するような態度に、ジェレミーはさりげなく視線を強くした。
「いえ……」　

　ハリソンは言葉を濁したが、曖昧な表情のまま首を横に振った。
「何でもありません。ただ、六年前に初めて行った検視について訊かれたのは、あなたで二人目なんです」
「誰に訊かれたのですか？」

　ハリソンは少々困ったように首をすくめた。
「ロイドです」

 

　靴音が留置場から遠ざかり、ようやくアスランは顔をあげた。先程までそこに立っていたＦＢＩ捜査官の痕跡を確かめるように、鉄格子越しに眺める。

　――面白い男だ。

　ＦＢＩ捜査官にしては、とアスランは薄く笑う。随分と自分に同情していたが、あれでは捜査官として失格だろうと思った。捜査に必要なのは同情ではない。

　アスランは苦笑した。どのような状況下でも冷静に判断することを、訓練生時代に厳しく教育されたはずだ。国の治安を守るＦＢＩに失敗は許されない。アナポリス海軍兵学校でも同様だった。

　――あれでは、いつか捜査中に死ぬかもしれない。

　だが冷笑する気持ちは起きなかった。むしろ、感情を押し殺さない男を羨ましいと感じた。

　――私も彼のように振る舞っていたら、違う未来を迎えていたかもしれない。

　アスランは硬くて冷たい壁にもたれると、物音一つしない空間を揺り籠にして、眠るように両目を閉じた。目を瞑れば、現実を遮断できる。いつもそうして逃げてきた。だが、過去は遮断できない。

　――もっと、自分の気持ちに自由だったならば……

　瞼が苦しげに震える。記憶はいつでも残酷に甦る。

　貴方を失うことはなかっただろう……

 




 



 １４ 
　六年前、テキサス州フォートストックトン。

　アスランは保安官事務所のデスクで額を軽く手で押さえると、短く溜息をついた。目の前の書類の山を読み終えて、ちょっとした疲労感に襲われた。
「さあ、これを飲んで」

　事務員であるウェンディが、見計らったようにコーヒーを淹れた白いマグカップを差し入れる。
「少し、現実に息抜きしないとね。今度はあなたが干からびた死体になるかも」
「その時は退職金を貰って生き返るよ」

　ウェンディは愉快そうに眼鏡を押し上げた。ＦＢＩ捜査官をからかうことが自分の息抜きだとでも言うように。　

　アスランはマグカップに口をつけた。コーヒーの匂いと味は、張り詰めた精神をリラックスしてくれる。

　既存チェーン店とは違う素朴な味で一息つくと、アスランは椅子の背に体重を預け、室内を一瞥する。事務所内にいるのは、ウェンディとロイドだけだ。ここで捜査を始めてから一週間は経つが、関係者の大体のパーソナリティーは掴めた。コーヒーを淹れてくれたウェンディは相手が誰であれシニカル。保安官助手のロイドは無駄口を叩かない。副保安官のブルックスは真面目で誠実だ。

　ＦＢＩが地元の保安官たちと連携をして捜査を進めるには、友好的な協力関係を築かなければならない。そのためのコミュニケーションは欠かせない。その点自分はうまくやっていると分析していた。そのおかげか、事件の犯人が特定された。以前にも女性への暴行容疑で逮捕された男だ。ＤＮＡが一致し、逮捕状も請求した。あとは一刻も早くその男を探し出さなければならない。
「この近辺に隠れているはずだ」

　話し声が聞こえた。レスリーとブルックスがパトロールから帰ってきた。

　アスランはマグカップをデスクに置くと、書類の一枚を手に取った。
「ハイウェイに設置している防犯カメラに、犯人が写っている。この町へ降りて、どこかに潜んでいるんだ、ブルッキー」
「早く見つけ出さないとな。また犯行が行われるかもしれない」
「ああ、犯人は自分が追われているのをわかっている。最悪、人質を取って逃走する恐れもある。情報を市民に提供して、犯人に関する手がかりを掴むんだ」

　アスランは書類を読みながら、二人の会話を無視していた。その書類はもう読み終わっていたが、もう一度目を通した。犯人に関する報告書だ。犯人は幼少時、実の父親から暴行されていて……

　ふと、人の気配を感じ書類から目をあげた。
「まだ、読み終わっていなかったのか？」

　レスリーがデスクの前に立ち、アスランを見下ろしていた。

　アスランは自分の前方に立ち塞がるようにいるレスリーを、わざと時間をかけて見上げた。
「この報告書を読み終えるのに、タイムリミットがあったとは知らなかった。重要なことは、最初に教えて欲しい、保安官」

　レスリーはカウボーイハットのつばを手で持ち上げると、呆れたような表情を見せた。
「捜査に重要なことは、最初に全部話したはずだ、アスラン。あとはお前の問題だ」
「私に問題はない、メイナード保安官」

　アスランは自分のファーストネームを口にするレスリーに平手打ちをするような口調で、保安官という呼び名を強調する。
「事件の犯人は判明した。犯人はこの町に潜んでいる。あなた方と協力して、その犯人を捜し出す。あとは時間の問題だ」
「その時間が重要なんだ、アスラン」

　レスリーは胸を屈めて、アスランに頭上から迫る。大きな体が視界を覆い、アスランは椅子の上で反射的に身を引いた。
「いいか、坊や。俺たちは、ここで子供のような言い争いをしている暇はないんだ。早く犯人を見つけないと、また犠牲者が増える。さあ、今すぐ椅子から立ち上がって、俺たちと捜査に行くぞ」

　互いの鼻先が触れる寸前で、レスリーは声を抑えて言った。その言葉と一緒に熱い息が肌に触れ、アスランは小さく息を呑んだ。自分を見据える真剣な眼差しに、一瞬金縛りにあったように手足が固まったが、すぐに跳ね除けた。
「あなたは私の教官ではない」

　ひどく、きつい口調になった。
「ただの保安官が私へ命令する権利はない。ましてや、坊やと侮辱する権限もない」

　ハイエナを追い払う勢いで、精一杯に睨みつける。
「私にこの椅子から立ち上がって欲しければ、あなたが先に行動しなくてはならない。私の目の前から、今すぐ退けるんだ」
「ＯＫ」

　レスリーはすぐに従った。何もしないというように両腕をオーバーに広げながら、数歩離れる。その顔は、口の減らないＦＢＩ捜査官を冷やかすように笑っている。アスランは汚らしいものを目にするような冷ややかな態度で、腰をあげた。
「協力に感謝する、メイナード保安官」

　慇懃無礼に言い、背中を向ける。
「どこへ行くんだ？」

　レスリーはしょうがなさそうに両腕を組んで、事務所から出て行こうとするアスランに投げかける。
「そこにいる助手に聞けばいい」

　振り向きもせずに答え、ドアに手をかけた。視界のはじに気がかりそうなブルックスの姿が映ったが、振り切るように事務所を出た。

　アスランは逃げるような足取りで、一目散にセダンへ向かう。

　――私は、嘘はついていない。

　少し前に、気になる電話が事務所へかかってきていた。応対したのはロイドだ。ガソリンスタンドで変な男に遭遇したという通報だった。妙に焦っていたという。保安官たちが戻ってきたら一緒にガソリンスタンドへ向かうはずだったが、アスランは単独行動をすることに決めた。いちいち保安官たちと連れ立っては、捜査に支障が出ると判断したからだ。

　――そうだ、捜査のためだ。

　セダンの鍵を開け、運転席に乗り込む。ドアが荒い音を立てて閉まり、アスランはようやく緊張から解放されたように、深い息をついた。

　どうしても気持ちが苛立つ。アスランは思わず舌打ちしそうになって、グッと堪えた。ラインハート家は自分の感情に任せて舌打ちする行為を許してはいない。そのような下品な振る舞いは、最も軽蔑されるものだ。

　集中しろと、自分に言い聞かせる。

　――他のことは何も考えるな。

　キーを差し込み、エンジンをかける。静かにセダンが振動する。バックミラーに手をかけ、少しだけ位置をずらそうとした。

　保安官事務所の建物がバックミラーに小さく映っている。星条旗とテキサス州旗が揃って風になびいている。

　アスランは吸い寄せられるように、視線を向ける。視線の先にはいないはずの姿が頭に浮かんだ。

　咄嗟に右手で喉仏を抑える。

　先程のレスリーの息遣いが、肌にじわりと甦ってきた。

　アスランは喉で乾いた息を呑み込む。まるでそれを思い出そうとするように、指を微かに這わせる。

　――駄目だ。

　急に全身が震えた。まるで怯えるように。

　アスランはすぐに手を放すと、ハンドルを強く握りしめる。

　――振り払え、アスラン。

　辛い記憶が薄暗い底から嘲笑している。小煩い蠅を叩き潰すように、アクセルを激しく踏んだ。

　――忘れるんだ。

　そして、大至急この町から去るんだ。

　セダンが急発進する。

　乱暴にハンドルを回しながら、アスファルト舗装の道路へ飛び出た。

　アクセルをさらに踏み込む。

　フロントガラスに広がるのは乾燥した景色だったが、アスランの瞳に見えるのは、色鮮やかなエメラルドグリーンの真っ直ぐな眼差しだった……

 

　レイフはひたすら車を走らせていた。

　昨夜はよく眠れなかった。それぐらい精神が高揚していた。

　アスランを逮捕し、留置場に入れた。その代わりにアスランから提示された条件は、思ってもみないことだった。

　それを聞いた時、正直レイフは自分の耳を疑った。しかしアスランは本気だった。

　レイフは了承した。その条件は、自分にとっても重要なことだったからだ。
「あなたも同じことを考えていたんだな」

　アスランの見透かしたかのような言葉が、自分を苛立たせた。

　当たり前だと、レイフは噛みついた。だからお前を捜していたんだと罵った。

　――俺はまだ疑っているからな。

　ハンドルを握りながら、歯ぎしりする。俺はずっとそれを判事へ訴えていたんだ。しかし正当な理由がないと許可されなかった。アスランを逮捕して、ようやく理由ができた。判事のダスティンはアスランに関連することとして、前向きな返事を寄越した。近日中に、許可がでるだろう。

　レイフの表情が翳る。それで終わるわけでない。むしろ、始まりなのだ。
「……待っていろ」

　かすれ声で呟く。
「必ず、お前を……」

　携帯が激しく鳴った。

　レイフは急ブレーキをかけ、道端に車を寄せた。急いでジャケットから携帯電話を取り出す。
「どうした？」

　朝から事務所を留守にしていたので、何か事件でも起きたのかと懸念する。
「……ああ、今向かっているところだ……何だ？」

　携帯を耳に当てたレイフは、次の瞬間、驚愕に目を見開いた。
「何だと！！　エリスが！！」

　携帯の向こうからは冷静な声が聞こえてくる。だがレイフはもう耳に入っていなかった。
「病院に運ばれたんだな！！　すぐに向かう！！」

　一方的に携帯を切ると、シートに放り出し、アクセル全開で車を走らせた。

 

　ウェンディが仕事をするわというように淹れてくれたコーヒーを飲みながら、トラヴィスはソファーで待機していた。

　しばらく前に、カートがモルグへ行くと言って出て行った。ロイドが中々帰ってこなかったからだ。
「何か問題でも起きたのかもしれない」

　カートは神経質になっていた。トラヴィスは何かあったら連絡を寄越せと言って送り出した。

　大して美味しくもないコーヒーを飲みながら、トラヴィスも気が立っていた。保安官事務所には、自分とアスランとウェンディしかいない。保安官連中は全員が出払っているのである。

　――嫌な感じだな。

　これで自分も出動せざるを得なくなれば、事務所にはウェンディ一人だけになる。

　あの野郎はどこに行ったんだと毒づいた。レイフと連絡が取れないとカートが言っていたが、どうして連絡が取れないのか不思議だった。宇宙にでも飛び立ったのかと腹立たしくなったが、行先も不明なのは疑問だった。おそらくアスランの要望だろう。

　トラヴィスは硬いソファーの上で居心地悪そうに身をよじった。連絡を待つのは性分ではないが、アスランのいる事務所を離れるわけにはいかない。
「お手洗いなら、向こうですよ」

　自分のデスクにいるウェンディが、部屋の隅にあるドアを指差した。
「そこで無駄に我慢してお漏らしされたら、私の仕事が増えるだけです」
「サンキュー、ミズアンバー」

　トラヴィスはコーヒーカップを手に、道化ぶるようにウィンクした。
「俺が我慢していることがよくわかったな。パーフェクトだ。この不味いコーヒー同様にな」
「どうも、ヴェレッタ捜査官。気に入らない相手にはいつも不味いコーヒーを淹れているのよ。パーフェクトでしょう？」

　ウェンディが歯を見せて笑う。

　トラヴィスは降参というようにそっぽを向いた。シニカルなパンチは今朝からも容赦ない。何がどう気に入らないのかは知らないが、とりあえず空気を吸うなとまではまだ言われていないので、ソファーの上で思う存分息を吸うことにした。
「……そういえば、ウェンディ」

　友好的なシグナルを送るために、不味いコーヒーを飲み干そうとカップを口元に運びながら、トラヴィスはふいに浮かんだ疑問を口にする。
「ずっとここで働いているのか？　前の保安官の時も？」
「ええ、あなたが生まれる前からずっとここで働いていますよ」

　それが何か？　と言いたげにウェンディが小首を傾げる。
「アスランのことも知っているのか？」
「ええ、あなたよりはね」

　相変わらずパンチの効いた返答に、トラヴィスはもう諦めたように苦笑いする。
「それじゃ、六年前の捜査のことも知っているんだな？」
「ええ、たぶんね」

　ウェンディも可笑しそうだ。
「当時のメイナード保安官とアスランは、今の俺たちのような状態だったそうだが」
「いいえ、ここまで絶望的ではないですよ。だって、不味いコーヒーを飲ませてはいないですからね」

　ウェンディは眼鏡のフレームをかけ直すと、思い出そうとするように視線をデスクに落とす。
「ラインハート捜査官は、あなたも見習って欲しいような紳士でしたね……ただ、少し緊張しているようでした。後からレスリーに聞いたら、捜査官として独り立ちした初めての事件だったそうで、だからかしら……」

　トラヴィスは余計な言葉を挟まないように、コーヒーカップを口につけている。
「確かに、レスリーにはあまり友好的ではない態度でした。けれど、私には普通でした。おばさんだったからかしら？　ブルッキーやロイドにも、普通に接しているように見えましたよ。レスリーはラインハート捜査官に嫌われたようだと、自嘲気味に喋っていました」
「なぜ、嫌われたと思ったんだろうな」

　トラヴィスは依然に聞いたロイドの言葉を思い出しながら、少々引っかかった。
「さあ……留置場にラインハート捜査官がいるので、聞いてきたらどうですか？　あなたの好奇心が満足すると思いますよ」

　トラヴィスはウェンディを満足させるように深く頷いた。
「メイナード保安官の方は、アスランをどう思っていたか知っているか？」
「別に、普通だったと思いますよ。レスリーは気持ちの良い男性でしたし、そんな無暗に人を嫌ったりはしませんでした。だからみんなに好かれていましたよ」
「レイフのところで、保安官の写真を見た。とてもセクシーな男だったな」
「ええ、それはもう、地元の女性たちからはとてもモテていました。あなたも、涎を垂らして羨ましいと思うほどですよ」
「そのモテた話は、あとで涎を垂らして聞くことにする」

　トラヴィスが馬鹿馬鹿しそうに言うと、ウェンディは可笑しそうに笑った。
「でも、レスリーは女性たちからアプローチをたくさん受けていたはずなのに、深く付き合っている女性はいないようでしたね」
「恋人はいなかったのか？」
「さあ、それはわかりません。ゴシップライターではありませんからね。ただ、レスリーの両親は離婚しているので、それが原因かも」

　ウェンディはさらっと言い添え、鳴っている電話を取った。
「ハロー、保安官事務所です」
　ゴシップライター並に詳しいウェンディの情報収集力に感心しながら、トラヴィスはカップの底に残った一滴を飲み切り、電話へ目を向ける。すると、突然ウェンディが狼狽えた。
「……ええ……どうしたの！」
　トラヴィスは即座に立ち上がった。電話を受けているウェンディは、焦ったようにトラヴィスを見る。
「どうした！」
　ウェンディから電話を受け取ると、切羽詰まった叫び声が聞こえてきた。
『……トラヴィスか！？　助けてくれ！……』 
「……カート？！　何があった！」
　電話の向こうで悲鳴のような声が上がった。
『……ロイドが！！』
　そこで何かが爆発したような凄まじい音が、耳元にまで響いてきた。
「カート！！」
　声が途絶え、沈黙が流れる。
「カート！　大丈夫か！　返事をしろ！」
　今のは銃声ではないかとトラヴィスは危惧する。受話器を耳に押し当て、再度叫んだ。
「カート！　無事なら返事をしろ！」

　だが、ノイズのような耳障りな音だけが低く流れてくる。トラヴィスはクソッと舌打ちして、受話器を切ろうとした。
『……無事……だ……』
　途切れ途切れに声が聞こえてきた。トラヴィスは急いで受話器を持ち直す。
『今……ロイドが……俺を……捜しているようだ……見つかったら、殺される……信じられない……』

　おそらく周囲に漏れないように、口元に携帯電話を押しつけているのだろう。呼吸は乱れ、切迫した状況が電話からも伝わってくる。
「――何があった？」

　トラヴィスも声をひそめる。
『ロイドが……俺に銃を向けてきた……』
「撃たれたのか？」
『肩をかすった……林の中に逃げ込んだ……足音が聞こえる……』
「どこだ」

　早口になる。
『モルグだ……その周りの雑木林に……どうしてロイドが俺を……』
「銃はあるか」
『……ああ、あるけど……』
「遠慮なく応戦しろ。すぐに向かう」

　トラヴィスは電話を切った。隣で不安げに立ち尽くしているウェンディを振り返る。
「俺が出て行ったら、すぐに事務所を閉鎖しろ。誰が来ても絶対に開けるな」
「……でも」
「いいか、保安官の野郎がきたら、電話越しでいい、カートがロイドに銃で襲われたと伝えるんだ。場所はモルグの雑木林だ。わかったな」
「……わ、わかったわ」

　ウェンディは胸を押さえながら頷く。

　トラヴィスは上着の奥に隠してある銃を手で確かめながら、事務所を飛び出した。携帯電話を取り出し、ジェレミーへ連絡をする
「カートから電話がきた。ロイドに銃で撃たれた。俺はモルグへ向かう。応援を頼む」
『保安官事務所には誰がいる』
「ウェンディとアスランだ。事務所は閉鎖する」
『了解した』

　トラヴィスは電話を切ると、セダンに乗り込み、急いでモルグへと向かった。

 

　アスランは壁に寄りかかったまま、何をするでもなく、静かにいた。トラヴィスが去ってから、沈黙が重く垂れ込める空間の中で、自分の息遣いだけが異様に耳に入ってきた。

　――あの男は戻って来ただろうか。

　気がかりであった。朝一番で向かうとは喋っていた。うまく話がまとまれば、そろそろ帰ってくる頃だろう。

　――判事は許可を出してくれるはずだ。

　最初からこうすれば良かったと再び悔やんだ。そうすれば、物事はスムーズに進んだはずだ。

　自分と会った時のレイフの様子が思い浮かぶ。文字通り直情径行ちょくじょうけいこうな男だと感じだ。だから嘘はつかないだろうし、騙したりもしないだろう。罵声は浴びせるだろうが。

　――あれが彼の親友か……

　六年前、一度だけ会った。己のミスで犯人に襲われ、彼に助けられた後で、保安官事務所で顔を合わせた。その時の自分へ向ける眼差しは、けして好意的なものではなかった。排他的な南部の人間だと気にも留めなかったが、今ならどうして敵意を向けてきたか理解できる。

　――彼を案じていたんだ。

　アスランは両腕を回して自らの体を強く抱きしめる。あの時の彼の行為が、その後の自分の全てを決めた。
「……レスリー……」

　唇にその名をのせるだけで、感情が熱くなる。

　アスランは手の指先で頬を触った。火照ったように赤くなっていないか、気恥ずかしくなった。
「馬鹿だな……」

　苦笑だけが洩れる。もう彼はこの世にいないというのに。

　アスランは昔の痕跡を追い払うように、再び目を閉じた。

　不意に、足音が聞こえた。

　アスランは訝しげに耳をそばだてる。通路を規則正しく歩く靴の音は、段々と自分のいる留置場へと近づいてくる。

　先程のトラヴィスかと思ったが、足音が若干違うように感じられる。

　靴音は、間近で止まった。

　アスランは警戒しながら目を開く。

　鉄格子の外には、一人の男性が立っていた。
「出ろ」

　と、手袋をはめた手で鉄格子の鍵を慣れた風に外し、扉を開けた。
「レイフが呼んでいる」

　アスランはその男を食い入るように見た。確か……
「レイフは急いでいる。早く出てくれ」

　男性はアスランが動こうとしないので、若干困ったように急かす。
「何故、ウォーレン保安官が私を呼んでいるんだ？」

　素知らぬ顔でアスランは質問した。するとカウボーイハットをかぶった男は、呆れたような表情を見せた。
「俺が知るわけないだろう。とにかくお前を呼べと言われたんだ。俺の仕事はレイフの命令に従うことだ」

　アスランは気が進まなかったが、壁際から身を離した。レイフが帰って来たのであれば、結果を聞かなくてはならない。

　鉄格子の扉をくぐり、通路へ出た。男性は再び鍵を閉め、自分の前を歩くよう促す。
「手錠はしないのか？」

　アスランは自由な両手を前で差し出す。
「逃げる気はないだろう？」

　男は軽くウィンクをする。

　アスランは少し笑い、男に背中を向けて先に歩き出そうとした。
「勿論」

　続けて、男の明るい声が背後からした。
「俺も逃がす気はない」

　アスランはその言葉に素早く振り返った。が、それよりも早く強烈な一撃を頭部に喰らった。何かで殴られたと察した瞬間、気を失った。　

 

　男は血糊のついた鈍器を通路のはじに置くと、自分の足元にうつ伏せになって倒れたアスランを冷然と見下ろした。鈍器は留置場のすぐそばに置いていた。誰も気にも留めなかった。

　鈍器で殴ったアスランの頭部は血が滲み出ている。だが男は構わずに、アスランを仰向けにひっくり返すと、両腕で軽々と抱きかかえた。

　アスランは気を失ったままだ。男はそれを確認すると、静かにその場を離れて行った。

 

　六年前、テキサス州フォートストックトン。

　通報があったガソリンスタンドへ到着し、アスランは周囲を警戒しながらセダンから降りた。廃れたスタンドだった。建物は古ぼけ、ガソリンを入れる機械も汚れて傷んでいる。現在も営業しているのか定かではない。

　銃を手に持ち、辺りをうかがいながら、スタンドのフロントへ向かう、割れた窓ガラスからは、人影は見当たらない。

　もう使用されてはいないガソリンスタンドのようだと把握した。おそらく通報者はたまたまこの辺りを通りがかり、不審な男を見かけたのだろう。道路沿いにあるスタンドの周りも閑散としている。

　アスランはフロントの壁を背に、何度も見渡す。やはり車も人影も見えない。乾いたアスファルト舗装の道路だけが、地面を這うように伸びている。

　だがまだ警戒をゆるめなかった。スタンドから離れ、来た道とは反対方向へ視線を走らせる。少し離れた場所に、黒い物体があるのが目に入った。

　アスランは銃を手に、慎重にその物体へ近づいてゆく。太陽の光が路面に反射し、眩しげに目を細めながら、およそ数十メートル先を歩くと、見えたものが車だとわかった。

　車はフォードの黒のピックアップトラック型の自動車だった。ひどく古臭く、塗装も剥がれ、煤けている。タイヤも泥と砂で汚れ、使い古されているようだ。

　アスランは窓ガラス越しに車内を確認する。薄汚れたシートには、空のペットボトルが転がり、煙草の吸殻が灰皿に積まれている。マクドナルドの紙袋や食べかすが散らかり、ロープや工具が無造作に置かれていた。

　上着のポケットから手袋を取り出して嵌めると、助手席のドアに手をかける。

　ドアは簡単に開いた。

　車内に散らかっているゴミなども、一つ一つ手に取る。ダッシュボードも開け、中に入っていた紙やレジ袋を取り出し、丹念に調べてゆく。

　しばらくして、アスランはため息をついた。この車の持ち主に繋がる手がかりはない。単なる乗り捨てられただけの車なのか、それとも目撃された不審者が乗っていたものなのか。

　腕時計を見た。そろそろ話を聞いた保安官たちがやってくる頃合いかもしれない。

　くしゃくしゃな紙を広げながら、アスランの頭の中をよぎったのは、捜査とは別のことだった。

　――なぜ、彼は私へ冷たいのだろう。

　先程の件にしても、非常に態度がきつかった。

　――彼に対する私の態度が横柄だからだな……

　アスランは疲れたような息を吐くと、寂しげに俯く。

　――仕方がない、そうだろう、アスラン。

　自分へ問いかける。

　――彼はとても魅力的な男性だ。だがその甘い匂いに誘われた愚か者はどうなるのか、忘れてはいないだろう、アスラン。

　――そうだ。裏切られ、傷ついて、打ちのめされて……

　アスランは広げた紙を再びぐしゃぐしゃに丸めたくなる衝動に駆られた。しかしすんでの所で堪える。
「……まだ病気が治らないな」

　海軍を辞め、ＦＢＩへ転職を決めたのは、自分の感情を治癒するためだ。人生をリセットして、もう一度生き直すのだ。

　アスランは雑念を振り払って、広げた紙に目を落とす。ノートのページを切り取ったと思われる罫線入りの紙には、何も書かれていない。ノートが落ちていないか、車内を探ろうと上半身を屈めた。

　と、ふいに背後から羽交い締めにされた。
「うっ……」

　首を腕で強く締めつけられる。アスランは呻きながら、靴で相手の脛すねを激しく蹴飛ばした。

　悲鳴があがった。アスランは全身で抵抗し、両腕を振りあげて、相手の顔に肘打ちをする。首を絞める力が弱まったところで逃れる。

　後ろにいたのは男だった。黒髪の若い男だ。何かを喚き散らしながら、アスランへ襲いかかる。

　アスランは身を避けながら男の腕を捕まえると、思い切り捻りあげた。
「……連続殺人事件の犯人だな？」

　指名手配書にあった写真と同じ顔が、自分を睨みあげている。逃亡していたせいか、写真とは違い、頬はこけ、顔の肉も痩せ細っている中で、目だけが異様に大きく見える。
「ＦＢＩだ。お前を逮捕する」

　上着の奥に片手を入れる。どこに隠れていたんだと苛立たしくなった。ガソリンスタンドや車の中も確認したはずなのに。自分が見落としたのだと歯がゆくなる。

　――落ち着け。

　手が中々手錠を取り出せない。黒髪の男は抗うように暴れ、アスランへ向けて唾を吐いた。その唾が目に入る。

　アスランは反射的に両目を瞑り、思わず手をゆるめた。男は素早く逃れ、アスランへ掴みかかる。

　アスランは瞬きを繰り返しながら、男ともみ合う。急いで銃を取り出そうとするが、手がすべる。唾が入ったせいで、痛みで目もよく開けられない。

　男は足元に転がっていた石を掴むと、それでアスランの頭を勢いよく殴った。
「……くっ……」

　アスランは足をふらつかせ、よろめく。続けざまに男は殴りつける。

　アスランはよろけながら地面に仰向けに倒れた。すかさず男はアスランの体に馬乗りになると、上着をこじ開け、銃を捜す。
「やめろ……」

　朦朧もうろうとしてきた意識の中で、犯人に必死に抵抗する。

「黙れ！　この野郎！」

　男は拳を振り下ろし、アスランの顔を何度も殴った。

　アスランは呻く。

　男は歓声をあげた。上着を探っていた手が、銃を見つけた。急いで奪い取ると、アスランの眉間に銃口を突きつける。
「死ね！」

　だがトリガーを引く前に、銃声が轟いた。

　男は悲鳴をあげて、銃を落とす。

　アスランは力なく両目を開ける。男は血が溢れ出る肩を抑えて、泣き喚いている。

　ブルックスとロイドが駆けつけて来た。両側から男を取り押さえると、アスランの上から引きずり下ろす。
「大丈夫か？」

　アスランは声がした方へ弱々しく向く。

　レスリーは左手で銃を腰のホルスターに仕舞うと、片膝をついて、アスランを上から覗き込んだ。
「殴られたようだな。痛いだろう」

　レスリーは銃を握っていた手でアスランの頬を優しく撫でる。まるで恋人でも慰めるような温かな手触りに、アスランの肩がびっくりしたように震えた。
「……痛くはない」

　レスリーの手を跳ね除けようとしたが、力が出なかった。するとレスリーが笑った。
「お前は本当に俺を苛立たせる天才だ。助けてやったのに、感謝の言葉も出ないのか？」

　アスランの頬が少しだけ赤くなった。顔中はまだ痛みが這いずり回っているが、まるでモルヒネでも打たれたかのように痛覚が麻痺する。
「……感謝する」

　声ではなく、唇がそう動いた。少なくとも、アスランの耳にも自分の声は聞こえなかった。だがレスリーは言いつけに従った子供を褒めるように、アスランの頭を軽く触った。
「いい子だ」

　そう言うと、レスリーはいきなりアスランを両腕で抱き上げた。
「な、何を……」

　突然の行為に、アスランは慌てる。
「下ろせ！」

　だがレスリーはしっかりと両腕で抱え、アスランの抗議など無視して歩き出す。
「保安官！」
「怪我人は大人しく、運ばれろ。それが勝手な行動をしたお前への罰だ」

　レスリーは知らん顔で、パトカーまで抱きかかえてゆく。

　アスランは羞恥心で心臓が破裂しそうになった。女性でもないのに、何故男に抱えられなければならないのか。しかも人前で。

　――何ということだ……

　異様な汗が出てきた。ブルックスとロイドの視線が痛いほど感じられる。きっと呆れているに違いない。
「男に抱かれていく人生も、たまには必要だろう？」

　レスリーが笑いを含んで言う。
「そんなもの……」

　必要ではないとアスランは言い返したかった。だがそれ以上、声は出なかった。

　自分を抱きかかえてゆくレスリーの厚い胸板、力強い両腕、蒸せる肌の匂い……そのどれもが、アスランの思考と感情を麻痺させていた。それはあらゆる反発心を失わせる程に強烈で、息苦しい程に体中を熱くさせるものだった……

 

　翌日、怪我の治療を終えたアスランは、ダラス支局へ帰るため、保安官事務所を訪れた。連続殺人事件の犯人は逮捕され、捜査は終了した。ＦＢＩ捜査官はその時点で、任務を終えたのだ。

　事務所には全員がいた。
「無事で良かった。安心しました」

　ブルックスが安堵の笑みで手を差し出してきた。アスランも力強く握り返す。
「色々とありがとう、クラーク副保安官」
「またいつでも来て下さいと言いたいところですが、ＦＢＩ捜査官が何度も来るぐらいの重大事件が頻発ひんぱつしたら、我々が倒れてしまいますね」

　ブルックスとアスランは同時に苦笑する。
「君もありがとう」

　ブルックスの傍らにいたロイドは、アスランの手を無言で握った。普段からあまり口を開かない若者だったが、この時も冷めた視線だけをアスランへ向けていた。
「ウェンディもありがとう」
「また私のコーヒーを飲みにいらっしゃい。干からび死体になる前にね」

　ウィンクするウェンディと笑顔で握手する。

　アスランは小さく息を呑み込んだ。緊張していることを悟られないように、この室内に見当たらない人物を探すふりをする。
「ああ、レスリーなら、奥の執務室にいますよ」

　気づいたブルックスが、親切に伝えた。

　アスランはがっかりしたような安心したような、よくわからない感情を胸の中に抱えたまま、礼を言って向かう。

　執務室のドアは閉まっていた。その前でいったん立ち止まると、深呼吸する。何の変哲のないドアが、異常に大きく見える。緊張することはないと、アスランは自分に言い聞かせた。ただ助けられた礼を言うだけだ。サンキュー、そしてグッドバイ。必要な言葉はそれだけだ。

　アスランは嫌な仕事を早く片付けようとするように、ドアを手早く叩くと、勢いよく開けた。

　室内にいた人間たちが、一斉に振り返った。
「怪我は大丈夫だったのか？」

　レスリーが大股に近づいてきた。アスランの容態を確かめるように、カウボーイハットのつばを手で押し上げる。
「――大丈夫だ」

　アスランは素っ気なく返しながら、レスリーと肩を並べて立っていた男を注視した。初めて目にする顔だった。カウボーイハットをかぶり、チェック柄のシャツにジーンズ、カウボーイブーツという、典型的な格好をしている。レスリーの知り合いであることはすぐに察せられたが、男の自分へ向ける視線が気になった。
「捜査への協力に感謝する……保安官」

　――なぜ睨まれなければならないのだろう。両腕を組んで、どこか不遜げな態度の男を不愉快に感じたが、用件を済ませて、すみやかに立ち去ることに集中した。
「助けてくれてありがとう……メイナード保安官」

　きちんと口に出せて、ようやく全身の力が抜けた。背中に少々の汗もかいていて、どれだけ神経過敏になっていたのか呆れるが、これで最後の仕事を終えたと、部屋を出ようとした。
「それだけか？」

　アスランは怪訝そうにレスリーを見上げる。

　レスリーは腰に両手をやり、どこか辛辣な笑みを見せていた。
「それだけだ、保安官」

　アスランは若干身を引く。

　レスリーは鼻で一笑した。
「お前は相変わらず俺を苛立たせる」

　その言葉の意味が理解できずに、アスランはやや当惑げに見つめ返した。目が覚めるようなエメラルドグリーンの瞳が、いつもより深い色合いになっていた。
「知りたいか？」

　レスリーはアスランの内心を見透かしたかのように、挑発的に言う。

　アスランは無意識に後ずさった。知りたくないと感じた。もうここでの用事は済んだ。あとはダラスへ帰るだけだ。
「来い、アスラン」

　レスリーは開けたドアを抑え、左手を内向きに折り曲げて手招きをする。
「レスリー！」

　突然男が叫んだ。警告するかのようなきつい声で。

　だがレスリーは無視して、その場に立ち尽くしているアスランへもう一度言った。
「話がある、俺と一緒に来い」

　アスランは頬をぴしゃりと叩かれたかのように、足をよろめかせた。行ってはいけないと思った。だが両足は強い力に引っ張られるように動き出して、レスリーの言葉に従った。

　――写真に写っていた男だ。

　部屋を出る直前に、記憶が甦って、そっと振り返った。レスリーと一緒に写っていた男性は、まるで犯罪者でも見送るかのような厳しい顔をしていた。

　悶々とした感情を内に抱えながら、レスリーの背中を追ってゆく。レスリーは一言も口を聞かず、そのまま保安官事務所を出ると、建物の影に回り、そこで足を止めてアスランを振り返った。
「ここなら、誰にも聞かれない」

　建物の裏側には、大きく枝を広げている木が、数本生い茂っていた。木に面している建物の壁には窓がなく、死角になっている。周囲の隔離された雰囲気に、アスランは本能的に逃げ出したい衝動に駆られた。だがＦＢＩ捜査官としてのプライドがそれを許さなかった。
「話とは何だ」

　早くこの場を去りたいと、アスランは焦った。

　レスリーはそんなアスランの様子を観察するように、しばらくの間黙っていた後で、口を開いた。
「本当に帰るのか？」

　意外な言葉に、アスランは耳を疑った。
「当たり前だ。私は遊びに来たわけではない。犯人が捕まった以上、ここにいる理由はない」

　手厳しく言った。一体何を言い出すのかと思った。心臓が痛み出したのは無視した。

　レスリーは皮肉げな笑みを口元に浮かべる。
「お前が馬鹿な男だというのは、よくわかった」
「私を侮辱したいのか？」
「そうだ」

　毛を逆立てて威嚇してくる猫を見るような目で、レスリーはあっさりと頷く。アスランは条件反射のように言い返そうとしたが、その口に先制パンチを喰らわせるように、レスリーが仁王立ちで立ち塞がった。
「いいことを教えてやる」

　レスリーはアスランに顔を寄せて囁く。
「お前自身は気づいていないだろうが、お前は俺に対して、いつも特別な視線を向けていた」

　男らしい魅惑的な声が、アスランの感情を冷酷に嬲なぶる。
「俺を舐めるように見ていた」
「……」

　アスランは石でもぶつけられたかのように表情を強張らせた。背中が一気に汗ばみ、息が苦しくなる。
「……そんな真似は……」

　していないと否定しようとしたが、その声を消し去るようにレスリーの容赦ない声が覆いかぶさる。
「何も言うな。俺はわかっている。お前はハリケーンのように感情を荒くしていた。その原因は去勢された猫でもわかる」

　アスランは硬直したように身動き一つしなかった。唾を呑み込み、無意識に歯を喰いしばる。
「……私を辱めるつもりか」

　ようやく声が出た。少々上擦っている。
「そうじゃない、アスラン」

　いきなりレスリーはアスランの背中に腕を回すと、強引に自分へ引き寄せた。
「俺の気持ちを、お前に伝えようと思っただけだ」

　そう言うと、何事かと身構えるアスランの唇に、荒々しくキスをする。

　アスランは驚いて反射的に逃れようとした。だが、レスリーは自分の腕の中に抱き込むと、逃げられないように強く抱きしめ、さらに深く激しいキスをする。

　アスランは何度も唇を吸われ、柔らかい舌で舐められる。唇の隙間からは熱い息が洩れ、呻きにも喘ぎにも似た声が、雫のように落ちてゆく。

　――なぜ……

　アスランは混乱しながら、レスリーのキスを受け続けた。キスは自分の全身を縛りつけた。まるで奴隷のように。それはひどく刺激的で、喘ぐほどに感じてしまった。

　やがてレスリーは唇を離すと、放心状態のアスランの顔を両手で優しく包み込んだ。
「もし――俺が欲しいのなら」

　揺れ動くブルーアイズに小さく微笑む。

「ダラスへ帰る前に、俺の家へ来い……待っている」

 




 



 １５ 
　ジェレミーは病院を出ると、真っ直ぐにクラウンヴィクトリアへ戻り、運転席に乗り込んだ。トラヴィスからの連絡を受けて、自分は保安官事務所へ向かうつもりだった。

　――犯人が犯行を早めたか。

　おそらく、ＦＢＩが身辺調査に乗り出したためだろうと考えた。しかもウォーレン保安官は不在である。

　だが、ジェレミーは腑に落ちなかった。

　――モルグでフローレス副保安官が、グライナー助手を銃で襲った。

　電話で受けた内容を刻んだ記憶のチップを、もう一度他の蓄積された情報と照らし合わせる。

　――なぜ、助手を襲わなくてはならないのか。

　保安官事務所にはトラヴィスがいる。もし、犯人の目的がラインハート元捜査官だと仮定したら、まず排除されるべきはトラヴィスだろう。

　――連絡を受けたトラヴィスは事務所を出た。それが狙いであれば……

　ジェレミーはロイドとカートの両方を疑っていた。もし二人が共犯だとすれば、簡単にトラヴィスを騙せるだろう。

　――だがラインハート元捜査官を匿っていたのは、二人のどちらかだ。そうであれば、やはり犯人は単独犯……

　エンジンをかけ、駐車場から出ようとした時、一台の車が乱暴に飛び込んできた。周囲に駐車している車にぶつかりそうな勢いで急停止すると、運転席のドアが慌ただしく開く。カウボーイハットをかぶった男が外へ飛び出ると、一目散に病院へ走っていく。

　レイフだった。

　その只ならぬ様子に、ジェレミーも車から急いで降りた。
「ウォーレン保安官！」

　呼びかけるが、レイフは聞こえていないようで、病院の中へ駆け込んでいく。
「エリス！」

　ジェレミーもすぐに後を追うと、レイフがそばにいた看護師を掴まえて叫んでいた。
「エリスはどこだ！　無事なのか！」

　小柄なアジア系の女性は、驚いたように口をあんぐりと開けて固まっている。そこへ騒ぎを聞きつけたらしいハリソンが、奥の通路から走ってきた。
「レイフ！　どうしたんだ！」
「ハリソン！　エリスが事故にあってここへ運ばれたと連絡があったんだ！　無事か！」
「エリスが事故！？」

　ハリソンの声がひっくり返る。
「そうだ！　早くエリスに会わせてくれ！」
「ウォーレン保安官」

　ジェレミーは自分へ意識を向けさせるように、強くレイフの肩を叩いた。息焦っているレイフは縄で無理やり引っ張られるように、ジェレミーへ振り向く。
「あなたが探している女性は、奥方か？」

　レイフは苛々したように舌打ちする。
「そうだ！　事故にあったと聞いて……」
「ここには運ばれてはいない」

　ハリソンへ視線を流すと、肯定するように慌てて頷く。
「エリスはここへ運ばれてはいないよ、レイフ。君が聞いた内容は間違っている」
「何だと！　だが確かにここだと……」
「ウォーレン保安官」

　混乱するレイフの感情を静めるように、ジェレミーはレイフの肩を掴んだまま、冷静に告げる。
「まずあなたがするべきことは、奥方が無事かどうか確認することだ。心当たりのある場所に連絡を取ってみてはどうか」
「エリスは事故にあったと聞いたんだぞ！」
「本当に事故にあったのか？」

　静かに問い返されて、レイフは一瞬押し黙った。何かを言いかけようとしたが、状況が掴めない様子のハリソンへ目をやり、次にジェレミーを不満そうに睨むと、肩に置かれた手を払い除けた。それから携帯電話を取り出し、通話のボタンを押す。
「……エリスか？」

　すぐに電話は繋がり、強張っていたレイフの表情が、パッと明るくなった。
「無事か……いや、何でもない……お前が無事ならいいんだ……そうだ……大丈夫だ……わかった……帰ったら話す……愛しているよ」

　短い会話だったが、安心したように息をつくと、レイフは携帯を切った。
「……エリスは家にいた。無事だった」

　硬くなった表情で、ジェレミーを顧みる。
「俺に連絡した奴は、嘘をついたんだ」

　ジェレミーは目で頷いた。
「あなたに虚偽の連絡をした人物の名前は？」

 

　トラヴィスはモルグへ向かってセダンを走らせていた。フルスピードでアクセルを全開にしながら、カートの身を案じていた。

　――くそったれめ。

　電話越しではまだ生きていたが、その後でどうなったか知れない。最悪、射殺されている可能性もある。

　――ロイドの野郎、なぜカートを殺そうとしたんだ。

　アスラン絡みかと考えたが、どうも解せない。ロイドが犯人だったとしても、カートを殺そうとする目的がわからない。

　――何かが起きた。それで、カートを殺そうとした。

　犯人だとカートに気付かれたせいかとも考えたが、先程の電話ではカートは一言もそのことを口にはしなかった。

　――どうしてロイドが俺をって言っていたな。

　トラヴィスは難しい顔をしながら、ハンドルを切った。交差点を右に曲がる。
『……トラヴィスか！？　助けてくれ！……』 
　カートの必死な声が、耳元で甦る。

　トラヴィスは片手でハンドルを握りながら、もう片方の手で髪を掻く。とにかくモルグへ急ぐことに集中した。

　再び交差点に差し掛かり、今度は左に曲がろうとした。ちょうどその方向から、車が一台やってくる。黒色のパトカーだった。

　トラヴィスは思わずブレーキを踏む。運転席に乗っているのはロイドだった。

　ロイドもトラヴィスに気付くと、パトカーを道路の脇に寄せて止めた。トラヴィスもセダンを急いで止めると、銃を取り出し、運転席のドアを荒々しく開けた。

　銃を構えながら外へ出ると、パトカーへにじり寄って行く。ロイドは運転席で呆気にとられた顔をしていた。だが自分へ向けられる銃に、ハンドルから手を放し、肩のあたりで両手をあげる。

　トラヴィスは外へ出るよう顎で指示する。ロイドは頷いて、片手を上げたままドアをゆっくりと開けると、慎重に外へ出た。
「いったい、何の真似ですか？」

　再び両手を上げて、ロイドは質問する。
「お前がモルグ付近で、カートを銃で襲ったと連絡があった」

　トラヴィスは至近距離から銃口を定める。
「カートには会っていません」

　ロイドは眉をひそめて即答した。
「何かの間違いです」
「カート自身から連絡があった」

　トラヴィスはすぐに引き金を引ける状態で、ロイドの様子を探る。大人しく両手をあげているが、腰のホルスターには銃が入っている。
「その銃を足元に捨てろ」

　ロイドはホルスターに目を落とす。片手は上げたまま、銃を抜くと、足元に落とした。
「カートには会っていません」

　強い口調で繰り返す。

　トラヴィスは銃を下ろさなかった。しかしロイドの態度に違和感を覚えた。抵抗する素振りもなければ、逃亡する様子もない。銃も言われたままに捨てた。犯罪者だとしたら、妙に毅然としている。
「いつカートから連絡がきたのですか？」

　ロイドが逆に訊いてきた。
「ついさっきだ。お前に銃で撃たれたと、保安官事務所に電話がきた」

　それにしては堂々としている――トラヴィスは不審がった。ロイドからはおかしな様子が全く窺えない。
「――それで、あなたがここにいるということは、事務所には誰がいるんですか？」

　ロイドの口調が微妙に焦り出した。
「事務所は閉鎖した。誰も入れない」

　トラヴィスは徐々に嫌な予感がしてきた。事務所にいた時に感じた予感だ。
「目的があれば入ります。どんな手段を使ってでもね」

　ロイドは苛々したように早口になる。
「俺が言えるのは、カートとモルグで会っていない。会っていない以上、銃で襲えるはずがない。納得してくれたら、その銃を仕舞って、俺を事務所に帰らせてくれ」

　日頃の不遜な態度は消え失せていた。焦っているロイドの姿を目の当たりにするのは初めてだった。

　トラヴィスは無言だった。だがその顔立ちは険しくなり、銃を下ろすと、素早く身を翻す。ロイドが何か叫んだが、胸のホルスターに銃を仕舞いながら急ぎ足でセダンに戻ると、エンジンをかけ、半回転をした。アクセルを踏み込み、来た道を飛ばしていく。
「くそったれ……」
　トラヴィスは指が白くなるくらいにハンドルを握りしめた。怒りと焦りで自分の頭をどうしようもないほどに殴りたくなった。騙されたという思いと自分の馬鹿さ加減に歯ぎしりしたくなる憤りが、凄まじい後悔に変わる。だがその一方で、まさかと思う気持ちもあった。
　――ロイドはアスランを心配していた……
　先程の様子は演技ではない。ロイドは明らかに事務所に残されたアスランの身を気にしていた。
　トラヴィスはちらっとバックミラーを見た。後ろから猛スピードで駆けてくる車がある。ロイドが運転していたパトカーだ。
　トラヴィスもさらにスピードをあげた。一刻も早く保安官事務所へ戻ることが、何よりも重要だった。
　モルグへ向かう時にかかった時間のおよそ半分もかからずに事務所に舞い戻り、トラヴィスはセダンから飛び降りると、一目散に事務所へ走った。間髪入れずパトカーも飛び込んできて、ロイドも急いで降りる。
　トラヴィスは事務所のドアノブを握った。ドアは鍵がかかっていなかった。
　最悪の状況が重石のように胸を圧迫したが、トラヴィスは銃を取り出して息をひそめると、一気にドアを開けて中へ飛び込んだ。
　事務所内は静まり返っていた。
「……ウェンディ！」　
　ソファーの上で、ウェンディが横向きに倒れていた。トラヴィスは駆け寄って、両腕で抱きかかえる。両目を閉じているが、息はしていた。外傷は見当たらない。どうやら気を失っているようだ。
　テーブルには、ウェンディがかけていた眼鏡がきちんと畳んで置かれていた。
　その側を、ロイドが走って通り過ぎる。ウェンディが怪我をしていないのを確かめてから、ソファーの上に仰向けに寝かせると、トラヴィスも後を追う。
　ロイドが向かった先は留置場だった。
「アスラン！」
　息を切らしながら、ロイドは大声で叫ぶ。
「アスラン！　どこだ！」
　トラヴィスも駆けつけて、低く唸る。
　少し前まで確かにいたはずのアスランの姿は、そこにはなかった。
　必死に辺りを見回していたロイドは、何かに気付いたように床に膝をついて屈んだ。床の一点をひとさし指で拭うと、よく見えるように目の前まで近づける。
「……血だ……」
　その後ろにいて息を呑んだトラヴィスは、通路の隅にある物体が視界にちらついた。それは警棒だった。
　警棒の取り扱いに関しては、州によって異なるが、携帯するにも許可書が必要な場合がある。その警棒はひっそりと置かれていて、トラヴィスは手荒くそれを手に取った。黒い警棒は硬くて、そして血糊がべっとりとついていた。
「……おい」
　残された血は、大量ではない。おそらく警棒でアスランを襲って連れ去ったのだろう。致命傷までは受けてはいない。この場では。
「全部説明しろ、ロイド！」
　その警棒を握りしめながら叫ぶ。
「お前たちは何を隠しているんだ！」
　背中を丸めて屈んでいたロイドは、まるで決闘を受けて立つとでもいうように背をまっすぐにすると、トラヴィスを振り返りながら立ち上がった。
「全部話すには、あいにく時間が足りません」
　いつもどおりの口調に戻っていた。
「時間内に説明しろ！　アスランの命がかかっているんだ！」
　ロイドはあからさまに鼻で笑った。
「そんなこと、俺が一番よく知っています。アスランを匿っていた俺がね」
「匿っていた理由は何だ」
　トラヴィスは今更ながらの告白に腹立たしくなった。
「レイフに見つかれば、理由がどうであれ、捕まるからです。そうなれば、アスランは何もできなくなる」
「あの野郎は、どうしてアスランを捕まえたがっているんだ。頭がおかしいのか」
「別におかしくありません。レイフはアスランがレスリーの死に関わっていると疑っているんです。だからアスランを捕まえて、真相を聞き出そうとしているんです」
　突然、ロイドは改まるようにカウボーイハットを脱ぐと、それを胸に当てて「ヴェレッタ捜査官」と丁寧に言った。
「アスランを助けて下さい。嵌められたんです。カートはアスランが狙いだったんです」
　トラヴィスはロイドを無言で見つめた。ロイドはその名を口にするのに躊躇いもしなかった。
「最初はレイフの目から隠すために、アスランを匿っていた。けれどトビーが殺されて、その犯人にアスランの名前が挙がってしまった。アスランはトビーを殺していない。カートがアスランを誘き出そうとしたんです」
　ロイドはどこか苦渋の色を浮かべる。
「ブレナン神父の事件は、アスランにとってトラウマそのものです。トビーが殺されてから、アスランは落ち着いて行動できなくなってしまった。まさにそれが犯人の狙いだったんです」
「……お前はカートをずっと疑っていたのか」
「まさか」
　ロイドは冷笑しながら否定する。
「確信したのは、先程あなたに銃を向けられた時です。それまでは、信じていた。同じ保安官の仲間です。これまで一度も俺に嘘をついたことがなかった男だった」
　言葉は淡々としていた。　
　トラヴィスは複雑な表情で聞いていた。ロイドの表面上の態度は冷静だが、抑揚のない口調が逆に犯人に対する怒りの深さを強く感じさせた。
「くそったれめ」
　苦々しく吐き捨てる。自分を騙したカートだけではなく、この非常時になって、ようやく白状したロイドにも心底頭にきた。
「いいか、俺は今なけなしの理性をかき集めて、お前のスピーチタイムに付きあっているんだ。全てアスランのためだ。そうじゃなかったら、お前を一発ぶん殴って人生を満喫するところだ」
「殴りたければ、止めませんよ。裁判には訴えませんので安心してください。人生を満喫したかったＦＢＩ捜査官に殴られたなんて訴えたら、陪審員たちも大笑いするでしょう」
　こんな状況でも、ロイドの皮肉は変わらない。
「元気が出たようだな」
　トラヴィスも投げやりに応酬する。
「ええ、あなたのおかげです」
「俺もたまにはいいことをするからな」
　互いに嫌味を言い合ったところで、息をついた。
「アスランに口止めされていたのか？」
「……ええ」
　ロイドは後悔するように項垂れる。
　トラヴィスはロイドの様子を窺いながら、二人の関係が何なのか首をひねった。主導権はアスランが握っているようだが、なぜロイドが匿っていたのか。六年前の事件が関係しているのだろうが、どうも不思議だった。
　――知り合いなのはわかるが、ただの知り合いにしては深入りし過ぎだな。
　ふと視線を感じて、顔をあげた。ロイドが静かな目で、トラヴィスを見つめていた。まるでトラヴィスの胸中を見透かしたかのように。
「アスランはトビーを殺していません」
　再び告げる。
「トビーが殺害された夜は、俺と一緒にいました」
　トラヴィスを見据えたまま、どこか道化ぶるように口元が歪む。
「一緒に、ベッドの中にいました」
　これで謎が解けたでしょうとでも言うように、カウボーイハットを手で持ったまま、両手を広げてみせる。
　トラヴィスは仰天したように口を開けた。想像もつかなかった関係に、思わず何事か言いかける。だが、ロイドの態度があまりにも平然としていたので、驚きは波が引くように消えていった。
　――そういう仲だったのか。
　ジェラードから教えられた情報が、俄かに甦る。
『いいか、これはあくまで噂だが、ラインハート少尉は上官と肉体関係にあったらしい。その上官が結婚したため、少尉は海軍を辞めたという話だ。本当かどうかはわからないが、時期は一致している。ただし、その噂が本当だろうが嘘だろうが、俺は一切責任を取らないからな！　あとミリーに絶対に迷惑をかけるなよ！　少しでもミリーを困らせたら、地獄の果てまでお前を追いかけて……』
　ここで問答無用で通話を切ったトラヴィスである。あのシスコン野郎はちゃんと仕事をしてくれたんだなと、今更だが感謝した。
「お前たちのプライベートはよくわかった。だからアスランに協力していたわけだ」
「ええ、俺はアスランには逆らえない」
　真摯な言葉を、苦しげに吐き出す。
　トラヴィスの脳裏に何故かジェレミーが浮かんだ。くそったれな恋人なら、逆らわないどころか、自分の首に縄を巻きつけてでも強引に従わせるだろうと肩をすくめて、携帯が鳴った。
　ジェレミーからだった。
「いいところで電話をくれたな……ああ、そっちもか。こっちもやられた」
　トラヴィスは血が付着した警棒を睨んだ。
「アスランが連れ去られた」

 

　六年前、フォートストックトン。

　夜十時を回った頃、アスランはその家の前でひっそりと車を止めた。風も吹かない静かな夜で、ネズミにでも齧かじられたような月が目立たぬように照っている。

　ギアを引いたアスランは、運転席からフロントガラス越しに月を眺めた。昔、あの浮いている物体にステイツはアポロ１１号を飛ばし月面着陸させた。飛行計画を推進したジョン・Ｆ・ケネディ大統領は、国民にニューフロンティアという言葉で力強く訴えた。ニューフロンティアスピリット。まだ国中が若さに満ち溢れていた時代。それはケネディ大統領と共に死んでしまったかのように、現在は洗濯のし過ぎで色褪せたヨレヨレのＴシャツのようなスピリットが蔓延まんえんしている。

　アスランはハンドルにもたれかかり、溜息をついた。自分の思考が月面に着陸している。それは逃避だと自覚している。地上へ帰還するためには、二つの選択がある。一つは車をバックさせて、ホテルへ戻ること。もう一つは、この車のドアを開けることだ。

　――迷っているのか、アスラン。

　この期に及んで、自分の優柔不断さを呪いたくなる。

　――迷っているなら、どうしてブルックスに家の場所を聞いたんだ。保安官事務所を出たその足で、ワシントンへ帰れば良かったのに。

　それで全てが終了したと、アスランは嘆息した。そうすれば、こんな夜に知らない土地で車の中から月を眺めて、アポロ１１号とケネディ大統領の時代を懐古することもなかっただろう。

　アスランはハンドルに寄りかかり、顔を埋める。見えるものを消し、自分の世界を閉ざす。そうすれば、感情だけが浮き上がる。

　――どうしたいんだ。

　だがその問いかけは、もはや無意味だと感じている。ここへ来た時点で、答えは出ている。

　アスランは無意識に手で胸元を押さえた。動悸どうきが早い。あの唇を荒く塞がれた時から、ずっと。

　――もし、俺が欲しいのなら――

　心が縛りつけられるほどに刺激的な囁き。

　手が胸元のワイシャツを弄まさぐる。息が熱くあがる。

　アスランは観念したように、ハンドルから顔をあげた。
「……私は恐れない」

　暗闇の中で呟く。
「絶対に恐れない……」

　ちょっとでも怖気づきそうな自分を奮い立たせる。

　アスランはようやくエンジンを止め、車のキーを抜いた。顔が強張っているのに気がつき、笑おうと口を曲げた。だが氷点下で氷漬けになってしまったかのように、うまく動かない。まるで初めてのお誕生日会で、ローソクの火をちゃんと消せるか緊張している子供のようだと可笑しく思いながら、外へ出た。

　その家の玄関まで、二十秒もかからない。周辺に人家はなく、大きく成長した木がその家を囲うように生い茂っている。家の中で何かが起きても、すぐに気づかれることはないだろう。そこまで考えて、アスランはふっと笑った。

　――何が起きるというんだ。

　何も起こらない。自分の問いかけに、冷たく即答する。だがすぐに反論が起こる。なら、なぜ自分はその家を訪ねようとしている？　悪あがきもいい加減にしろ、アスラン。さっさと、その小さな平屋建ての家のドアを叩け――

　玄関の前に立った。家の窓は照明の光でカーテン越しでも明るい。自分を招いた者はいるようだ。

　ドアをノックしようと、右手を丸めた。軽く握ったはずなのに、爪が手のひらに喰い込んで、すぐに力を抜いた。

　アスランは気持ちを落ち着かせるように深呼吸をした。ＦＢＩ捜査官として、初めて上司と一緒に捜査へ向かった日のことを思い出した。あの時も緊張していた。だがそれを必死に押し隠した。まるで見えない敵でもいるかのように、誰かに知られるのが怖かった。

　もう一度、右手で拳をつくる。

　玄関のドアは、どこにでもあるような普通の造りだ。それなのに、とても大きくて堅牢な壁のように見える。果たして手でノックをして中に聞こえるだろうか。だが玄関のベルは見当たらない。なぜ重要なものがな……

　突然、ドアが勢いよく開いた。

　アスランは右手を丸めた状態のまま凍りつく。

　そこには、レスリーが笑いながら立っていた。
「家のドアを叩くのに、あと何時間必要なんだ？」

　アスランの頬が恥ずかしそうに赤くなる。
「車の音が聞こえて、さあいつ来るかと待ち構えていたのに、それから全く何も聞こえない俺の耳がおかしくなったのかと思って、玄関のドアを開けてみた。お前がドアの前でおかしくなっていたんだな」
「……そういうわけでは」　

　ない、と口にしかけて、体がふわりと浮き上がった。レスリーは有無を言わせずに、アスランを両腕で軽々と抱きかかえた。
「グダグダと言うのは後にしろ。俺は待ちくたびれた」

　抱いたまま家へ入る。
「下ろせ！」

　アスランはいつぞやの時と同様に叫ぶ。だが声は少しだけ上擦っていた。

　レスリーはそんなアスランの胸中を見透かすように、赤面している顔を上から覗き込む。
「本当に下ろして欲しいのか？　アスラン」

　優しくからかう声。
「お前がこの家へ来た時点で、全ての答えは出ている。へそ曲がりなお前のことだ、うんざりするくらい文句を言うだろうが、全部ベッドの中で聞いてやる。だが、そんな暇はないだろう」

　レスリーは意味ありげにウィンクする。
「そんな口を聞く暇もないくらいに、激しく抱いてやる」

　アスランはその自信に満ちた声に、息を呑んでレスリーを見つめた。圧倒的な力に、己の意思も自由も奪われてしまいそうだった。それに負けまいと、反発する気持ちも湧いたが、それ以上にその力に興奮している自分に唖然となった。

　レスリーは石のように固まったアスランを抱きかかえたまま、玄関のドアを閉め、鍵をかけた。その音が異様に耳に響いたが、アスランは無言だった。
「緊張しているのか？」

　レスリーは冗談めかして言う。
「――していない」

　アスランは殆どムキになって言い返した。

　レスリーは愉しそうに声をあげた。
「俺がベッドの上でたっぷりと確かめてやる。さあ、これからパーティーの始まりだ」

　アスランの頬が火に炙あぶられたように火照った。発作的に逃げ出したい衝動に駆られたが、自分の体を抱き上げている腕がまるでそれを感じ取ったかのように、いっそうの力がこもった。

　レスリーはアスランを抱えて、ダイニングテーブルの脇を通り過ぎ、奥にある部屋へ入った。そこはベッドルームで、大きなベッドが一つある。ふかふかのコンフォーターの中にアスランを無造作に下ろすと、その上に伸のしかかり、アスランの唇を激しく奪った。
「……待ってくれ」

　もうすでに息を乱しながら、アスランはレスリーの顔を両手で押さえる。
「一分なら待てる」

　そう言いながら、アスランの首筋に唇を這わせる。
「……なぜ……」

　熱い息を感じながら、呟く。
「なぜ、私を……」

　ずっと疑問だった。

　すると、レスリーは少しだけ上体を起こし、肩を揺すって笑った。
「俺とセックスしたいんだろう？　幸運なことに、俺もお前とやりたかった。俺は生憎面食いな奴でね」

　正直に赤面するアスランを、可愛げに見つめる。
「お前が事務所で写真を手にしている姿を見て、一発で惚れた。ストイックでセクシーだ。理想の男だ」

　アスランの全身が熱くなった。そのブルーアイズは、食い入るようにレスリーを見上げている。その眼に向かって、レスリーは告白した。
「俺は同性愛者だ。これで安心したか？」

　ああ、とアスランは呻いた。
「……私も同性愛者だと、わかるのか？」
「当たり前だ」

　レスリーは馬鹿なことを訊くなというように。アスランの美しい銀髪を撫でる。
「言っただろう？　お前は俺に特別な視線を向けていたとな。あんな視線を向けられて、俺が興奮しないはずがない。事件を捜査しながら、お前の着ているスーツをどうやって脱がしてやろうかと考えていた。どうやって脱がして欲しい？」

　突然振られて、アスランは文字通り硬直した。口の中が急激に渇いていき、しどろもどろになる。
「そんなこと……」
「野獣のように荒々しく脱がして欲しいか？　それとも、白馬の王子様のように甘く優しく脱がして欲しいか？」

　アスランの動揺など全く無視して、レスリーは覆いかぶさるように背中を屈めて問いかける。
「さあ、好きなほうを選べ。お前が望むように、抱いてやる」

　アスランは息が詰まりそうになりながら、茫然とレスリーを見上げる。まるで自分の肌を舌で舐めるかのような刺激的な言葉は、アスランの羞恥しゅうち心しんを木端微塵に消し去ろうとする。かすかに残っている理性が、歯を喰いしばって最後の抵抗を目論んだ。そんな馬鹿なことを訊くなと。だが口から洩れたのは、熱い息遣いだった。
「……貴方の好きなように」

　レスリーはその勇猛な言葉に驚いたように、小さく口笛を吹いた。左手でアスランの銀髪に軽く触れながら、野性的なエメラルドグリーンの瞳に、初めて欲情の色をきらめかせた。
「いい返事だ、アスラン」

　そして、一気に伸しかかると、堰き止めていた水があふれ出すように、アスランの口を荒く塞いだ。

　二人はお互いに抱き合い、唇で交わるような激しいキスを、何度となく繰り返す。
「……ああ……」

　アスランは求められるままに唇を吸われながら、甘い息を洩らす。
「俺で何人目だ？」

　レスリーは唇を這わせながら、アスランの耳元で囁く。
「初めての男じゃないだろう？」

　アスランは苦笑いした。突然また何を訊くのだろうと笑いが込み上げてきた。素直に二人目だと言うとしたが、口からは別の言葉が出た。
「自分で……確かめてみるんだな……メイナード保安官」

　その挑発的な科白に、今度はレスリーが、くっくと笑った。
「お前は本当に俺を苛立たせる。もう才能だな」

　両手でアスランの上着を掴む。
「自分の言葉に覚悟しろ、ラインハート捜査官」

　そう言うと、上着を剥ぎ取った。白いワイシャツのボタンも外し、乱暴に押し開く。下着をまくり上げ、露わになった瑞々しい白い肌に、深く唇を押しつける。舌で舐め、強く吸い上げると、アスランは胸を反らして声をあげた。
「あ……」

　レスリーは濃密に肌を吸い上げながら、アスランのベルトをゆるめ、下着ともどもスラックスを膝まで下ろした。

　下半身が冷たい空気に晒され、アスランは眩暈がした。人前で剥き出しにされたのは海軍の時以来だった。

　急に、形のない恐怖に襲われる。何に怯えているのか、自分でもわからなかった。
「――怖いのか、アスラン」　

　まるでその感情を察知したかのように、レスリーはキスを止めて、上体を起こし、アスランの顔を上から覗き込む。
「俺が怖いのか」

　真剣な眼差しだった。

　アスランは胸の鼓動が狂った時計の針のように荒れるのを感じながら、レスリーの顔を見上げた。
「言ってくれ、正直に」

　ベッドルームに、静かに響く。
「怖くはない……」

　アスランは独り言のように呟いた。
「もしそうだったら……ここには来なかった」

　そうだと、自分をもう一度奮い立たせ、決然と吐き出す。
「貴方に、会いには来なかった」

　アスランとレスリーは互いに深く見つめ合う。二人の時間だけが静止したかのように。
「ＯＫ」

　やや待って、レスリーは吐息交じりに頷いた。
「それじゃ、パーティーを始めようか、アスラン」

 

　数十分後、暗がりの寝室には、べッドの激しく軋む音と、アスランの絶え間ない喘ぎ声だけが聞こえていた。
「ああ……ああ、あっ、あっ……あ……ああ！」　

　周囲に衣服が淫らに散乱している大柄のベッドの上では、アスランはうつ伏せになり、白いシーツを両手で握りしめながら、膝をついて両足を大きく広げていた。その足の間にレスリーが身を入れて、腰を掴みながら、ペニスでアスランの恥部を貫いている。レスリーとのセックスは、信じられないほどの興奮と快感をアスランにもたらしていた。
「あっ……あっ……うっ……ああ……」

　女性のように喘ぐアスランに、レスリーもまた興奮していた。しなやかな腰回りを手で支えながら、何度もペニスで激しく突いてゆく。中はもう蕩けていて、白い精液がどろどろと垂れ落ちて、シーツを水たまりのように濡らしている。レスリーは自分のペニスが欲情を吐き出しても、行為も止めなかった。
「……もっと、聞かせてくれ……」

　アスランの腰をさらに揺り動かす。
「……あ……や、やめ……あ、ああ……」

　アスランはもう耐えられないように、シーツをきつく握った。恥ずかしい姿勢を取らされた身体はもう汗で汚れ、喘ぎ声が止まない唇からは涎が洩れている。背後からレスリーに勢いよく貫かれながら、意識がどこかへ飛んでいきそうだった。
「やめて欲しいなら……」

　レスリーも息を荒げながら、傲慢に言う。
「俺の名前を言え……さあ」

　アスランは全身を揺さぶられながら、無意識に口にした。
「あ……レ、レス……あっ……レス……リー……ああ！……」

　秘部を突く力が、激しさを増した。

　レスリーは熱い息遣いをしながら、口元を嬉しげにゆるませる。
「セックスよりも……興奮する……もっと呼んでくれ……俺を誘惑してくれ……」

　ペニスを一気に引き抜いた。

　アスランはシーツに埋めた顔を歪ませて、荒く呻く。

　レスリーはアスランの腰を掴んだまま、仰向けにした。アスランの全身はぐったりとしていて、粒のような汗が肌に煌めいている。力なく四肢を投げ出した姿は、ひどく艶めかしい。

　レスリーは一つ息を呑み込んだ。その肢体をもっと蹂躙じゅうりんしたいというように、アスランの両足を広げて、下から手を入れて抱え込んだ。アスランのペニスもまた、濡れていた。それを口に含むと、刺激的な愛撫を始める。
「ああ……」

　アスランは敏感に仰け反った。先程までのセックスとはまた違う快感が襲ってくる。
「……レスリー……」

　ペニスは舌で嬲なぶられ、勢いよく吸われる。優しく舐められたり、きつく先端を吸われたり、柔らかく、手荒く、全く反対の愛撫を交互に与えられ、アスランは口を開け、繰り返し息をつきながら、夢み心地のように呟いた。
「ああ……貴方は……」

　甘いワインに酔っているような気持ち良さが、全身を駆け巡る。
「……レスリー……」

　ペニスから、精液が漏れ出した。

　レスリーはペニスを放し、顔を上げると、口元を手の甲でぬぐう。
「いい顔だ、アスラン」

　ひょいと覗き込む。
「もっとやりたいビッチの顔になっている。俺を気に入ったようだな」

　その相変わらずな言い方に、アスランは怒るどころか妙に可笑しくなって、肩の力が抜けたように笑った。
「それは……レスリー」

　逆に、からかってやろうという気分になった。
「貴方がとても上手だからだろう……貴方のセックスライフで、私は何人目のビッチにあたるんだ？……初めての相手ではないだろう？」

　自分に言われた言葉で、やり返す。
「余程、俺のセックスが気に入ったようだな」

　レスリーはその小生意気な口をとっちめてやるというようにウィンクすると、アスランの両足を高く持ち上げて、自分の両肩に乗せた。
「今から、教えてやる。お前の体にな」

　シーツから浮きあがった恥部は、びしょびしょに濡れ、中からどろっとした白状の液体が太腿の内側を伝ってシーツを汚している。その卑猥ひわいな姿と生々しい匂いに、レスリーは性的欲望を抑えられないように舌舐めずりすると、再びペニスを挿れた。

　アスランはびくっと体を引く。だがレスリーはアスランの腰を捕まえて離さない体制になると、前かがみになり、激しく動き始めた。

　アスランは堪らなくなって、胸を仰け反らせる。
「ああ……あ、ああ、あ……」

　されるがままに秘部の奥を大きく突かれながら、切れ切れの喘ぎ声をあげる。

　――レス……リー……

　アスランは熱くなった意識の中で、漠然と何かが甦ってくるのを感じた。

　それは、数年前に失ってしまったはずの想いだった……

 

「――海軍時代に、付き合っていた相手がいた」

　ベッドでコンフォーターにくるまれながら、レスリーの伸ばした腕に頭をのせていたアスランは、ぽつりと呟いた。
「彼は私の上官で、関係を持ちながら秘密にしていた」

　思い出したくないように目を瞑る。だが瞼には、いまだに顔も体も、声も言葉も、あらゆるシーンが浮かんでくる。
「私は、彼を愛していた」

　疲れたように呟く。
「彼も、私を愛していると言ってくれた。しかし、結局は他の女性と結婚してしまった」

　あの時の衝撃は、凄まじかった。彼からは何の言葉もなく、同僚たちから結婚の話を聞いて、驚いて問い詰めた自分へ、彼は言い放った。
『我々の関係に、未来はない。お前も未来を掴め』

　別れは、一瞬で終わった。
「酷い奴だ」

　レスリーはアスランを慰めるように頭を撫でる。
「そいつは、お前を愛することに自信がもてなかったんだろう。くだらない男だ」
「そうだろうか？」

　アスランはレスリーへどこか悟ったような顔を向ける。
「彼の本心はわからなかった。本当は私を愛してはいなかったのかもしれない。だが、彼の言葉は理解できる。理解できるのが、一番苦しかった」

　苦しくて、海軍を辞め新しい世界へ飛び込んだ。何もかも忘れるために。
「俺は理解できない」

　レスリーもアスランへ顔を向けた。どこか怒りを含んで。
「未来のない関係はない。もし未来がないとすれば、それは互いの気持ちが離れた時だ。そいつは、自分を守るために、未来のせいにした。アスランを騙したんだ。ずるい男だ」
「……そうかもしれないが」
「俺は違う」

　レスリーは枕代わりにしていた腕を曲げて、アスランを自分へ引き寄せる。
「俺は自信がある。お前を愛している。この気持ちは誰にも譲る気はない」

　アスランに言い聞かせるような、力強い声だった。

　レスリーの温かい肌に触れながら、アスランは心が少しずつ満ちてゆくような安らかな感覚に落ちた。それはとても至福の時だった。

　レスリーは左手でアスランの顔を自分へ寄せると、深くて濃厚なキスをする。

　アスランもキスを味わいながら、レスリーにぴったりと体を寄せた。

　長い長いキスのあとで、レスリーは唇を離すと、囁いた。
「今から、いいことを教えてやる」
「いいこと？」

　アスランはこそばゆいように笑う。
「そうだ」

　レスリーは子供のように目を輝かせる。
「明日の朝、お前が目覚めたら、そこでは新しい世界が始まっている」

　自信たっぷりに告げる。
「そして、俺は最初にこう言うんだ」

　アスランの頬に、軽い接吻くちづけをした。
「ずっと……愛しているってな」

　アスランも、もう黙ってはいられなかった。
「私も……レスリー……」

　――貴方を、愛している……

 

　その物音で、アスランは目が覚めた。

　まだ薄暗いベッドルーム。見慣れない風景。馴染みのないシーツや枕。

　一瞬、自分がどこにいるのか戸惑ったが、すぐにその鈍感さに自分の頬を叩きたくなった。大丈夫か？　自分へ起きろというように問い詰める。ここは毎晩くたくたになって帰っていたホテルじゃないんだぞ。

　ふかふかのコンフォーターは、とても肌触りが良い。それにくるまれている自分が全裸でいることに、改めて羞恥心と罪悪感がわいてきた。さらにもっと強い感情が押し寄せてきて、このベッドの上で裸で眠っていたという現実に思考が停止しそうになった。

　――しっかりしろ。

　これは自分が選んだことだ。

　アスランはそう罪深く思う気持ちに言い聞かせた。だからこの家を訪ねたんだ。そのまま何事もなく逃走することもできたのに。あの無邪気な誘惑を冷ややかに退けて、ダラスへ帰って次の捜査へ向かえたのに。

　――けれど、このベッドの上で朝を迎えた。

　アスランは急に脆く崩れそうになった。目に見えない細かいひびが、いつか大きな裂け目となって、自分が粉々に砕けるような気がする。そんな怖ろしい未来から逃げるように、身をよじって、気がついた。

　傍らにいるはずのレスリーがいなかった。

　どうしたのだろう。

　アスランは重そうに上半身を起こした。昨夜の情事で、全身がまだ魔法にかかっている。レスリーが自分にかけた甘くて熱くて激しい愛撫だ。肌という肌に、抗えなかった痕が残っている。

　胸が病のように疼いた。

　――今すぐ会いたい。

　あれほど愛し合ったのに、まだレスリーを望んでいる。強欲なまでの欲情に、呆れたように笑った。

　アスランはベッドをすべり下りると、そばの椅子にかけてあった白いバスタオルを腰に巻いた。レスリーはシャワーでも浴びているのだろうか。それともトイレを我慢できなかったのだろうか？

　傍らのシーツを触った。まだ冷たくはなっていない。

　――探しに行こう。

　アスランは未知なるフロンティアへ旅立つ開拓者のような気分になった。昨夜の極上のブランデーのようなキスが、昂揚する気分を後押しする。その時に言われた言葉も。　

　アスランはくすぐったいように体を揺らして笑った。さあ、その言葉を聞きに行かなければならない。

　ベッドルームのドアの四角い取っ手に手をかけた。新しい世界を待ちわびていたように、思いっきり下へひねる。

　抑えつけていた感情が押し出されるように、ドアはゆっくりと開いた――

 

　ゆっくりと、アスランは覚醒した。

　目が、ぼんやりとひらく。頭が重く、ぐらぐらと船に乗って揺られているような気持ち悪さに、無意識に嘔吐しそうになった。

　弱々しく深呼吸をする。

　徐々にだが、意識がはっきりとしてきた。同時に自分が襲われたことを思い出して、今の置かれた状況に気がついた。

　木製の丸い椅子に座らされ、背もたれに縄で括り付けられている。

　アスランは瞬きを繰り返し、視界も鮮明にさせた。縄は太くて、頑丈である。それが何重にも巻かれ、身動きができないようにされていた。手を動かそうとしたが、同じように後ろ手にきつく縛られている。

　足はどうかと思ったが、自由に動いた。

　アスランは頭の痛みをこらえながら、注意深く、周りを見渡した。まだ昼間のようで、光が窓から射し込んでくる。

　自分がどこにいるのかわかった瞬間、ぞっとしたように息を呑んだ。ここはよく知っている場所だった。

「なぜ……」

　人の気配を感じて、アスランは反射的に口を閉じた。
「目が覚めたようだな」

　若い男の声が聞こえた。足音が近づいてくる。

　アスランは息を整えながら、近づいてきた相手を冷静に見る。どこかで会った記憶があった。あれは確か、公園で……
「――君は、誰だ」
「俺か？」

　相手は面白そうに首を傾げた。
「俺は、お前に殺されたレスリーの」

　カウボーイハットを気安く持ち上げる。まるでアスランに自分の顔を見せつけようとするように。
「弟だ。初めまして、ＦＢＩの殺人鬼め」

　カートは憎しみに満ちた表情で、そう名乗った。

 




 



 １６ 
「レスリーの……弟？」

　アスランは目の前に立つ男を、足元からなぞるように目で追ってゆく。足腰や胸、腕や肩など、微かな面影を辿るように見てきた目が、顔のあたりで止まった。
「そう、弟だ」

　アスランの驚愕が心底可笑しいように、カートは演技ぶって相槌を打つ。
「知らなかっただろう？　残念だったな」

　アスランは小刻みに呼吸を繰り返しながら、カートを凝視する。レスリーの弟という言葉に、自分の置かれている状況が一瞬頭から消え失せるほどに驚いた。
「俺の名前は、カート・グライナー。ロイドから聞いたことはあるだろう？」

　ロイドの名前を聞いて、アスランは現実に立ち返った。同時に、留置場から連れ去られた自分の身を心配しているに違いないと心苦しくなる。

　落ち着け。アスランは海軍兵学校やアカデミーで受けた訓練を思い出す。どのような絶望的な状況下でも冷静さを失わないよう、平常心を保つ。そうすれば、チャンスは生まれる。

　アスランは目の前の男に集中した。カート・グライナー。確かに時々耳にしていた名前だ。ロイドの同僚である保安官助手。ロイドの口調からも気安い仲間という印象をもった。

　――それがレスリーの弟……

　ロイドも知らなかったはずだ。知っていたら、まっさきに教えてくれただろう。おそらく周囲の誰も知らなかったに違いない。レスリーの親友ですら。

　――なぜだ。

　アスランは頭の痛みも忘れて、食い入るようにカートを睨んだ。なぜこの男は、それを誰にも話さなかったのだろう。何か不都合でもあるのか。それは一体……

　突然、カートが笑い出した。部屋中に響き渡る大声で。
「色々なことを考えているな！　だが無理に答えを出す必要はない！」

　アスランを上から覗き込むと、優しく囁く。
「時期に、全てが終わる」

　アスランはその言いように息をひそめた。タイムリミットは宣告された。
「お前をずっと捜していたんだ」

　カートは近くにある椅子に腰かけると、まるで自宅でくつろぐかのように背もたれに寄りかかり、足を組む。
「二ヶ月前、偶然お前を見かけた。チャンスだと思った」
「……どこで私を」　

　アスランは慎重に尋ねる。会話の主導権を相手だけに握らせてはいけない。
「どこで？　勿論、ここだ」

　馬鹿なことを訊くなというように、冷たく言い捨てる。
「ここから出て来るお前を見た。最初は目を疑ったが、写真をもう一度見て、お前だと確信した。興奮したよ。会えないと半ば諦めていたんだ。行方もわからなかったしな」

　アスランは黙って聞きながら、重要なキーワードを思考に打ち込んでいく。写真。誰が見せたのか。
「それから、時間を作ってはここに張り込んだ。もう一度お前に会えるはずだと思い込んでいた。だが、期待は裏切られた」

　カートは皮肉げに笑う。
「まるで俺の存在を嗅ぎ取ったかのように、お前は姿を現さなかった」

　アスランはそっと口を結ぶ。ロイドにここへは頻繁ひんぱんに出入りするなと忠告されて、気をつけるようになった。誰かに目撃されたら、保安官がお前を追うだろうと。
「俺は悔しかった。せっかくお前を見つけたのに、当のお前は姿を消してしまった。だから考えた。消えてしまったのなら、引きずり出せばいい。洞穴に隠れた獲物を、エサでおびき出すようにな」

　胸の前で両腕を組むと、拘束されたアスランを満足そうに眺める。狙っていた獲物を捕らえたハンターのように。
「君は……」

　縄で縛られた両手に熱い力がこもった。
「そのために……トビー・ギブンとダナ・ブレナンを殺したのか」

　怒りが静かに這い上がってくる。
「あのガキは死んで当然だ！」

　カートは大声で怒鳴った。

「何の罪もない神父を死に追いやったんだ！　クソガキが懺悔ざんげしても神父は生き返らない！」

　そばにあった小さなゴミ箱を力任せに蹴り飛ばす。ゴミ箱は勢いよくひっくり返って、からからと転がった。中のゴミが床に散らばる。
「ダナは復讐に燃えていた！　あのガキを殺して幸せだと言っていたんだ！　ダナは満足して死んだ！　俺は正しいことをしたんだ！」

　拳を握り、歯を剥き出しにして断言する。

　アスランは注視できないようにカートから目を逸らし、床にちらかったゴミを見た。丸まったティッシュや紙くず。どれも埃がついていた。ゴミ箱にも、使われていないためについた汚れがあった。

　漠然と辺りを見回す。あの時と何一つ変わっていない場所。
「……君は」

　ここは時が止まっている。自分と同じように――

　アスランは振り絞るように吐いた。
「君は、狂っている」

　自分をおびき出すために殺人を犯す。その殺人を肯定する。その思考と行動に吐き気がしてきた。
「狂っているのはお前だ！」

　カートが息を乱して叫ぶ。
「どうしてレスリーを殺した！　しかも自殺に見せかけるなんて！」

　椅子から激しく立ち上がる。その反動で椅子が後ろへ倒れた。
「この卑怯者め！　卑しいお前に俺を責める資格なんかない！」
「私ではない！」

　アスランはもう耐えられないように髪を振り乱して、頭を振る。
「私はレスリーを殺してはいない！　君は勘違いをしている！」
「嘘をつくな！」
「嘘ではない！」

　興奮して縄で縛られた椅子ごと転がりそうになりながら、アスランは決然と叫ぶ。
「彼は何者かに殺されたんだ！　その犯人を捜し出すために、私はこの町へ帰って来たんだ！」

 

「俺がアスランと再会したのは、約半年前です」

　ロイドは事務所の棚からカートに関するファイルを取り出し、ページをパラパラとめくってゆく。
「出会ったのは、レスリーが住んでいた家です。レスリーが死んでからずっと空き家なので、月に一回程度、見回りをしていました」

　トラヴィスはカートが使用していたパソコンを起動させ、ネットの閲覧履歴を片っ端からチェックしている。
「その日も夕方頃、自宅へ帰る途中でレスリーの家に立ち寄りました。周辺を簡単に見回って、帰ろうと思っていました。玄関を回って、家の庭に出たら、そこで家を眺めて立っている男がいました。それがアスランでした」
「偶然の再会だったのか？」
「ええ、本当に驚きました」

　その時の光景が甦ったように、ロイドの沈着な口調がわずかにうわずった。
「アスランにもう一度会えるとは思っていませんでした」
「お前は会いたかったんだな」

　パソコンの画面を鬼のような形相で睨みながら、トラヴィスは顔もあげずに言う。

　ロイドはファイルをめくっていた手を止めると、トラヴィスを冷ややかに振り返った。
「何か問題でもあるんですか？　ヴェレッタ捜査官」
「お前の回顧録を補ってやろうと思っただけだ」

　こちらも不穏な空気を隠さずに、次々と変わる画面を見ながら、マウスを動かしている。
「で、次のシーンは何になるんだ？　コーヒータイムか？」

　トラヴィスの苛立ちと怒りは、まだおさまってはいない。カートに関する手がかりを掴むため、ロイドと手分けして調べているが、有力な情報は見つかっていない。カートが閲覧したと思われるサイトを確認しているが、今回の犯罪に繋がるようなものは、今の時点では皆無だ。ＦＢＩがカートの身辺調査をしているので、直に連絡はくるだろうが、それまでアスランが無事でいる保証はない。
「……くそったれめ」

　カートへの怒り。ロイドへの怒り。そして自分自身への怒り。全てが一つとなって、トラヴィスの感情を荒々しくさせている。カートはなぜアスランを狙うのか。どこへ連れ去ったのか。それらを急いで解明しなくてはならない。まさに時間との戦いだ。

　ロイドはそんなトラヴィスの焦りを感じ取ったように一瞥して、再びファイルに目を落とすと、ページを手早くめくりながら、話を続けた。
「俺はアスランを家へ連れて帰りました。なぜアスランがこの町にいるのか、疑問でした。しかも、よりによってレスリーの家にいたのが不思議でした。レスリーは六年前に自殺したんです。アスランが通報してきた時のことは、今でもよく覚えています。アスランは我を忘れるほどに狼狽していました。倒れそうになったのを、俺が支えたほどですから」

　ロイドは昔の記憶を追うように、ファイルに書かれた文字から軽く目を離す。
「家へ連れて帰って、色々と尋ねました。けれど、アスランは最初曖昧な態度でした。俺のことも疑っていたからでしょう」
「何を疑っていたんだ？」
「レスリーを殺した犯人です」

　トラヴィスは弾かれたようにパソコンの画面から顔をあげた。ロイドの静かな目とあい、その目が肯定するように頷く。
「アスランは俺に言いました。レスリーは自殺ではなく、何者かに殺されたのだと。その犯人を捜すために、この町へ戻って来たんです」

　そこで、考え込むように黙る。

　トラヴィスも口元を険しく結んだまま、今の告白の衝撃を考える。以前にホテルでジェレミーに仮定としてその話を持ち出したことはあったが、本当だったとしたら、とてつもない大事件だろう。不可解だったアスランの行動を鑑みて、一部は納得できたが、別の疑問が浮上した。
「前保安官が自殺ではなく他殺だと言うのなら、何故今の保安官に訴えないんだ。あの野郎がアスランを疑っていたとしても、証拠がない以上、手出しはできないだろう」
「レイフはアスランがレスリーを殺したかもしれないと、本気で疑っています。アスランが現れたら、あらゆる理由で逮捕していたでしょう。たとえば、赤信号で横断歩道を渡ったという理由でもね」
「ＦＢＩの真似をするなと言ってやれ」

　ロイドは冷笑交じりに肩をすくめる。
「逮捕されたら、様々な理由をつけて、拘留されたはずです。とにかくレイフは、レスリーの自殺を信じていない。自分が納得できるまで、アスランを尋問し続けたでしょう。それは避けたかった」
「つまり、アスランが前保安官を殺害したと自白すれば、あの野郎は納得するわけか？」
「そうです」

　ロイドは無情に言い切る。
「アスランがレスリーは何者かに殺害されたと主張しても、レイフはまともに取り合ってくれないでしょう。もしレスリーが殺害されたのなら、その容疑者として第一に名前が上がるのは、アスラン自身です」

　激しく文句を言いたそうなトラヴィスへ、説明するように付け加える。
「六年前、現場はそういう状況でした」
「お前らは、個人的な感情が入り過ぎているじゃないのか？」
「ええ、あなたに言われたくはありませんが、その通りです」

　ロイドは冷たく同意すると、説明することに疲れたように息を洩らした。
「けれど、アスランがどう訴えようと、あの時の実際の状況証拠は、全てレスリーを自殺に結びつけるものでした」

 

「お前が殺したんだ！」

　稲妻のような怒鳴り声が、周辺に落ちた。

　懸命に訴えていたアスランは、平手打ちを喰らったように口を噤む。
「お前は嘘ばかり言っている！　俺は騙されないぞ！」

　カートは着用しているジャケットの下から、ショルダーホルスターに入っていた銃を取り出すと、アスランへ向けた。
「レイフもお前を疑っていた！　だがレイフに捕まったら、俺がお前を殺せない！」

　激情のままに叫び、落ち着こうとするように荒く呼吸を繰り返す。
「――お前がどこへ消えたのか、必死に考えた」

　銃口を突きつけながら、感情を抑制するように声を低める。
「もしここにいるとすれば、誰かとコンタクトを取った可能性がある。ここでお前の知り合いで可能性があるのは、ロイドとウェンディだ。ウェンディは結婚している。ロイドは独身だ。俺はロイドに色々と探りを入れてみた。だがロイドは絶対に口を割らなかった。俺のさりげない質問も、ジョークで交わした」

　強く舌打ちをする。
「あいつはいい奴だが、強くて有能だ。一度疑われれば、俺の身が危うくなる。だからお前の名を騙かたって殺人事件を起こしたんだ。ダナは喜んで手助けしてくれた」

　アスランの脳裏に、血を流して死んだブレナン神父の姿が甦った。自ら命を絶つために、自分に銃を撃たせた神父。思い出すだけで胸が辛くなり、発作的に苦しくなる。

　――だが、ブレナン神父の姉は弟の死にさらに苦しんだだろう。

　アスランは悼むように目を伏せた。　
「だが俺の考えは甘かった」

　カートは銃口を一ミリも動かさずに、アスランを睨む。
「ＦＢＩが出てきたのは誤算だった。元身内とはいえ、犯罪者になれば困るんだろう。ＦＢＩは俺の素性を調べている。関係がバレるのは時間の問題だ。お前を殺して、すぐにメキシコへ逃げる」

　アスランの額に銃口を定める。
「レスリーは額を撃ち抜かれていた。お前も同じ姿で死ね」

　アスランは目を上げて、その丸い銃口を見た。引き金を引けば、一瞬で死ぬだろう。
「――私の言うことを聞いてくれ」

　まだ死ねない。絶体絶命の状況で、アスランはひどく冷静になった。
「君は、レスリーの復讐をしたいのだろう？」

　相手の望む核心を煽り、会話を続ける。相手を怒らせてはいけない。だが失望させてもいけない。
「それなら、私の話を聞くんだ。聞いてから、その銃で私を撃ち殺せばいい。トビー・ギブンやダナ・ブレナンもその銃で殺したんだろう？」

　カートは無言だ。
「時間は取らせない」

　カートの顔を見上げて、わずかに哀願を滲ませる。相手を優位の立場と思わせて、そこに喰い込む。
「レスリーの話なんだ」

　わずかに翳った青い瞳を見逃さなかった。深いグリーンアイズの優しい眼差しがかすかによぎり、アスランは背中を押されるように強く口にする。
「君に聞いて欲しいんだ、あの時何があったのか」

 

　六年前、フォートストックトン。

　アスランはベッドルームのドアを開け、ダイニングルームへ入った。
「レスリー？」

　ドア付近で周囲を見回す。ダイニングルームも薄暗かった。窓はほのかに明るいが、室内の床や壁やテーブルは、布を敷いたように黒い影で覆われている。

　アスランはレスリーを捜しながら、鼻に手をやった。妙な匂いが空気に交じっていた。
「レスリー？」

　シャワールームだろうか。自分も汗で汚れた全身を洗いたいと思いながら、鼻につく匂いが気になった。

　その匂いには、覚えがあった。

　アスランは怪訝そうにもう一度周囲を見回す。そういえば、何か物音が聞こえたような気がした。何かあったのだろうかと心配になる。

　ダイニングルームへ、足音を立てずに進む。静まり返った室内は、どこか別世界の空気を醸し出している。テーブルの向こうにあるドアをくぐったのは、昨夜のことだ。それから何時間も経ってはいないのに、もうずっとここで過ごしたような気分に襲われる。

　アスランは周りに目を配りながら、眉根を寄せた。匂いが、徐々に濃くなってきた。

　ダイニングルームの照明スイッチを捜して、ドア付近の壁を手で探る。指が硬い物体にあたり、急いで押した。

　室内が、一瞬で明るくなる。

　アスランは再び周囲に目を散らし、テーブルの脚の辺りで目をとめた。

　人の足が見えた。

　アスランは大きく息を呑み込む。咄嗟に身の毛がよだち、足がすくんだ。

　――そんなわけがない。

　自分が新米のＦＢＩ捜査官として関わった事件のデジャブが、視界にちらつく。

　アスランは義務のように一歩ずつ、その足へ近づいていく。

　ダイニングテーブルの脚に隠れるように、二つの足が床に伸びている。テーブルの背後には白い冷蔵庫があった。その冷蔵庫の端から手が覗いている。

　銃を持った手が。

　アスランは思わず口を手で塞いだ。眩暈や吐き気や嘔吐がしてきた。

　それでも、訓練された精神力で、その人体の一部が見える冷蔵庫まで辿り着く。同時に悲鳴をあげた。

　冷蔵庫の脇には食器棚があった。食器棚は冷蔵庫の影に隠れていて、アスランには見えなかった。

　床の上で食器棚にもたれかかるような姿勢で、レスリーが額から血を流していた。

　アスランは転げるように駆け寄ると、倒れるように両膝をつく。
「……レ、レス……」

　声が震える。

　レスリーは顎を引いて項垂れたまま、ぴくりとも動かない。

　アスランは本能的に察知した。軍人として、またＦＢＩ捜査官としての経験が、この状況に判断を下す。だが全力で抵抗した。
「レスリー……」

　レスリーは両目を閉じていた。額から流れ出る鮮血は顔や胸元を汚し、白いガウンに赤い水たまりを作っている。
「……レスリー……」

　アスランは壊れた玩具のように、何度も呼びかけた。それは、徐々に掠れていった。
「……嘘だ」

　ふらふらと腕を伸ばし、レスリーの口許や鼻に手をかざす。

　息はしていなかった。

　アスランは地面が揺れたようにふらついた。だが、縋るようにレスリーの腕を手に取ると、その脈を確かめる。
「嘘だ……」

　脈のない手を弱々しく握りしめる。手はまだかすかに温かい。
「レスリー……なぜ……」

　嗚咽が漏れ、それ以上言葉にはならなかった。

　――なぜだ、どうして……

　俯いているレスリーの顔を、信じられないように見る。血を流していること以外は、静かに眠っているようだった。

　涙が、堰を切ったように溢れ出る。

「……なぜだ、レスリー……」

　――どうして死んでいるんだ……

　アスランはその場に力無く座り込んだ。昨夜の至福の時間はまるで夢であったかのように、全身が冷え切っていた。思考も感情も何もかもが停止し、ただ茫然と死んだレスリーを見つめた。その手にある銃も。涙も止まらず、やがて視界がぼやけて見えなくなった。

　アスランは目元を手でぬぐいながら、ぼんやりと立ち上がる。現実の衝撃にふらつきながらも、今自分がやらなければならないことに気づく。
「保安官事務所へ……」

　今にも倒れそうな足取りで、隣のベッドルームへ戻り、電話を捜す。電話はベッドのサイドにあり、おぼつかない指で、ダイヤルを押した。

　連絡はすぐについた。

 

　数分後、玄関のドアが慌ただしく開いた。
「レスリー！」

　息焦って入ってきたのは、ブルックスだった。病人のように青ざめた表情をしていて、すぐに血を流すレスリーの姿を見つけると、うっと呻いて後退り、首から下げているロザリオを手に取って、何事か呟く。

　アスランはレスリーの側にいて、のろのろと顔をあげた。ブルックスはカウボーイハットをかぶった頭を両手で抱え、首を振りながら叫んだ。
「何てことだ！　レスリー！」

　アスランが保安官事務所へ連絡をすると、電話に出たのはロイドだった。ロイドへ必死に説明すると、相手は絶句したように押し黙った。
『……信じられない……』

　アスランも無意識に呟いた。
「私も……信じられない……」

　ロイドはすぐにブルックスへ連絡し、自分も駆けつけると言って電話を切った。受話器を置いたアスランは、保安官たちが来る現実に、今自分がタオル一枚の格好でいることに気付かされた。ほぼ裸の状態で保安官たちと会えば、何を邪推されるかわからない。

　――レスリーが死んでいるのに……

　このような時にそんなことを考える自分を嫌悪したが、頭を振り払いながら、脱ぎ捨てた衣類を拾った。粛々と袖をとおしながら、側にあったレスリーのシャツやジーンズに視線が向く。

　アスランは白いシャツを手に取った。大柄のシャツは、全身で抱いてくれたレスリーの強い力と温かい肌を思い出させた。
「……」

　手で顔を覆いながら、シャツやジーンズをベッドの上に置くと、再びダイニングルームへ戻った。

　レスリーはまだ血を流し続けていた。その表情に苦悶の色はなかった。それが余計にアスランを打ちのめした。

　――レスリーを抱きしめたい。

　しかし保安官たちが到着するまでは、何一つ手を触れてはいけない。現場での振る舞いを十分に承知してはいるが、アスランにはとてつもなく残酷な仕打ちに思われた。少なくとも血を止めてあげたいと思った。それなのに……

　ブルックスが駆けつけるまで、アスランにはとても時間が長く感じられた。
「……副保安官……」

　その声で、ブルックスは我に返ったようにアスランへ振り向いた。
「どうして……あなたが……一体、レスリーに何が……」

　ブルックスも混乱していて、現実を直視できないようだった。

　アスランは死んでいるレスリーを見つめながら、途切れ途切れに説明する。
「……朝……この家を訪れたら……彼が死んでいて……」

　自分の情けなさに腹が立ってきた。なぜ口にできないんだ？　昨夜この家で愛しあったんだと。アスランは自分自身を罵倒する。この嘘つき野郎め。レスリーが死んだというのに！
「……そうですか……私はロイドから連絡ももらって……ちょうど近くをパトロールしていたので……信じられない……」

　ブルックスは見ていられないように俯いていて、辛そうに吐き出す。しかし意を決したように、レスリーの前でしゃがみ込むと、容態を確かめた。
「……神よ」

　やがて、泣きそうな声が呟く。
「なぜだ、レスリー……どうして……」

　アスランは恐ろしそうに体を震わせた。ブルックスはレスリーの手にある銃を見つめていた。
「……どうして、自ら命を……」

　絶望的な口調が、アスランを深い奈落の底へと突き落とす。
「……そんな……」

　あり得ない、とアスランは吐き気がした。だが「ｓｕｉｃｉｄｅ」という言葉が自由な意思を持って、容赦なく自分へ襲いかかってきた。
「……自殺……」

　アスランは狂ったように頭を振った。そんな馬鹿なわけがない！　そんな馬鹿なわけがない！　そんな馬鹿な……
「――大丈夫ですか！」

　倒れそうになったアスランの体を、ブルックスが咄嗟に脇から支えた。
「とても顔色が悪いです、ラインハート捜査官。あなたは別室で休んだ方がいい」

　アスランはブルックスを振り返った。ブルックスの方こそとても具合が悪そうに見えた。
「……大丈夫だ」

　アスランは力なく呟いた。
「私は大丈夫だ……」

　レスリーはいまだに額から血を流している。
「私はここにいる……」

　だが、ブルックスは優しく背中をさすった。
「いいえ、あなたがするべきことは休むことです。あなたは本当に今にも死にそうだ。この場の検証は私とロイドでやります。まだレスリーが自殺したとは確定していないんですから」

　最後の言葉は自分に言い聞かせるようだった。

　アスランの目からまた涙が溢れてきた。涙とは、自分の意思ではコントロールできないものなのだと、この時知った。アナポリス海軍兵学校やＦＢＩアカデミーで訓練された経験など、全く役に立たない。本当の哀しみの前では。

　ブルックスも瞼を手で押さえながら、促すようにアスランの体をそっと押した。アスランは素直に従った。ブルックスに支えられながら、隣室へ行き、ベッドに腰かけた。
「ここで休んでいて下さい」

　ブルックスは踵を返して出て行ったが、すぐに戻って来た。
「さあ、これを飲んで」

　水が入ったガラスのコップを手渡すと、再びダイニングルームへ向かった。

　アスランは膝上でコップを両手で持ちながら、声を殺して泣いた。傍らには、先程自分が置いたレスリーの衣服がある。ガラスコップをサイドテーブルに置くと、白いシャツを掴み、それに顔を埋めて涙した。

　――自殺……

　あり得ないと、再び思った。

　――なぜ、自殺しなければならない……

　考えたくもない想像が、おぞましく這いずってくる。

　――私と……セックスしたからか……

　アスランは涙を喉の奥へ流し込むと、顔をシャツで押さえる。海軍での辛い記憶が、自分を責めるように甦る。

　――だが、レスリーは違うと言ってくれた……
『俺は自信がある。お前を愛している』

　その力強い言葉は、自分の暗く沈んだ感情を光で満たしてくれた。

　自殺するはずがないと信じたかった。

　――そうだ。そうではない可能性もある……

　アスランは苦しげに呻いた。自殺でなければ他殺。レスリーは何者かに殺された……
『明日の朝、お前が目覚めたら、そこでは新しい世界が始まっている』

　ベッドの中で囁いてくれた言葉は、自信に溢れていた。

　アスランは気が狂いそうになった。これがあなたの言った新しい世界なのか、レスリー。嘘だと言ってくれ――

　その時、ダイニングルームから物音が聞こえ、慌ただしい話し声が聞こえてきた。

　アスランはシャツから顔を上げた。おそらくロイドが到着したのだろう。彼に連絡したのは自分だ。会う義務がある。

　シャツをベッドに残すと、立ち上がろうとしてよろけた。体に力が入らなかった。しかし強い責任感でベッドから離れると、重たい足取りでダイニングルームへ向かう。開いているドアから見えたのは、レスリーの遺体を前にして呆然と立ち尽くすロイドの姿だった。

　ロイドの傍らにはブルックスがいて、肩を抱いている。祈りを捧げるように、カウボーイハットのつばを深く下げている。

　何かに打たれたように、アスランの足が止まった。ロイドは明らかに放心状態だった。無口でクールだと感じていたヒスパニック系の若者が、両腕を無造作に垂らし、ずっとレスリーの遺体から目を離さないでいる。その表情は激しいショックで強張っていた。

　アスランは口元を手で押さえた。大して会話を交わさなかった若者だが、レスリーの死に自分と同じく動揺している。その気持ちが痛いほどわかって辛くなった。

　ロイドに何か声をかけようと思った。しかし言葉が出てこない。

　気配を感じたのか、ロイドはつと目をあげ、アスランのいる方へ振り向いた。その目は眼前の光景に必死に耐えているようだったが、アスランの姿を認めると、やにわに険しくなっていた。まるでそこになぜアスランがいるのかと訝しむように、眼差しが鋭くなってゆく。

　アスランはたじろいだように後退った。ロイドはなぜかアスランをぶしつけなまでに見つめた。その視線は何かを探ろうとするかのように執拗で、容赦なかった。

　違う。思わずアスランは叫びそうになった。私は何もしていない。レスリーを殺してはいない……

　足元がふらついた。何かにぶつかったわけではないのに、体がよろめく。

　咄嗟にロイドが駆け出した。倒れそうになるアスランを、両腕で素早く抱きかかえる。

　アスランは驚いたようにロイドを見上げた。
「――大丈夫ですか？」

　アスランの体をしっかりと支えながら、ロイドは丁寧に訊いた。
「……ああ」

　小さく頷きながら、アスランは自分の体を支える若々しい力に戸惑った。先程までの探るような色は消え、ロイドは自分の身を案じるように真剣に覗き込んでいた。
「大丈夫だ」

　ロイドの腕から離れる。
「ありがとう」

　感謝の言葉とは裏腹に、素っ気ない口調になった。
「ひどく顔色が悪いです、ラインハート捜査官」

　ロイドも淡々と言いながら、どこか熱を帯びたような目でアスランを見つめる。
「隣の部屋で休んでいた方がいいです。あなたも死んでしまいそうだ」

　思わずアスランはロイドを振り返った。ロイドもブルックスと同じ言葉を吐いたことに、アスランの表情が冷たく強張る。

　――それほど……

　私は死にそうに見えるのだろうか？

　そうかもしれないと、漠然と感じた。この場で死んでしまえば、これは夢だったのかと、ベッドの上で目覚めるかもしれない。目覚めたら、恐らくレスリーが隣で笑っているはずだ。変な夢でも見ていたのかと、唇を近づけて、優しくキスをしてくれる。
「……ラインハート捜査官？　大丈夫ですか？」

　大丈夫だと、アスランは口を動かした。さっきもそう言ったじゃないか。私は大丈夫だ。だから早く目を覚まさなければ。早くこの夢から目を覚まして、現実へ帰るんだ。レスリーのいる現実へ……

 

　二日後、レスリーの死は自殺と断定され、アスランはダラス支局へ帰った。その半年後、ニューヨーク支局へ異動した。そこでアスランを待っていたのは、聖ミッシェル教会での事件だった。

　ブレナン神父を射殺してしまったアスランは、自責の念に苛まれて、ＦＢＩを辞めた。上司のケネスは随分と慰留してくれたが、本意は揺らがなかった。レスリーの自殺とブレナン神父の死に、全てが打ちのめされた。

　その後は定職につかず、住居も持たない浮浪者のように、知らない土地をさ迷い歩いた。故郷のニューイングランドへ帰ろうとは一度も思わなかった。家族や友人たちはそこで暮らしているはずだが、会いたいとは思わなかった。

　車の中や安いモーテルで寝泊まりし、時には大都市の暗闇に紛れて、あてもなく日々を過ごした。空のアルコールの瓶を前に眠ることもしばしばだった。そんな時はレスリーの夢を見た。夢に出てくるレスリーは、いつもアスランへ笑いかけていた。あの魅力的な笑顔はいつも眩しくて、目が覚めて夢だったと気がつくたびに辛くて苦しくなった。なぜレスリーは笑っているのだろう。アスランは堪らなかった。なぜ私に笑顔を見せるんだ、レスリー。

　――なぜ私は、そんな夢を見なければならないんだ……

　夢を見ては、アスランはレスリーの最期を思い出した。そして、両手で顔を覆って感情が落ち着くのを待った。

　そんな毎日を過ごしていたある夜、ふらりと立ち寄った小さな町の外れにある薄汚れた看板のバーに、何気なしに入った。中は狭く、薄暗い照明灯の下で、何人かの男たちが酒を飲んで騒いでいた。カウンターとテーブル席が少しあるだけの、地元向けの寂れたバーだった。煙草や酒の匂いが染みついた店内は汚れていたが、アスランは生気のない表情のままカウンターの隅に座った。バーのオーナーと思しきカウボーイハットをかぶった白人の大男が、椅子に腰かけてテレビを見ていた。声をかけ、金を渡してビールを頼んだ。ビールはすぐに出てきた。テーブル席の男たちは、突然現れたアスランへ警戒がてらの興味本位な視線を飛ばしたが、うらぶれた風体のアスランが荒っぽくビールを飲み始めると、首を振りながら再び酒に興じ始めた。

　アスランは速いペースでビールを飲み干し、また頼んだ。その外見は、海軍のエリート将校でＦＢＩ捜査官であった頃とは似ても似つかないほど、ひどい有様だった。

　ビールを浴びるように飲みながら、離れた席で騒ぐ男たちの会話が徐々に耳に突き刺さってきた。大声や笑い声、口笛や囃す声が店内に響き渡り、耳障りなほどに苛々してきた。まるで力任せに石をぶつけられているように、頭も痛くなってきた。アスランは自分が酔っていることもわからずに、男たちを怒鳴りつけようとした。

　だが、ふいに別の声が飛び込んできた。
『――今から、説明しよう』

　すぐ手前のカウンター内で、テレビを見ていたオーナーの大男が、片手にリモコンを持っていた。店内が騒がしくなったので、テレビの音声を上げたらしい。その音が、アスランの耳にも届いた。

　アスランは不機嫌そうに顔を歪ませて、テレビに目をやった。オーナーは客には無関心で、真剣にそのテレビ画面に集中している。

　テレビでやっていたのは、ドラマだった。

　アスランはビールを飲みながら、そのドラマを睨んだ。どうも犯罪捜査がらみのものらしい。ダークグレーのスーツやラボの白衣を着た登場人物たちが、最新の科学を用いて捜査の謎を解明していっている。

　チープなドラマだ。アスランはドラマから興味をなくし、露骨に鼻で笑ってビールを飲んだ。お前たちは本当の現場を知らないから、テレビ画面の中で立派な態度ができるんだ。捜査は綺麗に解決なんかできない。たとえ犯人が捕まって事件が解決しても、そこにポジティブなものは何一つない。そういつだって……
『真実は、とてもシンプルだ』

　若い男の声がする。とてもよく通る声だ。

　ビールジョッキを持つ手が、不快感を剥き出しにして揺れる。耳触りだった。うるさい。アスランはジョッキをテーブルに叩きつけようとした。
『これはトリックだ。自殺に見せかけた他殺のね』

　男の声が、飄々ひょうひょうと響いてきた。
『いいかい、もし自分の目標が銃での完璧な自殺だとしたら、果たしてどっちの手に銃を持つ？　左手？　右手？　それとも足？』

　テレビ画面には、現場の画像が出ているノートパソコンを前に、椅子に座る白衣を着た眼鏡の男性と、その隣で画像を指差しながら説明するダークグレーのスーツ姿の男性がいた。
『死ぬ前にチャレンジャーになりたいのなら、足の指に引っ掛けるのも悪くないけれど、普通なら、ミスなく死にたいよね。だったら、選択はひとつだ。勿論、利き手だよ』

　指で示している画像が、テレビ画面いっぱいに大きくなる。
『銃で頭を撃った彼は、見ての通り右手に銃を持っていた。地元警察は自殺と断定した。血痕、指紋、ＤＮＡ、不自然なものは何一つなかった。弾道検査も行われた。弾丸と銃は一致した。自殺でおかしいことはない』

　ただし、とつけ加える。
『彼の身元がわからなかった。どこから来たんだろう。火星かな？』

　眼鏡の男性が呆れた溜息をつく。スーツを着た男性はウィンクする。
『大丈夫、ちゃんと僕が移民局で調べて、火星に飛んだよ。メキシコという名の火星にね。そこで、ようやく死んだ彼の身元が判明した。彼は不法移民だった。ついでに彼の利き手も判明した。左手だった』

　母親が証言したと続ける。
『これは科学では解明できない人の心理だ。銃で自殺する時、人は普段使っていないの方の手で引き金を引くだろうか？　君たち科学捜査班も自殺と結論付けた。けれど僕は最初に宣言したとおり、自殺に見せかけた他殺だと疑っている。証拠は利き手が左手だったというだけだ。それ以外に根拠はないけれど、捜査をやり直すには十分だと思わないか、ジェフリー……』

　気がつけば、アスランはビールジョッキをカウンターに置いて、そのドラマに見入っていた。ドラマは場面が変わり、先程の男たちが犯人を追っている。ドラマに欠かせないカーチェイスが、大都市の中心部で繰り広げられている。

　アスランはそれを目にしながら、頭の中は漠然としていた。まるで透明なガラスコップに無色の液体が入っていて、何かがうっすらと浮いている。その浮いているものは、アスランもわからない。ただ、何かが引っかかる。
『これはトリックだ。自殺に見せかけた他殺のね』
『銃で自殺する時、人は普段使っていないの方の手で引き金を引くだろうか？』

　ドラマの科白が、壊れたラジオのように耳元で繰り返し再生される。

　自殺に見せかけた他殺……

　人は普段使っていない方の手で……

　点滅信号のように、ある場面がフラッシュバックする。

　ああと、アスランは呻いた。

　あの恐ろしい光景が甦ってくる。

　頭を両手で押さえた。思い出せば今でも全身が震える。だが漠然と浮かんだ疑問から逃げなかった。

　――彼は……どちらの手に銃を持っていただろう……

　額から血を流して死んでいたレスリー。

　吐き気を堪えて、懸命に思い出す。

　――確か……そう、右手だった……

　同時に、もう一つの記憶が手招きされるように溢れ出てくる。それは殺人事件の犯人と格闘していて、レスリーに助けられた時のこと。

　――あの時、レスリーは銃で犯人を撃った……

　何かに急かされるように、必死に思い出す。

　――レスリーは私に声をかけてくれた。私は振り返った……

　アスランは頭が痛くなるほど集中する。

　――レスリーは撃った銃を……ホルスターに入れた……

　その光景が脳裏をよぎった瞬間、あっと視界が開けた。

　――そうだ、左手だ！

　アスランは心臓が停止したように固まる。

　――レスリーは左手で銃を撃った！　ホルスターに銃を入れたのは左手だ！

　思わず胸元を手で鷲掴みにした。鼓動が一気に速くなる。

　冷静になれと自分に訴えた。冷静に記憶を辿れ。そしてしっかりと思い出すんだ。

　酔いはもはや醒め、久々に思考が明瞭になっていた。祈るように目の前で両手を重ね合わせ、目を瞑った。あの時の情景を、何度も瞼に甦らせる。

　――やはり、そうだ。

　レスリーは左手に銃を持ち、犯人を撃った。

　それなのに、自殺した時、銃は右手にあった。
「……そんな馬鹿な……」

　アスランはその恐ろしい事実に、文字通り戦慄せんりつした。

　その後、いつバーを出て、路上に止めていた車に戻ったのかはよく覚えていない。

　使い古された運転席に腰かけて、壊れたような音の出るシートの背もたれに寄りかかりながら、アスランはずっとそのことに没頭していた。周囲の暗闇と静寂が、当初の動揺を静めてくれた。

　――テレビドラマを見ただけで結論づけるのは安易すぎる。

　アスランは自問自答した。単なる思い過ごしではないか。または勘違いではないか。記憶に間違いはないか。事実が捻じ曲げられていないか。想像が飛躍し過ぎてはいないか――。ＦＢＩ捜査官だった頃の意識と集中力が再び漲り、あらゆる角度から問いかけ、答えを出して埋めていく。

　アスランは額に浮かんだ汗を手でぬぐった。時間を忘れて考え込んでいた。客観的に考えれば、一番まともな答えは、レスリーは両手で銃を扱えたということだ。しかし、アスランの疑念は逆に高まっていくだけだった。レスリーの自殺への不信感が、いまだに拭いきれていなかった。

　――もし、彼が自殺ではなかったとしたら……

　ようやくあの日の出来事から目が醒めたようにすっきりとした頭に、とてつもない仮定が投げ込まれる。

　――何者かが、彼を殺した……それも自殺に見せかけて……

 

「だから、私はここへ帰って来たんだ」

　アスランは毅然と言い切った。
「彼は本当に自殺だったのか、確かめるために」

　カートは銃を向けたまま、微動だにしないでアスランを見据えている。その瞳にはどのような感情の色合いも浮かんでいない。

　彼は本当にレスリーの弟なのだろうか。アスランは聞きたい衝動に駆られたが、ぐっと堪えた。彼は質問を望んではいない。望んでいないことをすれば、銃口が火を噴くだろう。私はまだ死ねない。
「ロイドの手を借りて、レスリーの検視ファイルを見せてもらった」

　検視をしたのは、ハリソン・メラー。フォートストックトンへ着任したばかりの医者だった。
「ファイルには、こう記されていた」

　それを読んだ時の震えが忘れられない。
「レスリーは、左手に銃を持って死んでいた」

　その時、そばにいたロイドへ食ってかかった。
「ロイドにも聞いた。レスリーはどちらの手に銃を持っていたのか。ロイドの返事は左手だった」

　全身が急激に熱くなってくる。「殺人者」への激しい怒りだ。
「私が何を言いたいかわかるか。私が見つけた時、レスリーは確かに右手に銃を持っていた。しかし、ファイルには左手と書かれ、ロイドもそう証言した。レスリーの利き手は左手だった。つまりあの時、何者かが銃を持つ手を変えたんだ」

　アスランは自分を責めるように俯く。どうしてあの時気づかなかったのか。レスリーの死に気が動転して、正常ではなかった。しかし最初右手にあった銃が、左手に変わっていたならば、なぜその違和感に気づかなかったのか。パニック状態だった。精神的に混乱していた。いくつもの言い訳はできる。だが自分がとてつもなく愚かであったのは否定できない。
「何者かが、銃を持つ手を変えた」

　自身への怒りも込めて、アスランは吐き出す。
「その人間こそがレスリーを殺したんだ！」

 




 



 １７ 
　保安官事務所では、いまだにカートに関する手がかりを掴めないでいた。
「ジェレミーたちはカートの家に向かっている」

　カートが使用していたパソコンを前に、トラヴィスは携帯の電話を切った。
「保安官の野郎も一緒だ。カートの奴は、ご丁寧に保安官に電話したらしい。エリスが事故に遭ったってな。もちろん、エリスは無事だ」
「レイフが邪魔だったんですね」

　携帯での会話を聞いていたロイドは、顔もあげずにページをめくってゆく。
「レイフも無事で安心しました」
「あいつはずっと前から計画を立てていたんだ」

　トラヴィスはパソコンの画面を睨んだ。カートの閲覧履歴から、ニューヨークでアスランが捜査した聖ミッシェル教会の事件に関するニュースやサイトが出てきた。
「カートの家に行ったことはあるのか？」
「ええ、何回かは」

　ロイドはあるページで手をとめた。
「元々、ブルッキーが住んでいた場所でしたから。ホームドラマに出てくるような普通の家です」

　そのページを手で押さえながら、トラヴィスに渡す。
「カートのレジメです。カートはブルッキーの紹介で保安官助手になったんですが、一応提出させました」

　トラヴィスも手でページを押さえながら、ファイルを受け取る。カートのレジメは簡潔だった。アリゾナの州都フェニックスで観光業に従事していたが、リストラ。それ以前はコロラドに居た。
「気になるのは、そのコロラドです。俺の記憶が正しければ、レスリーもコロラドにいたんです。幼少時に」

　ロイドは思い出すように説明する。
「まだレスリーが生きていた頃に、何かの拍子にプライベートの話になりました。その時にレスリーは幼い頃に両親が離婚して、コロラドからテキサスへ引っ越してきたと話してくれました」
「確かウェンディもそんなことを喋っていたな」

　トラヴィスはまだソファーの上で目覚めないウェンディを気にかけながらも、別のことが頭に引っかかった。
「メイナード前保安官の検視ファイルも紛失していたな」

　あの時のカートの態度が妙におかしかったのを思い出す。
『俺は会ったことはないが、とても立派な人だったと聞いた』

　怒りを隠さなかったカート。
「カートの野郎、メイナード前保安官と何か関わりがあるんじゃないのか」
「つまり、レスリーの知り合いかもしれないということですね。もしくは家族か親戚」

　ロイドはわかったように後を引き取る。
「レスリーの身内なら、レイフが何か知っているかもしれません。ただ……」

　ソファーの上で、ウェンディがわずかに身じろぎをした。トラヴィスとロイドは同時に振り返る。

　ウェンディは目を覚ますと、小さく呻き声を洩らし、軽い瞬きを繰り返した。
「ウェンディ？」

　トラヴィスはそばに駆け寄る。ロイドは水を取りに向かった。
「……ああ、カートが……」

　ウェンディはトラヴィスに気がつくと、まっさきにそう口にした。

　トラヴィスは安心させるように頷く。
「わかっている。大丈夫か？」
「……ええ……口がいつもより動いているなら、私は大丈夫だわ……」

　ウェンディらしい言いように、トラヴィスは安堵する。
「カートに騙されたんだ。俺のミスだ。悪かった」
「……いいえ……カートが私を襲うなんて、テキサスが独立するよりあり得ないことだわ……そんなあり得ないことが起きたのよ……」

　ウェンディは信じられないようにかぶりを振る。

　ロイドがミネラルウォーターを入れたコップを持ってきた。
「起き上がれるか？」
「ええ……」

　トラヴィスが腕を差し伸べて、身を起こしたウェンディを抱き支える。テーブルに置いてあった眼鏡も渡した。
「壊れてなくて、良かったわ……命の次に大切なものよ」

　ロイドがコップを手渡し、ウェンディは両手でコップを掴んで、一口飲んだ。
「具合はどうだ？」
「ちょっと頭が痛いわ……体も痛いわね……カートが事務所に入ってきて、いきなり頭を殴られたのよ」
「吐き気はするか？」
「しないわ……私はまだ大丈夫よ」

　ウェンディはまた水を飲む。
「病院へ連れていく。その前に、教えて欲しいんだ、ウェンディ。アスランの命がかかっている」

　トラヴィスはウェンディの容態を注視しながら、カートに関することを訊く。
「何でもいい、知っていることがあるなら教えてくれ」
「そうね……」

　ウェンディも深刻な表情になる。
「カートがどうしてミスターラインハートを狙うのか、私にも想像がつかないわ……」
「カートがブルッキーと知り合いになった経緯は知っている？」

　心配そうにウェンディの顔を覗き込みながら、ロイドも尋ねる。
「ブルッキーと？……そうね、何だったかしら……」

　思い出すように首をひねる。しかし頭が痛むのか、片方の手で押さえた。
「悪い、ウェンディ。無理しなくていい」

　慌ててロイドがウェンディの背中に腕を寄せる。しかしウェンディは頭を押さえながら、必死に記憶を辿ろうとする。
「待って……確か……ブルッキーに聞いたのよ……ああ、そうだわ、ダナのモーテルで知りあったって言っていたわ……」
「ダナの？」

　意外な名前にロイドもトラヴィスも驚く。
「そうだわ……思い出したわ。自分の知り合いの兄弟だって、ブルッキーが喋っていたわ」

　頭の靄が晴れたように、ウェンディは声を張り上げる。
「知り合いの兄弟？」

　トラヴィスとロイドは同時に顔を見合わせる。
「もしかして、メイナード前保安官には兄弟がいたのか？」

　先程の話が急激に現実味を帯びる。
「ウェンディ、メイナード前保安官の家族構成を教えてくれ。兄弟がいたのか？」
「……わからないわ。両親が離婚していることしか知らないのよ」
「レイフに聞いてみましょう」

　すぐにロイドは提案した。トラヴィスは携帯を取り出してジェレミーに連絡を取る。
「……ジェレミーか。保安官を出してくれ」

　ロイドに携帯を手渡す。
「お前が聞いてくれ。時間が惜しい」

　ロイドは頷いて、受け取った。
「レイフですか？　ええ、実は……」

　トラヴィスは携帯電話を耳に寄せて会話するロイドを見ながら、釈然としないものを感じていた。ウェンディが教えてくれた話には、気になる部分がある。
「レイフも詳しくはわからないそうです」

　用件だけで、ロイドは携帯を切って、トラヴィスへ返す。
「ただ、レスリーには確かに兄弟はいるそうです。それがカートなのかはわかりません。大体、カートがレスリーの兄弟だとしたら、なぜレイフに黙っていたのか理解できません」
「そうだよな」

　トラヴィスも同意する。
「もし、仮にカートが弟だったとしたら、その知り合いの兄弟だと説明した副保安官も、どうして黙っていたんだ？」

　ロイドは沈黙する。

　胡散臭いなとトラヴィスの顔が険しくなる。口に出さなかったのは、何かしらの不都合があったからだろう。おそらく今回の事件のために知られてはならなかったのだ。
「とにかく、一刻も早くアスランを捜すぞ。カートはアスランを殺す気だ」

　ウェンディはソファーの上で恐ろしそうに身を震わせる。
「カートの奴はアスランを連れ去った。殺すのは確実だ。どこに連れ去らわれたか考えるんだ」
「……カート、何てことなの……」

　両手で顔を覆って、ウェンディは絶望の声を洩らす。トラヴィスは気遣うように見て、ふいにあることが閃いた。
「そういえば、アスランは二度もジェームズ・ルーニー記念公園で目撃されたな。あそこで何をしていたんだ？」

　ロイドも何かを察知したように表情を変える。
「あの記念公園のそばには、レスリーが住んでいた家があるんです。度々アスランはそこへ行って、見落としていることはないか確かめていました」
「前保安官の家か……」

　トラヴィスは考え込むように呟いた。はっきりとした確証はないが、本能的にその場所は重要だと感じた。
「そこに行く」

　トラヴィスよりも先にロイドが反応した。すぐに外へ飛び出ようとしたロイドを素早く呼び止める。
「お前はウェンディを病院へ連れて行ってくれ」
「私は大丈夫よ」

　今度はロイドよりも先にウェンディが口をひらいた。
「だって、私を殺そうとしている人間はいないわ。そうでしょう、ヴェレッタ捜査官」
「それはわからない。俺が今するべきことは、顔色の悪いウェンディを病院に連れて行って、アスランを救うことだ」
「顔色が悪いのは、私の言うことを聞いてくれないからよ」

　ウェンディはユーモラスに言い返しながら、語気を強くする。
「顔色が悪いだけの私と違って、ミスターラインハートは命を狙われているのよ」

　ロイドへ向かって深く頷く。
「私は自分で病院へ行くわ。一刻も早くミスターラインハートを助けてあげて。彼の殺された姿なんて見たくもないわ」
「本当に大丈夫なのか？　ウェンディ」
「ええ。とても必死な顔をしているあなたよりは、大丈夫よ」

　ロイドは見透かされたような表情を浮かべて、カウボーイハットのつばを押し下げる。

　トラヴィスはしょうがないというように、ソファーの上にいるウェンディを振り返った。
「いいのか？」
「ええ、私がやわな女ではないことを、あなたはもっと知るべきよ、ヴェレッタ捜査官。テキサスの女はＦＢＩより強いのよ？」
「了解」

　トラヴィスはボスへ対するように返事をした。自分たちのために無理を言ってくれたウェンディに、敬意を表したかった。
「行くぞ、ロイド」

　トラヴィスは身をひるがえして、ロイドへセダンのキーを投げ渡す。
「お前が運転してくれ、そのほうが早く着く」
「わかりました」
「俺はジェレミーに連絡する」

　二人は保安官事務所を出ると、急いで車へ向かう。

　ウェンディは頭を押さえながら、案ずるような目でガラス越しに二人を見つめていた。

 

「その人間こそがレスリーを殺したんだ！」

　アスランの心からの叫びは、その場に響き渡った。
「あの時、私がもっと冷静でいたならば！　冷静に状況を確かめてさえいれば！……」

　血反吐を吐くような後悔が、嗚咽に交じる。

　アスランは椅子に縛られたまま、声を殺して震えた。この場所が、自分を責めてくる。レスリーを救えなかった馬鹿な男と。

　――そうだ、私のせいだ。

　目元が濡れ、溢れ出そうになる涙を堪えた。泣く暇があるのなら、前に進まなければならない。

　アスランは敢然とカートに向きあった。
「レスリーを殺した人間は、この町にいる」

　昂ってくる感情を止められない。
「私は絶対に犯人を見つけ出す。絶対に！」

　息を荒げながら、カートへ訴える。

　カートは沈黙したままだった。アスランの告白にも全く動じる気配もなく、不気味なほどに何の反応もなかった。

　アスランは上目遣いにカートの表情を探る。警戒心が頭の中で蠢き始める。驚きであれ怒りであれ、いかなる感情も示さないということは、自制心で押さえているか、もしくは関心がないということだ。

　何かがある。アスランは身動きできない椅子の上で、わずかに身を引いた。用心深く振る舞わなければならない。目の前の男は、恐らく何かを隠している。

　突然、カートは鼻で笑った。銃を構えていた手を少し持ち上げ、ずっと閉じていた口元で揶揄するようにニヤリと笑う。
「お前は嘘つきだ」

　その場にそぐわない愉快な声だった。
「俺が何も知らないと思っているんだろう？　だからお前の話を聞いて、びっくりすると思っていたんだろう？」

　アスランの警戒心が格段に跳ね上がる。何かがカートに余裕を与えている。それは自分に対して、非常に危険なものだ。
「残念だったな。お前の話はとてもよくできていた。だが俺には通用しない」
「……」

　アスランは咄嗟に反論しようとした。しかし耐えた。ここでカートに意を唱えるのは得策ではない。
「……君は何が言いたいんだ」

　彼の余裕の原因を知らなくてはならない。それには彼の望む態度を見せなくては。絶望する自分の姿を。
「真実だ」

　カートは一旦銃を下ろして、肩を撫でる。
「お前の話は長すぎて、疲れた。だが面白かった。ＦＢＩはハリウッドで活躍できるストーリーテラーも育成しているんだな」
「君は……」

　アスランは口を噤んだ。目の前に再び銃口が向けられた。
「俺は知っている」

　カートは銃を握り直す。先程とは打って変わって、声はゾッとするほど冷ややかだった。
「お前がここへ戻って来たのは、レスリーを殺した奴を突き止めるためじゃない。レスリーを殺したのはお前だ。お前は」

　引鉄が鈍い音を立てる。
「レスリーを殺したことを知っている人間を、殺しに来たんだ」

　その言葉に、アスランは驚愕で顔が石のように硬直した。
「……何だって？」

　あり得ない科白に、思考が麻痺する。
「俺は知っているんだ」

　カートはアスランの様子をいたぶるように眺めながら、銃口を弄ぶ。
「お前は自殺に見せかけて、レスリーを殺した。それを知っている人が教えてくれた。その人は、左利きのレスリーが右手に銃を持っていたのはおかしいと感じた。だが相手はＦＢＩ捜査官で、それを指摘できなかった。ＦＢＩから圧力があったと言っていた。恐ろしくて抵抗できなかったと悔やんでいたんだ」
「誰がそんな出鱈目でたらめを言ったんだ！」

　アスランは怒りで絶叫する。
「それは嘘だ！」
「黙れ！」

　カートは腹立たしげにアスランの額に銃口を押しつける。
「嘘をついているのはお前だ！」

　アスランの肩を乱暴に掴んで、額に痣ができるほどに強く力をこめる。
「レスリーとお前が愛しあっていただって？　レスリーを薄汚い同性愛者にするのはやめろ！」

　アスランは額が割れそうな痛みに耐えながら、激しい怒りを抑えることができなくなった。レスリーを殺害した人間がわかった。
「レスリーとお前は対立していて、お前はレスリーを見下していたと言っていた！　事件を解決したのはレスリーでお前はそれに苛立っていたってな！　お前からレスリーの家の場所を聞かれ、その翌日にレスリーは死んだ！　お前が殺しに行ったんだ！」
「……ブルックスだな」

　アスランは歯を喰いしばるようにその名を叫んだ。
「副保安官か！　レスリーを殺したのは！」

 

「メイナード前保安官と、アスランはどういう関係だったんだ？」

　ロイドが運転する車は、事故にあったら空に吹っ飛んでいくような猛スピードで、アスファルトの道路を一直線に走行していく。
「ベッドの中で関係を結んだ仲だそうです」

　ハンドルを握るロイドは、感情を消したような声で答える。

　助手席に座るトラヴィスは、ロイドを窺うように見た。ジェラードとウェンディの情報が甦る。
「前保安官も同性愛者か」

　さあとロイドは首をひねる。
「聞いたこともありませんし、知ろうとも思いません」

　あえて抑えているような淡々とした口調だった。
「ここは南部でも、とりわけ保守的な土地です。同性愛者と知られたら、たとえ保安官でさえ通りすがりに銃で撃たれても不思議ではありません。あなた方の生きる世界とは違います」

　トラヴィスはフロントガラスを見つめながら、黙って聞いていた。昔に比べれば、同性愛者たちの権利は大いに広がり、堂々と生きることができるようにはなってきたが、だからといって同性愛者を嫌悪する人々の心情が変わったとは言えない。しかもこの辺り一帯は、いわゆる「バイブル・ベルト」だ。
「レスリーが同性愛者だとして、それを隠していたとしても当然です。俺も一緒ですから」
「保安官の野郎は、親友の性的な傾向を知っていたのか？」
「――おそらく」
「そうだな」

　トラヴィスはなぜレイフがおかしな行動を繰り返してきたのか、ようやく理解した。レイフが隠しておきたかったのは、親友の私的なものだ。この地でのレスリーの名声を守りたかったのだ。
「レイフはレスリーのために、いつも一生懸命でした」

　ロイドは独り言のように呟いた。

　トラヴィスは窓ガラスに目を逸らした。トビーへの性的虐待で訴えられたブレナン神父のことが、鬱蒼うっそうと浮かんだ。それはトビーの狂言だったが、ブレナン神父はなぜか自らの潔白を訴えず、死を選んだ。神父が何を思っていたのかは、もう誰にもわからない。
「レスリーを殺した犯人が、わかりました」

　交差点に差しかかり、ハンドルを右に回す。
「あの時、俺と一緒に現場にいた人間でしょう。これで確証が持てました。ブルッキーなら偽装できます」

　ジェームズ・ルーニー記念公園が見えてきた。

 

「嘘つき野郎め！」

　カートはアスランに向かって唾を吐く。
「ブルッキーがレスリーを殺しただと！　いい加減にしろ！」

　興奮で顔が紅潮する。
「彼はレスリーの死を哀しんでいた！　お前を憎んでいたんだ！！　お前さえいなかったら！……」
「落ち着くんだ！　カート！」

　アスランは額に唾を吐かれても、冷静にカートの名を強く叫んだ。自分の訴えに意識を向けて欲しいからだ。
「私はレスリーを殺してはいない！　よく聞くんだ！　仮に私がレスリーを殺したとして、それを知っているブルッキーを殺害しに来たとしても、彼は二年前に死んでいるんだ！　私がこの町にいる理由はない！」
「お前は嘘つきだ！」

　カートは同じ罵声を繰り返す。
「ロイドをたぶらかして、ブルッキーの他に真相を知っている人間を捜していたんだ！　俺は騙されない！」
「カート！」

　なぜ彼は偏執狂的に拘るのだろう。異常なほどに。
「もう一度、あの時のことを聞いてくれ！」

　ブルックスからずっと言われ続けたのかもしれない。私が犯人だと。だがアスランは沈黙するつもりはなかった。
「あの時、ブルックスはとても早く駆けつけた！　まるでレスリーの死を知っていたかのように！」
『ちょうど近くをパトロールしていたので……』

　なぜ副保安官は朝早くレスリーの家の近くをパトロールしなければならなかったのだろう？　
「私も冷静になって考えた！　おかしいと思ったのは、家のドアの鍵だ！　レスリーは確かに鍵を閉めた！　しかしブルックスは自由に入ってきたんだ！　なぜブルックスはそれに疑問を持たなかったんだ！」

　捜査には基本がある。室内で事件が起こった場合、玄関ドアの施錠の有無は大事な現場検証の一つだ。
「彼は副保安官だったのに、捜査をまともに行わなかった！　そしてレスリーを自殺と断定したんだ！　なぜそうしたのか！　それは自分がレスリーを殺害したか……」

　アスランの叫びはそこで切れた。

　鋭い銃声が響いた。

 

　ジェームズ・ルーニー記念公園を通り抜けると、枝を広げた大きな木のそばに建つ家が見えてきた。その家のすぐ手前には、車が一台駐車してあった。
「カートの車です」

　ブレーキを踏み、車を停止させて、急いで降りる。

　その瞬間、一発の銃声が聞こえた。

　トラヴィスとロイドは競うように家へ走って行った。

 

　銃弾がかすったアスランの頬から、赤い鮮血が溢れ出る。
「今度はお前の額をぶち抜く！」

　荒い息をつきながら、カートは銃を構え直す。
「レスリーが死んだこの場所で、同じ姿で殺してやる！」

　銃口が再び額を狙う。

　硝煙しょうえんの匂いがアスランの鼻先に触れた。心臓の鼓動が激しくなる。私はまだ死ねない。無我夢中で叫んだ。
「お願いだ！　レスリーのために信じてくれ！　私はいつ死んだっていい！　だがレスリーのためにまだ死ねない！」

　そう、貴方のために死ねない。絶対に。
「彼がなぜ殺されたのか！　なぜ殺されなければならなかったのか！　考えるんだ！　カート！　レスリーのために！！」
「黙れ！！」

　カートは絶叫した。
「お前には反吐が出る！　もう沢山だ！！」
「カート！！」
「死ね！！　殺人鬼め！！」

　カートが再び引き金を引く。

　レスリー！　とアスランは叫んだ。

　その寸前に、家のドアが外から勢いよく体当たりされてこじ開けられる。転がるようにロイドとトラヴィスが飛び込んできた。
「アスラン！」

　ロイドはまっすぐにカートへぶつかっていく。カートは銃を持ったまま吹っ飛ばされ、銃弾はアスランを外れて奥の壁に撃ち込まれる。

　カートはすぐさま起き上がりながら銃を撃とうとする。しかしトラヴィスが先に発砲し、手から銃が落ちた。
「カート！　このクソ野郎！」

　トラヴィスは再び発砲する。
「よくも騙したな！　くそったれが！」
「そいつがレスリーを殺したんだぞ！」

　トラヴィスの銃弾から身を伏せて逃げながら、カートが言い返す。
「俺はレスリーを殺した奴を許せなかっただけだ！」
「やかましい！」

　トラヴィスは怒鳴りながら銃を撃つ。
「トビーとダナがそれに何の関係があるんだ！　二人も殺しやがってふざけるな！！」
「ガキは神父を陥れたんだぞ！」

　カートはテーブルの影に潜むと、隠し持っていたもう一つの銃を取り出し、トラヴィスへ向かって撃つ。
「ダナは喜んでいたんだ！　俺は間違っていない！」
「馬鹿野郎！」

　トラヴィスも咄嗟に銃弾を避けながら、応戦する。
「お前のような馬鹿がダナを不幸にしたんだ！　お前が死ぬ前に絶対にぶん殴ってやる！！」

　ロイドは二人の銃撃戦からアスランを守るように覆いかぶさると、拳銃と共に持っていたナイフを取り出して、急いでアスランを縛る縄を切ろうとした。
「大丈夫だったか、アスラン」

　血が流れている頬の傷に気付き、親指でそっとぬぐう。
「心配した、とても」

　魅力的なエメラルド色の瞳が、責めるでもなく静かに見つめる。

　アスランはその眼差しから逃れるように、少しだけ俯いた。ロイドの姿に張り詰めていた緊張が解けていくのがわかったが、同時に心苦しくなった。
「すまなかった……その……」

　何か言わなくてはと思うが、うまく言葉が出てこない。

　ロイドはそれ上何も言わずに、手早くナイフを縄に喰い込ませる。力強く縄を切っていく感触が、逆にアスランに罪悪感をもたらした。ロイドはずっと自分を家に匿ってくれた。その間に肉体関係になったが、どのような時も自分を守ってくれた。それなのにロイドの反対を振り切って、自分は行動を起こした。
「いつも、君に助けてもらってばかりだ」

　ロイドは手を動かしながら、首を軽く振った。
「間に合って良かった」

　両手を縛る縄を切り離す。
「本当に心配したからな」

　アスランは目だけをあげた。その視界に、離れた場所からロイドを銃で狙うカートの姿が入った。
「ロイド！」

　二発の銃声が轟く。ロイドはアスランを椅子ごと抱えて、脇へ飛び退いた。その瞬間に銃弾が空を飛ぶ。
「そいつがレスリーを殺したんだぞ！」

　カートはトラヴィスとの距離を慎重に測りながら叫ぶ。
「なぜ庇うんだ！　ロイド！」
「私は殺してはいない！」

　アスランは訴える。
「わかっている。ブルッキーだな」

　ロイドは安心させるように頷くと、椅子に巻かれた縄にナイフを突き刺した。
「お前らはクソだ！」

　カートが苛立ったように怒鳴る。
「クソはお前だ！」

　トラヴィスはロイドとアスランを庇うように仁王立ちになると、カートめがけて発砲した。
「メイナード前保安官の死に疑問があるなら、どうして裁判に訴えなかった！　何のためにクソ弁護士がいると思っているんだ！　お前のやったことは犯罪だ！　二人を殺した犯罪者だ！」
「黙れ！　トラヴィス！」

　カートも発砲する。
「お前も所詮ＦＢＩだ！　お前こそ犯罪者を庇うなんて恥ずかしいと思え！」

　右手でそばにある椅子を掴むと、勢いよくトラヴィスへ投げつける。咄嗟にトラヴィスは両腕を上げて庇った。その隙にカートは這い出て、開いたままのドアから逃走する。
「くそったれ！」

　トラヴィスは床に落ちた椅子を荒々しく蹴り飛ばして、後を追いかける。

　アスランも飛び出して行きたかった。しかし、まだ椅子に縛られた状態で自由ではない。もどかしくて、椅子ごと体を動かそうとした。
「落ち着け、アスラン」

　心中を察したように、ロイドはアスランの肩に手をかける。
「ヴェレッタ捜査官が必ずカートを捕まえる。態度も口も悪い人だが、熱い人だ。火星まで追いかけるだろう」
「私がカートを捕まえたいんだ、ロイド」

　自由になった両手を動かして、何とか縄をゆるめようとする。
「彼は私がレスリーを殺したと、頑なに信じていた。あの時のことを訴えても、全く駄目だった。いったい、彼に何があったか知りたいんだ……ブルックスは何を言ったのだろう」

　ロイドは黙って、ナイフを動かす。アスランの肌を傷つけないように、厚く巻かれた縄を丁寧に素早く切っていく。
「ブルッキーは、信仰心がとても篤かった」

　ロイドは深々とナイフを刺し込んで、最後の縄を切り取る。
「毎週教会へ通い、聖書を読み、教会の牧師から貰ったという十字架をいつも身につけていた。だから……」

　自由の身になったアスランの表情から、一気に血の気が引く。ロイドが何を言わんとしているのか、わかった。
「……そんな馬鹿な……」

　外で、発砲が数回起きた。そのすぐ後で、車の急発進する音が周辺に響き渡る。

　アスランとロイドは顔を見合わせると、共に立ち上がって外へ駆け出す。カートの車がみるみる遠ざかっていくのが見え、トラヴィスがセダンのそばで悪態をついていた。
「タイヤをパンクさせやがった！」
「他にないのか？！」

　アスランは車が見えなくなった道路の地平線を凝視する。
「今にジェレミーたちが来る」

　トラヴィスはホルスターに常備してある弾丸の予備を銃に装填する。
「あなたは大丈夫か？　アスラン」
「……ああ、見ての通りだ」
「怪我をしている」

　言われて、アスランは体中が痛いことに気がついた。
「忘れていた」

　頭や顔が、認識したようにズキズキと痛み始める。縛られていた腕もだるい。目の前のことに必死で、自分の怪我などどうでも良かった。
「カートには、私が喋った。ここで何があったのか」

　家を振り返る。開け放たれたドアの中の変わらない室内。
「ここで、レスリーは死んでいた……彼は自殺したのではない。殺されたんだ」

　震える声を呑み込んで繰り返す。
「彼は殺されたんだ……」

　アスランは目頭を押さえた。いまだに思い出そうとすると、哀しみが止まらない。

　背後にいたロイドはカウボーイハットのつばを持ち上げると、どこか複雑そうな眼差しをアスランへ向けた。だがそのまま近寄ると、両腕を広げ、自分の胸の中に抱き寄せた。
「アスランの言う通りだ」

　力強く抱きしめながら、アスランの耳元で囁く。
「レスリーは自殺したんじゃない。彼は生きることを拒否したわけじゃないんだ」 

　アスランは項垂れたまま、ロイドの腕の中で抱かれた。様々な感情が自分を苛さいなみ苦しめた記憶が、洪水のように溢れ出てくる。だがロイドの腕の中はいつものように温かく、レスリーのように優しかった。
「……そうだな」

　アスランもロイドの背中に腕を回す。

　二人はお互いを支え合うように抱き合った。

　トラヴィスは黙ってその様子を見守った。その表情には、どこかこれまでの二人を思い遣るような色合いが滲んでいる。

　そのうちに、一台の車がスピードをあげて家まで近づいてくるのが見えた。

　クラウンヴィクトリアだ。
「ジェレミー！」

　クラウンヴィクトリアはセダンの隣にすべるように入ってくると、エンジン音を響かせながら止まる。すぐに助手席から飛び出てきたのはレイフだ。
「カートの野郎が逃げた！　俺たちで追いかける！」

　レイフが何か言うよりも先に叫ぶと、トラヴィスは入れ違いに助手席に飛び乗ってドアを閉める。
「というわけだ」

　運転席にいるジェレミーに顎をしゃくる。
「了解した」

　ジェレミーは再びアクセルを踏む。

　クラウンヴィクトリアは激しいエンジン音をあげて、カートが車で逃亡していったルートを走って行く。

　残されたレイフは、唖然となってクラウンヴィクトリアを見送った。
「何だ！　あいつは！」

　怒りの形相になって吐き捨てるが、そばでロイドとアスランがまるで恋人同士のように強く抱き合っているのに気がつくと、衝撃を受けたように絶句した。
「アスラン……聞いてくれ」

　二人はＦＢＩ捜査官たちがいなくなっても、離れようとはしなかった。
「……何だ」
「俺はアスランと一緒に暮らしたい、ずっと」
「ロイド……」
「この事件が全て解決したら、俺を……」

　ロイドはそこで言葉を切ると、アスランの耳元から顔をあげた。

　レイフが仁王立ちになって二人を睨みつけていた。まるで犯罪者でも見るような目つきで、その両手は硬い拳をつくっている。

　ロイドはアスランを抱く腕に力を込めた。守るように。

　アスランは肩越しに振り返る。
「ウォーレン保安官――」
「ロイド」

　レイフは険しい顔を崩さなかった。心なしか、頬が引き攣っている。
「今までの状況を説明しろ」

 

　カートはアクセルを踏み続けていた。

　道路の制限速度はとっくにオーバーしている。まっすぐに伸びたアスファルトのハイウェイは果てしなく続き、どこまで走っても終わりが見えそうにない。だがカートはスピードをゆるめずに、車を走らせる。

　――俺は間違っていない。

　外の景色は早送りのように流れてゆく。カートは前方を見据えながら、ハンドルを握りしめて、何度も同じ言葉を繰り返していた。

　――俺は正しい。そうだろう、ブルッキー。

　そうだとも、と生前のブルックスが頷く。レスリーはあのＦＢＩ捜査官に殺されたんだ。あの捜査官は嫌な奴だった。レスリーにひどい態度を取っていた。とても後悔しているんだ。何であんな奴にレスリーの家の場所を教えてしまったんだ。あいつはレスリーの家に向かって、そこで殺したんだ。死体状況は不自然だったのに、自殺にさせられた。それも全てあの捜査官の奴が――

　カートは悔しそうに唇を噛む。レスリーが殺された話を脳裏に浮かべるだけで、頭の中が焦げ付きそうなほどに苦しい。

　――俺の大事な兄だったのに。

　両親の離婚が全ての元凶だったとカートは苦々しく思った。小さかった自分は母親に引き取られ、レスリーは父親と一緒にどこかへ去ってしまった。母親のジョーはレスリーを何故か嫌っていた。だから連絡を取ることもしなかった。ようやく家を出て、レスリーを捜した。テキサス州にいることがわかって連絡をしたら、快く会ってくれた。レスリーは自分の想像通りの男性だった。たった数時間しか会えなかったが、自分はレスリーを誇りに思った。また会いたいとレスリーも言ってくれた。それなのに……

　――アスラン・ラインハート。絶対にお前を殺してやる。

　カートは硬く決意した。あんなふざけた話をしやがって。反吐が出るなんてものじゃない。レスリーは同性愛者じゃない。同性愛者なんてくたばれ。アスラン・ラインハート、お前も一緒にくたばれ！

　口汚く罵ったら少し気分が落ち着いた。ハンドルをしっかりと握りながら、これからのことを冷静に考える。まずはいったん逃げようと決めた。ここはメキシコにも近い。国境を越えてメキシコに逃げて、そして……

　ちらっとバックミラーに目をやる。黒い影が一瞬映った。

　カートはアクセルを全開にまで踏み込む。

　ＦＢＩだ！

　すぐに助手席に腕を伸ばし、銃を手に取った。

 

「私を待っていたのか？」

　スピードを上げながら、ジェレミーは珍しく冗談を言う。

「タイヤをパンクさせられたんだ」

　隣でその冗談を蹴っ飛ばすようにトラヴィスは答える。
「俺が待っていたのは代わりの車だ。たまたまそれをお前が運転していただけだ」
「防弾タイヤを装着させていなかったのは怠慢だな、トラヴィス」

　ジェレミーはつれない返事で応戦する。
「何回パンクさせられたら気が済むんだ？」
「それはダラスの連中に言え。俺は車を借りただけだ。あとはパンクさせたまま返すだけだ」

　トラヴィスも面白くなさそうに言い返す。
「ここに来る時も、コメディ映画に出てきそうなオンボロの小型飛行機に押し込まれてきたんだぜ？　これはＦＢＩの陰謀だ。俺に愉快な体験をさせる気なんだ、命がけのな」
「実に前向きな考え方だ」

　ジェレミーはハンドルを操作しながら、口元で可笑しそうに笑う。
「意欲が出るのはいいことだ」
「勿論だ。俺はいつも以上にやる気満々だ。早くカートの野郎を捕まえてぶん殴ってやる。半殺しだ」

　トラヴィスは両目を据えて、恐ろしい笑みを顔に貼りつける。
「お前のために弁護士を用意しておこう」

　ジェレミーは現実的なことを言った。
「過剰な捜査方法を訴えられれば、おそらく二百パーセントの確率で負ける」
「その時はもっとボコボコにしてやるぜ」

　どこかのチンピラも真っ青なことをＦＢＩ捜査官は口にすると、フロントガラスに反射する光に目を細める。
「眩しくて目が焼けそうだな」
「その時は私がどうにかしてやる」

　ジェレミーは真面目に答えた。

　トラヴィスは意外そうに首を真横にひねって見る。
「さっきからどうした？　おかしなことばかり言っているな。お前は頭がやられたのか？」

　大変に口の悪いジョークにも、だがルームメイト時代からの恋人は顔色も変えずに運転しながら、ちらりとトラヴィスへ視線を投げる。
「どうやらそのようだ」

　ますますトラヴィスはわけがわからなそうにジェレミーを窺う。
「おい、何か悩み事でもあるのか？」
「お前以外の悩みはない」

　ジェレミーは素っ気なく言った。
「それよりも前方だ」

　猛烈に言い返そうと口を開きかけたトラヴィスは、ジェレミーに顎で指し示されて、憮然とフロントガラスに向き直る。

　一台の車が見えてきた。

　トラヴィスは即座に意識を切り替えた。銃をホルスターから出し、撃げき鉄てつを起こす。
「あの車の横につけろ」
「了解した」

　ジェレミーはさらにスピードを上げた。

　クラウンヴィクトリアは前方との距離を縮めてゆく。スピードメーターは九〇キロを超えて加速していく。だが前方の車も速度をあげていて、追いつこうとすると離れていく。

　トラヴィスは窓を開けた。風が勢いよくぶち当たってきたが、構わずに少し身を乗り出すと、銃口を向けて発砲する。

　銃弾は車体の後部に撃ち当たった。

　そのすぐ直後、カートが運転する車から銃声が聞こえた。

　ジェレミーはハンドルを切る。

　銃弾はサイドミラーを掠る。
「この車は大丈夫か？」
「勿論だ。だから運転してきた」

　すぐ脇をガラス越しに銃弾が飛んでいったが、ジェレミーは動じる気配もない。
「相変わらず準備がいいな」

　嫌味でもなく口にすると、ジェレミーは意味ありげにトラヴィスをねめる。
「お前が私を褒めるのは珍しい。何か悩み事でもあるのか？」

　先程のお返しとばかりに、にこりともしないで切り返す。

　銃を外に向けた体勢のまま、トラヴィスはこのような状況なのに思わず笑いだしてしまった。
「何かいいことでもあったのか？　さっきから本当におかしいな」

　ジェレミーへ向けて軽くウィンクする。
「俺の悩みなら、お前のキスとセックスが最高で、毎晩寝不足で困っているってことだけだな」

　狙いを定める。

　前方の車が、銃弾を避けるように大きく左側へ動いた。
「いい悩みだ」

　ジェレミーは不敵に微笑しながら、急速にスピードをあげた。左側に逸れた車に一瞬にして並ぶ。

　トラヴィスは運転席側を振り返った。窓ガラス越しに、カートが銃を握っている。

　クラウンヴィクトリアはさらに加速して前へ出ると、進路を塞ぐように左側へ寄った。

　トラヴィスは背後を見返す。カートがハンドルを操作しながら身を乗り出して銃口を向けていた。

　ジェレミーは急ブレーキを踏む。

　カートの車が避けきれずに後部にぶつかった。

　トラヴィスは振り落とされないように車体のへりに掴まりながら、片手で銃を撃つ。背後の車のフロントガラスに直撃し、ガラスにひびが入って割れる。

　カートの車は右側へ旋回した。

　ジェレミーもハンドルを切り、カートの車と再び並走する。

　トラヴィスは腕を伸ばし、すぐ隣に見えるカートへ至近距離から銃を突きつける。カートもまた銃を向けた。
「今すぐ車を止めろ！！」

　トラヴィスは大声で警告する。
「従わない時はお前を撃つ！！」
「どうして俺の邪魔をするんだ！！」

　カートは絶叫する。
「殺人犯はあいつなんだぞ！！　俺はレスリーの復讐をしただけだ！！　お前らが捕まえないから代わりに俺がやろうとしただけだ！！」
「車を止めろ！！」

　トラヴィスは二度目の警告をする。
「撃つぞ！！」

「俺は間違っていない！！」
　カートは引き金を引く。

　その瞬間、再びジェレミーはハンドルを切って、クラウンヴィクトリアの先端をカートの車にぶつけた。衝撃で銃身がぶれ、発砲された銃弾はトラヴィスの頭上を越えていく。間髪入れずトラヴィスも撃ち返し、カートの手に命中した。

　カートは悲鳴をあげた。手は見る間に血だらけになり、ハンドルを手放す。車は制御を失い、猛スピードのまま道路から外れ、辺りの乾いた平野へ勢いよく走り込んでいく。その向かう先には、大きな岩がある。

　カートは銃を落とし、痛みに歯を喰いしばりながら無事な手だけでハンドルを回し、岩を迂回しようとした。

　クラウンヴィクトリアも後を追いかける。
「タイヤを狙うぞ」

　トラヴィスは逃げる車から目を離さない。
「あのまま蛇行しながらスピードも緩めないようなら、クラッシュして終わりだ。絶対にあいつは捕まえるぞ」
「了解した」

　ジェレミーはアクセルを深く踏む。

　カートの車は岩を避けようとしていた。しかし運転がおぼつかなく、右に左に揺れ動いている。

　トラヴィスは車の振動に震える銃身を押さえながら集中し、銃を撃つ。

　後輪のタイヤは一瞬でパンクした。

　車は荒々しく半回転しながら、岩に向かってボンネットから激突し、衝撃音と共にそのまま止まる。

　すぐにクラウンヴィクトリアも近くで停止し、トラヴィスとジェレミーは外へ下りた。銃を構えながら、車へ近寄る。ボンネット部分はひどくへこみ、機械で圧迫されたように潰れて、煙がわずかに上がっていた。

　運転席にいたカートは、ハンドルにうつ伏せになって倒れ込んでいた。強い衝撃で殴打したらしい顔面からは血が夥しく流れ、両腕をだらりと垂らして目を閉じている。
「救急車を呼ぶ」

　ジェレミーは携帯電話を取り出す。

　トラヴィスは銃をホルスターに戻し、運転席側にさらに寄って、中を覗き込む。カートの苦しげな息遣いが聞こえ、かすかに瞼が動いた。やがて目がうっすらと開き、トラヴィスを見る。辛そうな目が、悔しげに歪んだ。血で染まった唇が何事か動く。
「お前には、黙秘する権利がある」

　トラヴィスは無情に告げながらドアを開くと、救助を始めた。

 




 



 １８ 
　救急車で搬送されたカートは入院し、逮捕状が請求された。逮捕はカートの怪我の治療を待って行われ、その間に所持していた銃の鑑定がダラス支局でなされた。アスランを殺害しようとした銃は、トビーやダナを殺害した銃と一致することが立証され、物的証拠品として押収された。

　保安官助手が二人も殺害した事件は、地元を始め、テキサス州全土、果てには全米各地で報道され、注目を集めた。殺害動機が兄に当たる前保安官の死への逆恨みという形で説明され、アスランは当時の捜査に加わった関係者の一人として伝えられたが、名前はもとより個人的なプロフィールは一切出なかった。

　トラヴィスとジェレミーの任務は、容疑者を捕まえたことで完了した。あとはレイフたちに任せて、フォートストックトンを発つことになった。
「具合はどうだ？」

　保安官事務所で会ったウェンディは、怪我の程度が軽かったようで、元気な笑顔を見せた。
「ええ、大丈夫よ。私はこのテキサスの荒野であなたが生まれる前からずっと生きてきたのよ？　頭を殴られたくらい平気だわ」

　ウェンディは軽快にジョークを飛ばして、トラヴィスと握手を交わした。
「ミスターラインハートが無事で良かったわ。ちゃんと仕事をしたわね、ヴェレッタ捜査官。見直したわ」

　トラヴィスは大袈裟に肩をすくめた。
「ようやく本物の捜査官だって信じてくれて、俺もハッピーだ」
「ネクタイを締めていたら、最初からハッピーだったわよ。少なくとも、ここでのあなたの人生は変わったわね」

　怪我をしたとは思えない絶好調なウェンディの舌の回りっぷりに、トラヴィスはお手上げとばかりに両手をあげた。
「ああ、本当に大丈夫なようだ。もうここには心残りないぜ」

　ウェンディは弾かれたように笑いながら、隣のジェレミーとも握手をした。
「あなたがたも無事で良かったわ。犯人が捕まって、ようやくここも元の何もない町に戻るわ。すごく安心よ」

　眼鏡の縁を指で軽く押し上げる。カートの名前は出したくないようだった。
「捜査の協力に感謝する」

　ジェレミーは簡潔に言った。
「ウォーレン保安官が無事に引き継いでくれるだろう」
「ちゃんとやれるんだろうな？」

　トラヴィスは今までの経緯があったので、胡乱うろん気げな口調になる。
「彼は自分の要望が通ったので、全力で取り組んでくれるだろう」
「だといいがな」

　そこへレイフが忙しそうに事務所へ入って来た。レイフはこの事件に対する責任者としてマスコミへも対応していて、カートが逮捕されてからは事務所と病院と裁判所を駆けまわっている。ウェンディがジェレミーと握手しているのを見ると、自分もつっけんどんに手を差し出した。
「お前らが来た時は、邪魔な奴らが来やがったと苦々しく思った。特にその頓馬とんま野郎は俺を苛立たせるだけだった。だが事件は解決した。あとは日常に帰るだけだ」
「保安官の協力に感謝する」

　ジェレミーは淡々と握手を交わす。

　レイフはその隣へも手を差し出した。頓馬野郎と名指しされたトラヴィスは両腕をがっちりと組んで、その手を冷ややかに見据えている。
「何か用か？」
「お前と握手してやろうと思ったんだ。俺は今最高に心優しい気分だからな」

　レイフは言葉とは裏腹に嫌味たっぷりに言い放つ。だがトラヴィスも負けじと応戦する。
「ああ、なるほど。俺を頓馬野郎呼ばわりする最高に心優しい保安官と握手か。今日は俺の人生で激しく最悪な日だぜ」
「トラヴィス」

　ジェレミーが素っ気なく注意する。さっさとやれというニュアンスだ。ウェンディも呆れている。
「くそったれめ」

　トラヴィスは毒づいて、レイフの手を乱暴に握った。今までの怒りを込めて思いっきり力を入れると、レイフもまた負けじと握り返してきた。
「年寄りのくせしてパワフルだな、ウォーレン保安官」
「お前こそカルシウムが足りないんじゃないのか。骨が砕けそうだ」

　二人とも子供のようにいがみ合いながら、鼻息荒く睨みあう。思いっきり握りあっているせいでどちらの手も赤くなっているが、自分から手を放す気配はない。そばで見ているウェンディはますます呆れ、ジェレミーはひどく冷たい眼差しになっている。
「ところで、ウォーレン保安官」

　二人の熱い握手が永遠に続きそうだったので、ジェレミーが強制的に終了させることにした。
「判事の許可は下りたのか？」

　憎たらし気に目尻を釣り上げていたレイフは、その表情のままジェレミーを振り返った。が、自分たちを見つめる恐ろしく冷めた捜査官の姿に、少々冷静になったようで、ふんと鼻を鳴らすと、トラヴィスの手を力いっぱい払い落とした。
「ダスティンの許可は下りた。明日、墓地から遺体を掘り起こすつもりだ」

　クソッたれ！　とトラヴィスが激怒するのを無視して、レイフはどこか安堵したような息をつく。
「これでレスリーの死をもう一度調べられる。お前たちの支局が協力してくれることになった。改めて遺体を解剖して、レスリーの死の真相を少しでも解き明かせれば、俺はそれでいい」
「ラインハート元捜査官も知っているのか？」
「あいつには俺から伝えた。約束だったからな」

　ジェレミーは了解というように頷いた。
「彼は病院か？」
「ああ、カートの奴に用があるらしい」

　レイフは少しだけカウボーイハットを前へ下ろした。

　ジェレミーはこれで全て終了したというように、一人納得がいかないと頑張っているトラヴィスの肩を叩いた。
「私たちも行くぞ」

　トラヴィスは憤懣やるかたない調子でジェレミーを睨んだ。だがしょうがなさそうに舌打ちすると、ウェンディにだけ手を振った。
「じゃあな、このくそったれ野郎をやっつけたくなったら、いつでも俺を呼んでくれ」
「永遠にないと思うけれど」

　ウェンディは腰に手をやって、やれやれというように見送る。
「おい」

　レイフが尊大に呼び止めた。ジェレミーに続いて事務所を出ようとしていたトラヴィスは、ドアを手で止め、今度は何だというように敵意満々で振り返る。
「エリスがお前に感謝していた」

　レイフはどこか苦虫を噛み潰したような顔で口にする。
「お前に感謝の気持ちを伝えて欲しいと頼まれていた。今思い出した」　

　トラヴィスは一瞬押し黙った。モルグでのエリスとの会話が思い出された。友人であるダナの死を悼んでいたエリス。
「……エリスには、俺の方こそ感謝している。優しくて勇敢な女性だ。会えて良かったと伝えてくれ」

　その時の感傷的な気分が甦ったトラヴィスだったが、レイフのあからさまな舌打ちがその気分を吹っ飛ばした。
「エリスはなぜかお前を信用していた。俺には一生理解できない感情だ。優しい女だが、優しさにも限度ってものがあるだろう」
「ああ、ＯＫ。お前の疑問を解決してやろう。エリスはお前と違って人を見る目があるんだ。本当に素晴らしい女性だ」

　最後の最後までお互い目一杯罵りあって、トラヴィスはドアを蹴飛ばす勢いで出た。ジェレミーはもうすでにクラウンヴィクトリアに乗っていた。
「くそったれめ！　もう二度とあんなクソ野郎と一緒に仕事しないぜ！」
「それがいい」

　トラヴィスが助手席に乗り込み、ジェレミーはようやくサイドブレーキをさげて、車を動かした。
「お前とウォーレン保安官の関係は絶望的だ。小さな子供でも、お前たちより建設的で友好な関係を構築できる」

　分析官のように説明する口調は、非常に冷淡だ。
「お前の言いたいことはよくわかった。だが、これからワシントンまでお前とドライブしなきゃならないんだ。到着するまで、建設的で友好な関係を築こうぜ。お互い自由に空気を吸えるくらいはな」

　機嫌の悪いトラヴィスは噛みつくように言い返した。本部からクラウンヴィクトリアを運転してきたジェレミーは、再びこの車を運転して帰ることになり、トラヴィスも同乗することになったのである。ダラス支局から借りたセダンは、支局の関係者が持ち帰った。
「いいか、今からこの車で楽しい楽しい横断ドライブの始まりだ。ワシントンに着く頃には、お互いに顔も見たくなくなっているからな！」

　ハンドルを握るジェレミーは無言だ。だがなぜか口元には苦笑いを浮かべている。
「この町を出る前に、一度病院へ向かう」

　クラウンヴィクトリアはアメリカ東部とを結ぶインターステートハイウェイではなく、町唯一の病院へと向かっている。
「アスランに会うのか？」
「そうだ。ラインハート元捜査官ともう一度会っておきたい」

　トラヴィスは嫌な考えが浮かんだように、難しい表情をした。
「本部の命令か？」
「そうではない。だが元ＦＢＩ捜査官として、本部へ戻る私たちと、彼は会う義務がある。本部は確かに彼のことを危惧していた。結果的に容疑者ではなかったが、彼について、私たちも本部へ報告しなければならない」
「逆恨みしている馬鹿に、間違って殺されかけましたって報告すればいいだろう。俺はそうリックに言うぞ」
「お前はそれでいいだろう」

　ジェレミーの言いように、トラヴィスは何かが閃いたというようにふざけた声になった。
「お前を送り込んだ権力者たちに報告しなきゃいけないってことだな。そいつが顔も知らない副長官かゴルゴンかは知らないが、エリートは大変だな。俺がリックに言われたのは、とにかく捜査が終わったら、さっさと帰って来いってことだ。本部の権力者どもに、ガタガタと言われる前にな」
「勿論、帰る。建設的で友好なドライブをしながらな」

　先程のトラヴィスの皮肉を華麗に舌にまぶして、ジェレミーは無表情でハンドルを左に切った。トラヴィスはようやく恋人のおかしい様子に気がつく。
「何か気になることでもあるのか？」
「ラインハート元捜査官は納得していない」
「カートの野郎にか」
「そうだ。メイナード前保安官の遺体を再び検視することで、新たな発見が見つかるかもしれない。だが前保安官が他殺だとしたら、それを行ったとされる副保安官の動機がわからない。ラインハート元捜査官はそれを知りたいのだろう。だが副保安官はすでに死亡している。グライナー容疑者が果たしてどこまで知っているのか。もしラインハート元捜査官が無理な行動を起こすのならば、止めなくてはならない」
「カートを無理やり拉致して、白状させるとか？」
「あり得るな」

　トラヴィスは一笑しなかった。アスランのメイナード前保安官に対する強い想いは、命を狙われてもこの町を離れなかったことから想像できる。ロイドもアスランには逆らえないと言っていた。勇敢で頑固な意思の持ち主だ。
「まずいな。アスランの気持ちはわかるが」

　嫌な予感が一気に溢れ出る。
「アスランは元軍人で、ＦＢＩ捜査官だった男だ。馬鹿な行為には走らないと信じたいが、死んだ前保安官は大切な相手だったらしい」

　同性愛者だとは口にしなかった。アスラン本人は何も語っていないのである。

　だがジェレミーは何もかも察知したように言った。
「彼は訓練された理性的な人物だが、強い想い入れは判断力と感情を狂わす。仕方がない」

　やがてクラウンヴィクトリアは病院に到着した。二人が車から出ると、病院の入り口付近にはマスコミの白いヴァンが数台止まっていた。一時はカートが入院していることで多くのマスコミ関係者が集まり騒然としていたが、現在はだいぶ平穏になったようだった。

　白いヴァンから離れた場所に保安官事務所のパトカーが見えた。恐らくロイドだろう。車内には誰もいなかったが、ダラス支局も協力してカートを見張っているはずである。

　病院のエントランスを入ると、すぐ目の前に受付があり、その脇は待合室になっていた。待合室には黒い長ソファーが一列に何個か置かれている。その一番奥に、アスランが一人座っていた。

　アスランは紙コップを片手に持ち、何かを考え込むように俯いていた。
「アスラン！」

　急いでトラヴィスは声をかけた。アスランはすぐに顔をあげた。
「怪我の具合はどうだ」

　アスランは頭に白い包帯を巻き、顔に受けた傷の手当てもしていた。
「全く心配ない。ありがとう」

　アスランは座ったままトラヴィスとジェレミーを交互に見た。
「ワシントンへ帰るのか？」
「ああ、そうだ。挨拶をしようと思ってな」

　アスランは気がついたように立ち上がった。
「色々とありがとう。君たちが来てくれて、私は正直助かった」
「そう言ってもらえると、俺もホッとする」

　トラヴィスは笑顔を浮かべながら、アスランの様子もさりげなく注視して、しっかりと手を握りあう。

　アスランは傍らのジェレミーとも握手を交わした。
「グライナー容疑者に会いに来たのか？」

　ジェレミーは単刀直入に訊いた。
「そうだ、私にはまだ疑問が残っている」

　アスランの顔つきがわずかに強張った。
「なぜ、あの副保安官がレスリーを殺したのか……真実が知りたいんだ」
「あの容疑者が、あなたにその真実を与えてくれる保証はあるのか？」

　その率直過ぎる言いように、トラヴィスはちらっとジェレミーを睨むように見た。だがアスランは気を悪くした風でもなく、どこか遠い目をすると、かぶりを振った。
「……いや」

　諦めが滲んだ声になる。
「彼は病室にいて、私の問いかけには全く答えなかった。レスリーは私に殺されたのだと、そればかり訴えていた。彼は何も知らない。私が得た真実はそれだけだ……」

　どうしようもないというように肩を落とす。
「副保安官は嘘を話していた。彼はその嘘を信じ切っている。レスリーを殺したのが副保安官だと証明できるものがないんだ。それさえあれば……」
「メイナード前保安官の遺体を再検視する許可が出たと、ウォーレン保安官から聞いた。あなたの知りたい真実を少しでも得られる可能性はある」

　ジェレミーは慰めともつかないような口調で、事務処理的に喋った。

　アスランはわずかに表情をゆるめた。だが何も言わなかった。
「カートの野郎に会ったのか？」

　アスランの様子から危惧していたことは起こらないと感じ取ったトラヴィスは、かるく周囲を見回す。カートが入院している病室前に、ロイドやダラス支局の捜査員たちが張りついているはずである。

　アスランは首を振る。
「残念だが会えなかった。今朝彼の弁護士が到着したんだ。彼との面会を拒否され、警告された。ストーカーのようにつきまとうのなら、裁判に訴えるとね」
「お前が弁護する奴に殺されかかったんだから、ストーカーするくらい許可しろよって言ってやろうか？」

　わりと本気でトラヴィスは提案する。

　ここでようやくアスランはニコリと笑った。

「是非お願いしたいんだが、君が大変な目にあう。あの弁護士はとても手強い印象を受けた」

　言いながら、視線が受付前のフロアの後方にある正面階段へと向かった。二人もその視線を辿るように振り返る。
「ああ、早速来たようだ」

　幅の広い正面階段を、上階から下りて来る一人の男性が見えた。磨かれたクリーム色の通路を、規則正しい靴音を立てて躊躇いもなく三人へ近づいてくる。
「彼の弁護士だ」

　アスランは小声で教えた。

　男性は三人のそばで立ち止まると、無言のまま三人をそれぞれ見渡した。ジェレミーからトラヴィスへ、そしてアスランへと目が動き、少しだけ口角があがる。誰がここにいるのか確認していくかのようなぶしつけな態度に、トラヴィスが先に茶化した。
「何かのスカウトか？」

　真新しいダークネイビー色のスーツを着た男性は、顎をあげてトラヴィスを見返した。
「いいえ、違います」

　否定する口調は丁寧だった。
「私はカート・グライナー氏の弁護士です」
「実はそう思ったんだ。そういう格好をしているからな」

　トラヴィスはジョークにウィンクを付け加える。

　弁護士と名乗った金髪の男性は、苦笑いするように口元をほころばせた。だがダークブルーの瞳は冷え冷えとしていた。
「あなた方は、ＦＢＩですね？」
「よくわかったな」
「そういう格好をしています」

　表面上は知的で礼儀正しいが、口上に慇懃無礼さが漂う。
「グライナー氏の依頼を受けて、これから裁判に向けて様々な面から検証します。ＦＢＩの捜査における手法は、人権を無視したひどいやり方です。グライナー氏の怪我はその最たるものです。徹底的に争います」
「人を殺そうとして逃げたカートが銃で撃ってきたから、銃で撃ち返しただけだ。それとも、野球の金属バットで打ち返せばよかったのか？」
「そうです」

　高慢を服で着たような弁護士は、あっさりと肯定した。
「ここは法廷ではありませんので、あとは裁判であなたの態度も検証します。グライナー氏への悪意がなかったのか。悪意があったのであれば、重大な問題です。グライナー氏にわざと怪我を負わせた可能性もあります」
「俺がサイコ野郎に見えるってことだな。俺の人生で百一番目に笑えるジョークだ」
「あなたのジョークも、訴える予定です」

　にべもなく言った。

　トラヴィスは両腕を組んで、不敵な笑顔をつくる。久々に弁護士らしい弁護士が登場したと、内心うんざりした。長身で、金髪にダークブルーの瞳、グレーのネクタイを締めダブルスーツを着た姿は、ドラマに登場するキャリアエリートそのもので、見た目の容姿は抜群に素晴しい。実際の裁判になれば判事や裁判員たちからの受けは非常にいいだろうが、この手の弁護士は何を言っても訴える。ジョークもユーモアも通じない。
「我々は法に従って捜査をしました」

　黙っていたジェレミーが、冷静に口を開いた。

　男性はトラヴィスからジェレミーへ視線を移す。煩い蚊をもう一匹見るような眼で。
「それは法廷で伺います」
「勿論です、ラファエル・レヴィン弁護士」

　ジェレミーはさらりとその名前を口にした。

　ラファエルは切れ長の目の端に、若干の訝しさを覗かせた。しかしすぐに納得したように、睫毛を伏せる。
「私の名前をご存知のようですね。それならば、挨拶は不要です」

　風を切るように身を翻そうとして、アスランに目を留める。
「ああ、ミスターラインハート。先程もお話したとおり、グライナー氏への接近を止めて頂きます。もし少しでも許可なくグライナー氏へ近づいた時は、あなたを訴えます。それでは」

　もう一度三人を見渡すと、どこか見下すような笑みを浮かべながらその場を離れ、再び正面階段を上がっていった。
「何だ、あのクソ弁護士は」

　姿が完全に見えなくなって、トラヴィスは胸糞悪そうに吐き捨てる。
「手強いだろう？」

　アスランは浮かない表情のまま、ラファエルが消えた正面階段を見つめている。
「あいつはアスランの頭に巻かれた白い包帯が見えなかったようだな。逆にあいつを訴えてやろうか」
「いい弁護士が見つかったら、検討してみるよ」

　アスランは軽く肩をすくめながら笑った。

　トラヴィスも大袈裟に首をすくめてみせて、ジェレミーを振り返る。
「よく名前を知っていたな」

　ジェレミーはつれない一瞥をした。
「有名な弁護士だ」
「密かにファンだったのか？」
「ここ数年で、マスメディアにも頻繁に登場するようになった」

　トラヴィスの冗談に付きあう義理はないというように、話を淡々と続ける。
「レヴィン弁護士の専門は刑事事件だ。弁護士としては大変有能で、手がけた事件の約半数が無罪になり、有罪になったとしても減刑に成功している。あの様子では今回も無罪を狙ってくるだろう。勝算があるようだ」
「お前も随分と詳しいな」

　感心したようなトラヴィスに、ジェレミーはさりげなく忠告する。
「レヴィン弁護士が、特に好んで引き受けている刑事事件がある。我々ＦＢＩが関わった事件だ」
「ＦＢＩ？」
「そうだ」

　ジェレミーは正面階段へ目をやる。
「最近では、ウィスコンシン州で起きた幼児誘拐事件の容疑者の弁護をしたが、ＦＢＩの捜査手法と人種を徹底的に突いて無罪を勝ち取った。お前のジョークも訴えられると覚悟した方がいい」
「冗談だろう？」

　トラヴィスはさすがに苦笑いした。だがジェレミーは真面目だった。
「次は、その舌のネジも締めた方が身のためだ」

　アスランへも視線を向ける。
「あなたの言うとおり、相手は手強い。気を付けた方がいい」
「……ああ」
「トビー・ギブンとダナ・ブレナン殺害に、あなたは何の関係もない。裁判が始まる前に、この町を出ることをお勧めする」

　アスランはすぐには返答しなかった。だがジェレミーの言わんとしていることは察したらしい。
「それがいいな」

　トラヴィスも同意した。
「それじゃ、俺はロイドにも会って来る。あのクソ弁護士に訴えられる前に、ここから逃げないとな」
「ロイドなら外だ。たぶん病院の裏側にいるだろう」

　アスランは近くの窓ガラスを見る。トラヴィスは礼を言って、エントランスを出て行った。

 

　トラヴィスが出て行くと、その場は自然と静かになった。

　アスランは紙コップに残っていたコーヒーを飲み干し、壁際に置いてあるゴミ箱に捨てると、改めてジェレミーに向き直った。
「君はアンダースミス家の人間だろう？」
「ええ」

　ジェレミーは素直に応じる。

　アスランは躊躇わずに訊いた。
「君が派遣されたのは、私の家の者が要請したからか？」
「そうです」

　ジェレミーも正直に答えた。

「ラインハート家の方々は、行方不明だったあなたのことを、ずっと捜していたと聞いています」
「行方不明のままでいるのは、私の意志だ。その意志を覆すつもりは、今はない」
「ならば、それを伝えればいいのでは」

　静かに口添えする。
「一言でも、あなたの言葉を聞けば安心すると思うが。たとえどのような内容でも」

　アスランは何かを思い起すように表情が強張り、すぐにかぶりを振った。
「そうかもしれない……だが、正直家族に会うのは、私にとっては……簡単ではない」
「簡単ではないのは、家族ではなく兄弟に会うことでは？」

　アスランはまじろぎもせずにジェレミーを直視した。ジェレミーはその驚愕めいて僅かに怯えも孕んだ眼差しに向けて言った。
「私の従姉妹が、あなたの兄の一人と親しい。ダレルはとてもあなたことを心配していた。海軍を辞め、ＦＢＩも辞め、行方がわからなくなったのは、自分のせいではないかと悩んでいた」
「違う」

　アスランは強く否定する。
「兄が私のことで悩む理由はない」
「そうダレルに伝えれば、彼も悩むことはなくなるだろう。それが簡単ではないということは、あなたの個人的な問題になる」
「……君は、兄の話を聞いたのか」

　ジェレミーは丁寧に頷いた。「そうか」と、アスランは黙る。
「ダレルが私へ話した理由の一つは、私がＦＢＩ捜査官だからだろう。あなたの消息を切実に知りたがっていた。もう一つの理由は、ダレルと私の性的指向が同じだからだ」

　その告白に、アスランは違う意味で再び黙った。
「つまり、私もあなたと同じだ」

　ジェレミーはそう言うと、あとは口を閉じた。

　アスランも黙ったままだった。驚きや疑問が頭の思考を駆け巡ったが、なぜかすんなりと受け入れられた。
「……そうか」

　まるで映画のワンシーンを観ているように、ゆるやかにあの時の光景が甦ってくる。
「私が同性に対して感情を持つようになったのは、兄が原因ではない」

　兄とその友人の情事を目撃したから、自分はそうなったわけではない。それを知った兄が、ひどく後悔をしていたとしても。
「ただのきっかけに過ぎない。君もそう思わないか？」
「そうダレルには助言したが、彼は自分の後悔に囚われている。それを解き放てるのは、あなただけだ」

　ジェレミーの口調は相変わらずクールだったが、どこか思い遣るような空気があった。

　アスランもそれを感じ取った。彼の言っていることは正しいと思った。しかし兄との関係がおしくなり、顔を合わせることにも緊張するようになったのは、自分が原因だ。もう兄の情事にショックを受けた子供ではないというのに。
「私はダレルと約束をした。あなたのことを伝えなくてはならない。どのように伝えて欲しいか、希望があれば聞きたい」

　アスランは少しの間、考えるように口を噤んだ。
「……私は元気でいると伝えて欲しい」
「他には？」
「他は……」

　暫し、言葉が揺らいだ。
「今はそれだけでいい。兄にはそう伝えて欲しい」

　それで十分だと思った。
「兄は元気だろうか」

「ええ、元気です」
「まだ……いや……」

　アスランは言いかねて、首を振った。あの時の友人との関係が続いているのか気になったが、余計なことだと思い直した。
「ダレルはパートナーと一緒に暮らしている」

　アスランの内心を汲んだように、ジェレミーは言った。そのパートナーが誰を指しているのか、漠然とだがわかった。
「そうか」

　肩から力が抜け落ちるような安堵が、アスランの感情を少しだけ軽くした。ずっと寄り添い合っている姿が想像できて、嬉しく思う反面、羨ましくもあった。
「ありがとう、アンダースミス捜査官」

　ジェレミーは目線だけを向けた。

　アスランはジェレミーの冷静な態度や抑制の効いた会話に、ＦＢＩ捜査官だった頃の記憶が思い出された。訓練されたＦＢＩ捜査官たちは、自分も含めて、ジェレミーのように立ち振る舞っていた。もう一人の捜査官であるトラヴィスは、その点、とてもユニークだ。
「君は、皆が想像するＦＢＩ捜査官そのものだ。トラヴィスは全く違うのが興味深い」

　初めて会った時に抱いた懸念が、脳裏をかすめる。
「トラヴィスは信頼できる良い男性だと思うが、それが捜査官として正しいかは判断がつかない。彼は自分の感情に正直だ。いつかそれが、彼を危険な事態に追い込むかもしれない」
「承知している」

　ジェレミーは間髪入れず即答した。
「私がトラヴィスを守る、必ず」

　突然、携帯の着信音が鳴る。失礼すると断りながら、ジェレミーは上着の中から携帯を取り出し、その場を離れ、エントランスの外へ出る。

　一人残されたアスランは、どこか狐に包まれたような表情を浮かべながら、ジェレミーが出て行ったエントランスをじっと見つめていた。

 

　トラヴィスはアスランに教えられた通りに建物の裏側に回ると、綺麗に刈られた芝生の間の小道を歩いてくるロイドと行き会った。
「ロイド！」

　手を挙げながら近づいていくと、ロイドは携帯を耳元から離して、苦笑しながら通話を切った。
「今ちょうど、レイフから連絡がきました。あなたがたが病院を訪ねたら、もう二度と来るなと言って尻を蹴っ飛ばせと」

　カウボーイハットを頭から取ると、親しみを込めた笑みを浮かべて、手を差し出す。
「余程、感動的な別れ方をしたようですね。さすが、ＦＢＩ捜査官です」
「お前だって感動するさ。頓馬なＦＢＩ野郎とようやくサヨナラできるんだからな」

　わざと悪態をつきながら、ロイドの手を元気に握り返す。
「お前には感謝している。最初のエスコートから始まって、最後のアスランを守る姿は、まさにヒーローだった。途中で殴るのを我慢して良かった」

「殴られるようなことをしたんだと、今反省しています」

　ロイドはニヒルに言い返して、カウボーイハットをまたかぶる。
「事件が解決して、この町も元の静かで退屈な毎日に戻るでしょう。ずっとそうであって欲しいですね」
「そうだな」

　ウェンディも同じことを喋っていて、今回の事件は南部の小さな田舎町にとっては衝撃的な出来事だったのだと、改めて感じた。
「カートの野郎はどうだ？　泣いて悔い改めている様子か？」
「ベッドの上で、独り言を言っているようです。興味がないので、内容は知りません。先程弁護士が来たので、全部聞いてもらっているんじゃないんですか？」

　見知らぬ相手のことを語っているような、ひどく冷淡な口調だった。
「とても素晴らしい弁護士だったので、容疑者もさぞ心強いでしょう」
「ああ、本当にいい弁護士だった。初めてお前と意見が一致したな」

　トラヴィスが思い出したかのようにニヤリと笑うと、つられるようにロイドも頬をゆるめた。
「お元気で、ヴェレッタ捜査官」
「お前もな。あの保安官と一緒に仕事ができるなんて、心から尊敬する」
「あなたとレイフは変に似ているんですよ。だから、反発しあうんじゃないんですか？」
「俺はあんなに口は悪くはないぞ。あいつよりは、ほんの少しだけ優しいはずだ」

　トラヴィスは重大な間違いを訂正するように、重々しく指摘した。ロイドは軽く笑っただけだった。
「ああ、そうだ、ヴェレッタ捜査官。あなたにお伝えしたいことがあります。レスリーの検視ファイルが見つかりました」
「どこにあったんだ？」
「容疑者の自宅です」

　ロイドは絶対にカートの名前を口にはしない。
「カートの野郎が隠し持っていたわけか？　あいつは嘘ばかりついていたんだな」

　今更ながら、怒りが再燃してきた。あの時の戸惑った様子も全て演技だったのかと思うと、腸はらわたが煮えくり返ってくる。
「あの野郎がなぜ検視ファイルを持ち去ったのか。じっくりと取り調べないとな」
「そのつもりです。検視ファイル自体は、特におかしな点や変更された箇所はありませんでした」

　ロイドは少々声を低める。
「本当は違法ですが、アスランに頼まれて、レスリーの検視ファイルを見せたことがあります。容疑者が持ち去ったのはその後でしょう。アスラン絡みかもしれません」

　トラヴィスもわかったように相槌を打つ。
「アスランから話は聞いた。二年前に死んだ前の副保安官も、おそらくカートの野郎に都合よく喋っていたんだろう。真実が明らかになるといいが、その副保安官が死んでいる時点で立証するのは難しいかもしれない」
「ええ、それは俺も思います」

　ロイドは少しだけ表情を翳らせた。
「問題はアスラン本人だ。アスランは自分も襲われ、裁判の進行を見届けたいと思うだろうが、俺もジェレミーも反対だ。アスランはこの町を出て行った方がいい。特にあのレヴィンという弁護士が気になる。アスランを容赦なく攻撃するだろう」

　トラヴィスは難しい顔になって考え込む。カートの弁護士として法廷に乗り込んだラファエルが、証言台に立ったアスランをあらゆる側面から叩く光景が容易に浮かんだ。
「カートの野郎の罪状は、トビーとダナの殺害だ。この二人の裁判だけを行えば、その過程でメイナード前保安官の死に関する情報が出てくる可能性はある。アスランはこの裁判に関わらない方がいい。お前もそう思わないか？」
「ええ、思います」

　ロイドは考える間もなく同意した。
「もうこの町にアスランを関わらせたくはありません。ここには、アスランにとって辛い記憶しかないんです。絶対に離れるべきです。そして、二度と戻ってきてはいけないんです」

　その躊躇いのない言いように、トラヴィスはわずかに目を細めた。以前にアスランとの関係を、熱くなるでもなく淡々と語っていたロイド。
「お前はどうするんだ？」

　自然に言葉が出た。
「俺ですか？」

　ロイドは迷うことなく言った。
「俺はたとえ何があっても、アスランを守ります。アスランの側にいるのはレスリーではなく、俺ですから」

　ロイドの二つの濃いエメラルドの瞳が、激しい想いを露わにするように、より一層鮮やかになった。

　トラヴィスはロイドを無言で見返した。
「……ああ、お前が守ってやれ」

　二人の関係は二人だけのものだ。トラヴィスは踵を返した。
「じゃあな、ロイド。アスランと仲良くやれよ」

　手を振って、立ち去ろうとした。その後ろから、ロイドも気安く声をかけた。
「あなたもね、ヴェレッタ捜査官。もう少し優しい言葉をかけた方が良いかと思いますよ、特に恋人関係にはね」
「……」

　歩き始めた足が、一瞬何を言われたか理解できないように、ぴたりと固まった。

　やや待って、仰天したように振り返ったトラヴィスの目に飛び込んできたのは、意味ありげに含み笑いをしながら近寄ってくるロイドの姿だった。
「あなたを見つめる眼差しに気を付けた方がいいと、アンダースミス捜査官へ伝えて下さい」

　そう片手を添えて耳元で囁くと、唖然と立ち尽くしているトラヴィスの肩を軽く叩いて、「それでは」と先に行く。

　トラヴィスは思わず叩かれた肩を見やり、次いでロイドの背中を真顔で追った。するとちょうど前方からジェレミーが現れ、ロイドとすれ違う際、二人は簡単な握手を交わした。

　何かを言いかけるように、トラヴィスの口が開いた。だがその口の中はからからに乾いていて、代わりに頭を何回も左右に振る。信じられないというように。
「どうした？」

　ジェレミーは何やらおかしな雰囲気をすぐに察知する。
「何でもない」

　トラヴィスは極秘のはずだった恋人を、まじまじと穴が開くほど見つめる。
「何があった？」
「何もない」

　そう言いながらも、じろじろと何かを探るように見るトラヴィスは明らかに挙動不審だったが、ジェレミーはそれ以上踏み込まなかった。二人には、これからワシントンまでの長いドライブが待っているのである。
「先程、ニューヨーク支局から連絡がきた。ギブン夫妻とジェファーソン主任司祭が揃って支局へ現れた。六年前に起きたブレナン神父による少年への性的虐待事件に関して、新たに証言をしたいと申し出ている」
「本当か？！」

　トラヴィスは驚いたように声を張り上げた。
「ギブン夫妻と司祭が証言してくれるのか？　神父の無実をか？」
「そういうことだろう。支局はその証言内容によっては、再捜査を検討するとしている」

　思いも寄らなかった展開に、トラヴィスの中で何とも言いようのない感情が静かに込み上げてきた。トビーが死に、ダナが死に、ギブン夫妻とジェファーソン主任司祭の気持ちが真実の証明へと向いたのかもしれない。それを遅いと非難する気持ちはなかった。自分が六年前の事件を聞き込みにいったのも、一つのきっかけになったのかもしれない。
「……そうか」

　あの事件で苦しまなかった者はいなかった。それを自分のために利用したカートに、改めて怒りが湧いてきた。
「再捜査になれば、必ずブレナン神父の無実が証明されるに違いない」

　ダナが生きていたら、喜んだだろうか。それとも、今更だと詰っただろうか。
「ブレナン神父の名誉が回復されて、家族が味わった苦しみが少しでも癒されたら、こんな嬉しいことはない」

　それは必然的にトビーの虚言が明らかになるということだが、両親であるギブン夫妻はそれを承知の上で、ジェファーソン主任司祭と証言することを選んだのだろう。ジェファーソン主任司祭も、当時の全米カトリック教会の対応が非難されるのは覚悟の上に違いない。
『――嘘をついてはいけない。何事も正直に話しなさいと――』

　ニューヨークでスティーブが語った言葉が思い出される。三人はその通りに生きようとしているのだ。

　トラヴィスはトビーがなぜあんな嘘をついたのか、全く理解できなかった。ブレナン神父が死んで狂ったように泣きじゃくっていたというトビー。アンもその理由は明確には知らなかった。

　――嘘か。

　同じように嘘をついて、カートを騙した人間がいる。なぜ前副保安官はメイナード前保安官を殺したのだろう。そしてアスランに罪をなすりつけようとしたのだろう。

　――どっちも肝心の当事者が死んでいる。

　真実は永遠にわからないままかもしれないと、ふと影が過ぎった。
「トラヴィス」

　呼ばれて、我に返ったように頭をあげる。

　ジェレミーが見守るようにこちらを見ていて、目があった。
「この町での、我々の捜査は終了した」

　まるでトラヴィスの内心を汲んだかのように、冷然と告げる。
「ワシントンへ帰るぞ」

　その言葉で、トラヴィスは自分のするべきことを思い出したように頷いた。
「ああ、帰ろう。ジェレミー」

　二人は、肩を並べて歩き始めた。

 




 

 

　六年前、フォートストックトン。

　ベッドの上で、レスリーは瞼を開けながら寝返りを打った。その目と鼻の先にアスランが寝ているのを確かめると、声を洩らさずに笑った。

　昨夜の昂奮がまだ全身に張りついていた。最高のセックスだった。どれほど抱いても、アスランの甘い肉体と激しい声が、自分の欲情を刺激して堪らなかった。ストイックな体の内部は、爛ただれるように熱くて、秘部を貫く度に、自分の体内をも熱く燃え上がらせた。

　レスリーはアスランに体を寄せた。アスランは子供のような寝息を立てながら、両目を閉じていた。抱いている間中、うっとりと蕩けるような恍惚の表情を見せていたのに、今は穏やかな顔で眠っている。レスリーはこらえ切れずにアスランの頬へキスをした。
「夢のようだな……」

　レスリーはアスランの透き通った銀色の髪を撫でながら呟いた。殺人事件絡みで、ＦＢＩ捜査官が派遣されることが決定した時は、正直面倒だと感じた。数日後にその捜査官が到着して、執務室へ会いに行くと、まずそのしなやかな背中が目に飛び込んできた。なぜか熱心に写真を眺めていたので、その顔を振り向かせてみようと、ちょっとした言葉をかけた。狙い通りに自分を振り返った捜査官は、とても端正な男だった。ＦＢＩ捜査官らしい地味なスーツを着ていて、ジョークも言わない堅物そうな男だったが、そこが逆にそそられた。握手を交わして、わざと手を離さなかったら、アスランと名乗った男は不愉快そうに自分を見た。チャンスだと思い軽口を叩いてみると、アスランは不思議そうに自分を眺めた。まるでこれから何かが起きるのかでもと問いかけるように。

　それから一緒に捜査が始まったが、アスランはひどく冷たい態度で接してきた。けれど、自分は感じていた。その態度の裏にある自分への興味を。当の本人が気づいていないのが、また可愛かった。その後、アスランが犯人に殺されそうになるところを寸前で助けた。銃を突きつけられている光景を目撃した時は、ひどく動揺して、我を忘れて駆けつけた。それなのに、アスランは何事もなかったかのように素っ気なかった。無事だったと安堵する気持ちと相まって、少々カチンときた。だから、両腕で抱き上げた。アスランは顔を真っ赤にして抵抗したが、本心は違うだろうと感じた。素直な男だと思った。自分の気持ちが相手に洩れていることに、全く気がついていない。

　――俺は自信があった。

　だから、強引にキスをして、誘惑した。

　レスリーは子供のようにくすくすと笑った。その誘惑にまだ体中が滾たぎっている。アスランをずっと抱きたい。何もかも忘れさせて、俺だけに夢中にさせたい。感情がどうしようもないほどに昂っていた。

　――さあ、新しい世界の始まりだ。

　レスリーは再びアスランの顔を覗き込んで、軽く額にキスをすると、静かに起き上がった。まだ室内は薄暗い。だがアスランより先に目覚めて、約束した通り、新しい世界を見せてやりたかった。

　クローゼットから白いガウンを取り出し、袖を通しながら、アスランに目をやった。ぴくりとも動かない様子に、包み込むような優しい顔を見せて、部屋を出た。

　ダイニングルームも薄暗かった。照明スイッチを押して、明るくする。それから冷蔵庫を開け、ペットボトルを取ると、一気に飲んだ。

　レスリーは濡れた口元を手でぬぐい、朝食のことを考えた。アスランがいつ起きるかわからないが、何か用意しておいたほうがいいだろうと思った。最も、アスランが感動するような手料理など作れるはずもない。とりあえず何があるのか確認することにした。

　ペットボトルを冷蔵庫の中へ戻しながら、辺りを見回す。いつもホットドックやハンバーガーやピザばかり食べているので、大したものはない。そういえば缶詰があったなと思い出して、棚に腕を伸ばしたら、ちょうど玄関のドアを叩く音が聞こえた。

　レスリーは缶詰を手に取って、訝しそうに背後を振り返る。こんな朝早くの来客予定などない。聞き間違えだろうということにして、放っておこうとしたら、今度は規則正しく丁寧に叩く音が聞こえた。
「ＯＫ、ＯＫ」

　缶詰を棚に戻して、両手を上げて降参するポーズを取りながら、レスリーは玄関のドアの鍵を開けた。
「そんなに叩かなくても、ちゃんと起きているぞ」

　軽口を叩きながらドアを開けると、そこにいたのはブルックスだった。
「どうした？」

　何か事件が起きたのかと、咄嗟に思った。
「やあ、レスリー」

　ブルックスは穏やかに朝の挨拶をした。カウボーイハットをかぶり、副保安官の制服を着ている。バッジも身につけていた。いつも通りの格好だが、事件が起きて慌てて保安官の家を訪ねたという様子ではなかった。
「今起きたところかい？」

　ブルックスはレスリーの姿を目で追いながら、皺の交じった頬に苦笑いを浮かべる。
「まあな」

　レスリーはウィンクしながら安堵した。ブルックスの態度から判断して、緊急の事件が起きたわけではなさそうだった。
「俺を起こしに来てくれたのか？　今から大統領でもやって来るのか？」
「残念ながら、違うね」

　ブルックスも軽くウィンクする。
「大統領なら、テキサスじゃなくて、メキシコへ行ったよ。ニュースでやっていた」
「メキシコとニューメキシコを間違えたわけじゃないよな」

　レスリーは冗談を飛ばしながら、なぜブルックスが突然現れたのか考えた。
「朝早くからすまない、レスリー。ちょっと気になることがあったんだ」

　レスリーの疑問を感じ取ったのか、ブルックスは釈明するように、急いで口に出す。
「気になること？」
「ああ、今パトロールをしていたんだが……」

　そこで、言葉を濁す。
「何があった？」

　レスリーは表情を引き締めた。
「……ちょっとここでは話せないんだ。家の中へ入れてもらえないだろうか」

　ブルックスもいくぶん顔を強張らせ、辺りを窺うように、視線を散らす。

　レスリーは一瞬判断に迷った。通常なら家へ招き入れても構わない。だが今はアスランがベッドで眠っている。

　どうするか――。レスリーは珍しく躊躇った。ここでブルックスにアスランの存在を知られたくはない。一緒に仕事をしている仲間として、ブルックスのことは信頼しているが、プライベートとなるとまた別の話だ。
「ここじゃ駄目か？」

　レスリーは冗談を交えながら、自然な口調で説明する。
「今家の中はとてもひどい状況で、ブルッキーを入れたら目を丸くして気絶するかもしれない。俺も恥ずかしくて一緒に気絶する」

　変に気取られないように明るく笑った。

　だがブルックスは何かに怯えるように頬を引き攣らせると、強張った表情のまま声を低めた。
「頼む、レスリー」

　微かに震えていた。

　レスリーの顔から、瞬時に笑みが消えた。
「――わかった」

　誰かに追われているのかもしれない。レスリーは保安官として、また友人として、ブルックスを匿うように家の中へ入れると、外の周囲を警戒するように見回してから玄関のドアを閉めた。
「コーヒーでも飲むか？」

　ブルックスをまず落ち着かせることにした。アスランのことがまだちらついたが、たとえ目が覚めたとしても状況判断ができる男なので大丈夫だろうと思った。何があったかは知らないが、副保安官として自分を支えてくれるブルックスの方が心配だった。
「ああ……いや、いい」

　思い直したように断るブルックスの声は、かすれていた。

　食器棚からマグカップを取り出そうとして手を止めたレスリーは、肩越しにブルックスを振り返る。ブルックスはレスリーの白いガウン姿を食い入るように見つめていた。

　様子が妙だと思った。

　レスリーはまた食器棚の方を向き、マグカップの置き場所を直すふりをしながら、冷静に考えた。こんな朝早くからパトロールをしていたブルッキー。何かに怯えているようなブルッキー。何らかの事件に遭遇したか、それとも誰かに脅されたのか、あるいは……

　背後から、突然耳障りな金属音がした。

　レスリーはマグカップに触れたまま、全身を石のように硬くした。その物音に本能が反応し、身動き一つしないで、背を向けたまま息を呑んで立ち尽くす。

　時が止まったような静寂が流れた。

　やや待って、レスリーは背中で感じる視線を確かめるように、ゆっくりと首を回して顧みる。

　ブルックスが、無言で銃を向けていた。

　レスリーはその銃口を、まるで悪い冗談でも言われたような表情で見つめ返した。実際にたちの悪いジョークかと思った。しかしブルックスは銃を構えた状態で、微動だにしない。
「どうした？　ブルッキー」

　その銃口に向かって、いつもと変わらない口調で問いかける。
「何があったんだ？」

　しかしブルックスは黙ったままだった。銃身も固い意志を持っているかのように、微塵も動かない。

　レスリーは事態をようやく悟った。銃を向けられた時の取るべき姿勢を見せる。両手を頭の両脇にあげた。

　一体どうしたんだ――レスリーは慎重にブルックスを注視した。ブルックスはずっと無言で銃を構えている。その顔色に特別な感情は浮かんではおらず、自分が何をしているのか、ちゃんと理解しているというように冷静だった。

　レスリーの目が厳しくなる。ブルックスの向けている銃が、保安官事務所で使用している自分の銃だと気がついた。

　――そういうことか。

　自分の銃を持っているということは、計画的な行動なのだろう。つまり先程のブルックスの脅えも、全て偽りだということだ。
「理由を聞かせてくれ」

　背中は見せたまま、レスリーは食器棚を眺めながら落ち着いて問いかけた。
「俺には、俺を殺したい理由を聞く権利がある」

　友人だと思っていた副保安官の変容に動揺はあったが、それ以上に何故という思いが勝った。
「ブルッキー、俺たちは長い付き合いだろう？」

　ペコス郡の保安官になってからおよそ三年。それ以前から、この町でブルックスと日常的に交流していた。父親が生きていた頃も一緒に。

　――何故だ。

　様々な想い出が滲み出てきて、レスリーは混乱しそうになる頭の中を落ち着かせようとした。その耳元に、ひどく冷たく乾いた声が聞こえてきた。
「――そう、お前とは長い付き合いだった」

　レスリーは両手を上げた姿勢で、再び振り返る。ブルックスはカウボーイハットのつばを少し押し上げていた。レスリーの姿をもっとよく見ようとするかのように。
「だから、許せなかった」

　レスリーは訝しそうに眉宇びうをひそめる。
「俺はお前も、バートも信頼していた。黒人の俺と、普通につきあってくれた。感謝している」

　バートはレスリーの父親だ。
「俺は、お前たちが好きだった」

　ブルックスは感情を押し殺している声で、再び口にする。
「だから許せない」
「……ブルッキー……」
「お前の家の近くで、駐車している車を見かけた」

　レスリーの言葉を無視して、ブルックスは続けざまに言う。
「あの捜査官が来ているんだろう？」

　レスリーはその怒りを含んだ口調に、アスランへの危険を直感し、本能的に口にする。
「やめろ」
「俺は見たんだ」

　ブルックスは再び無視する。
「事務所の外で、お前とあの捜査官がキスをしているところをな」

　声はわずかに昂っている。大変な衝撃だったかのように。
「その後で、お前の家のルートを訊かれた。俺は間違いないと確信した」

　レスリーのガウン姿を強く睨みつける。
「あの捜査官と寝たんだな」

　それ以外考えられないというように断言すると、憤るように目尻が吊り上がる。
「見損なったぞ！　レスリー！」

　銃弾のような罵声を浴びせる。
「同性愛者だったなんて！　このクソ野郎が！」

　レスリーは血の気が引いていくのを感じた。銃を突きつけられることよりも、はるかにショックだった。
「今まで、お前が女性と深く付き合わなかったのは、親の離婚が原因だと思っていた。母親から嫌われていたと言っていたからな」
「……ブルッキー……」
「だがお前が同性愛者だとは、あまり考えなかった。あの捜査官がやって来るまではな」
「……ブルッキー、俺の話を聞いてくれ」

　レスリーは動揺を抑えながら、この場の状況を打開しようと力を尽くす。
「俺は間違ったことはしていない、神に誓って」
「お前が神に誓うな！」

　ブルックスは歯を剥き出しにして、怒りの形相になる。
「お前は神の教えに背を向け、俺たちを騙していたんだ！」

　レスリーの顔色が崩れるように変わった。
「違う！」

　騙していたんじゃない、口に出来なかっただけだ。レスリーは吐き出したくなる感情を、ぐっと堪える。

　ブルックスは首から下げている銀のロザリオを、レスリーへ見せつけるように表に出した。
「どうして黒い肌の俺が、この南部のテキサスの土地で、無事に生きていけたと思う？」

　レスリーはその古ぼけたロザリオをまじろぎもせず見つめる。
「それは、神を信仰していたからだ」

　ブルックスは厳かに口にする。
「神の教えを守って生きてきた。だから副保安官にもなれた。そうでなければ、ある日路上で銃で撃たれて死んでいたか、逮捕されて刑務所に入っていただろう。黒人だからな」

　違う。レスリーは心の中で訴えた。ブルッキーが副保安官になれたのも、この町の住民として平穏無事に過ごしていたのも、全てブルッキー自身がきちんとした人間だからだ。黒人も白人も関係ない。その堅実な人間性が信頼されていたんだ。決して神を信仰していたからじゃない！

　しかしそれを訴えても、もはやどうしようもないだろうと思った。レスリーの脳裏には、ロザリオを手に祈るブルックスの姿が甦っていた。食事の前に祈りを捧げるブルックス。日曜日には必ず教会へ向かうブルックス。聖書を読み、その一節を唱えるブルックス……
「お前の言いたいことはよくわかった」

　信仰心が深かった。自分に銃を向けるほどに。
「俺を撃て。アスランには手を出すな」

　いまだ眠っているはずのアスランだけが心配だった。
「あいつも同性愛者だろう？」

　ブルックスは嫌悪を隠さない。
「アスランはＦＢＩ捜査官だ」

　レスリーは強く警告をする。
「アスランを殺せば連邦機関が乗り出して、必ず犯人を捕まえる。ＦＢＩは捜査官を殺されて、犯人を逃すような間抜けな連中じゃない。絶対にお前を捕まえる」

　アスランを守るために、ＦＢＩ捜査官であることを殊更に強調した。ＦＢＩが米国においてどれほどの権力を持つ機関なのか、たとえテキサス州の小さな郡の副保安官でも理解しているはずだ。普通であれば。
「だから何だ」

　だがブルックスは、恐ろしいぐらいに真面目だった。
「神の前では、ＦＢＩも何もない」

　レスリーの中で、何かが絶望した。

　衝動的に体が動いた。アスランを守るために。

　しかし引き金を引く力が早かった。

　破裂するような音に続いて、レスリーはその場に崩れ落ちた。額に銃弾が命中し、夥しい血が溢れ出てくる。

　意識が無くなる寸前、最期に呟いた言葉は、アスラン、だった。

 

　レスリーが食器棚にもたれかかるようにして倒れると、ブルックスは苦しげに息を吐いた。銃を撃った手は震えている。なぜ震えているのか、ブルックス自身もわからなかった。

　レスリーは死んだだろうか。額から血が滔々とうとうと流れていて、糸が切れた人形のように身動き一つしない。俯いている表情はよく見えないが、息をしていないかどうか確かめる勇気はなかった。

　――こんなことになるなんて……

　ブルックスは鼻を啜った。恐らくレスリーは死んだだろう。今更ながら、哀しみが込み上げてきた。

　お前は良い奴だった。ブルックスは弔うように思う。それは俺が神を信じていたからだ。だから神は俺にお前を出会わせてくれたんだ。

　――それなのに……

　哀しみが怒りに一気に切り替わる。同性愛者だったなんて。なんて奴だ！

　ブルックスはロザリオを重々しく握りしめる。昔、黒人教会にいた神父からもらったものだ。その神父は常に言っていた。神の教えを守りなさいと。そうすれば、黒人でも正しく生きることができると。その言葉に従ってきた。だから生き残れたと信じている。

　同じ黒人の友人たちは、刑務所に入っている者もいれば、殺された者もいる。あのキング牧師の時代を経て、自分は副保安官になれた。だが南部の黒人奴隷だった時代と今と、どれほどの差があるのだろう。
「……くそっ」

　ブルックスの目にうっすらと涙が浮かぶ。大好きなビリー・ホリディの歌が頭の中に流れてくる。「Ｓｔｒａｎｇｅ　Ｆｒｕｉｔ」。俺はあんなものになりたくない。だから神の教えを守るんだ。

　涙を指でぬぐった。ああでも、レスリー。お前は本当に良い奴だった。バートもだ。本当にお前たちが好きだったのに……

　ブルックスはハッとしたように振り返る。ダイニングルームのドアの向こうで、人の動く気配がした。

　確かそこはベッドルームだったと思い起こす。恐らくあの捜査官がいるのだろう。今の銃声で目が覚めたのかもしれない。

　ブルックスは辺りを見回して、台所のそばにあったタオルを取ると、それで銃を拭いて自分の指紋を判らなくした。それからレスリーの手に持たせ、引き金に指を絡ませる。このために保安官事務所から秘密裏にレスリーの銃を持ってきた。自殺に見せかけるために。

　あの捜査官が第一発見者となったら、通報するのは保安官事務所だ。自分がこの現場の状況を取り仕切ることになる。どうにでもなるはずだ。ブルックスはタオルを制服のポケットに捻じ込むと、急いで家を出て、車に戻ろうとした。

　だがレスリーの遺体にもう一度目をやって、致命的なミスをしたことに気がついた。ちくしょう、何てことだ！　レスリーの利き手は左手だったのに、右手に銃を持たせてしまった。

　ブルックスは慌てて背後を振り返る。あの捜査官はレスリーのいないことに気がついて、すぐにここへ来るだろう。替えている時間はない。

　額に汗が滲んできた。ブルックスは素早く考えて、静かに家を飛び出た。音を立てないように気を付けながら、足早に家から離れていく。保安官事務所には、ロイドがいるはずだ。通報がきたら、ロイドは絶対に自分へ連絡を寄越す。その時に堂々と家へ入り、銃の持ち手を替えればいい。あの捜査官は、レスリーの利き手など気がつかないはずだ。大丈夫だ、どうにでもなる。

　離れた場所に停車している車にようやく辿り着くと、ドアを開けて運転席へ倒れ込んだ。心臓の動悸がまだ止まらない。とにかく落ち着こう。

　ブルックスは胸に手を当てて、何度も深呼吸をした。様々な衝撃に頭がおかしくなりそうだったが、自分は正しいことをしたんだと呪文のように繰り返し、ずっとロザリオを手から離さなかった。そうすると、感情が徐々に落ち着いてきた。

　――これからが重要だ。

　レスリーの死を知って、ショックを受けなくてはならない。周囲から疑われないように。

　タオルを後ろの座席へ投げ捨てると、シートの背もたれに深々と体を沈めながら、目を瞑る。血を流しているレスリーの姿が瞼に浮かんできて、ブルックスは両手で顔を覆った。くそっ。お前は本当に良い奴だったのに。どうして同性愛者と知ってしまったんだ！

　怒りよりも憎悪が湧いてきた。

　あの捜査官さえこの町へ来なかったら……

 




 

 

　六年前、ニューヨーク。

　聖ミッシェル教会の礼拝堂を出たトビーは、うろうろと歩いていた。日曜日の朝は両親と一緒にミサへ出席するのが日課になっていて、母親のアンがパイプオルガンを弾き、ジェファーソン司祭が説教をして終わる。今朝もいつも通り木製の長椅子に父親と腰かけて説教を聴いていたトビーは、神妙な顔をしながら、司祭の背後で控えめに立っている神父をちらちらと盗み見ていた。ブレナン神父は折り目正しく両手を前で重ね、少々俯き加減で立っていた。その端正な容姿は、ミサ用の清楚な衣装に身を包んでいても眩しくて、トビーはうっとりしながら神父を眺めていた。

　やがてミサが終わり、両親が司祭と語らっている間に、トビーはブレナン神父を捜しに礼拝堂を抜け出した。

　――神父様はどこにいるんだろう。

　小走りで教会内を歩き回っていると、廊下の角を曲がった奥にある小部屋の前で、ブレナン神父を見つけた。
「神父さ……」

　駆け寄ろうとして、そこに神父以外の人影に気がつき、慌てて引っ込んで角の壁面に身を寄せる。

　そーっと顔だけを覗かせて見ると、そこにいたのはブレナン神父とジャスティンだった。

　トビーは途端に怒りで顔を真っ赤にした。

　――何であいつがいるんだ。

　ジャスティンは聖歌隊のメンバーの一人で、必ずミサに出席している。トビーとは同い年だ。トビーも聖歌隊に応募したが選ばれなかった。応募の動機がブレナン神父のそばにいたいという理由だったので、落ちても別段どうでもよかったのだが、最近神父に付きまとっている聖歌隊の一人がいやに目についていた。それがジャスティンだった。

　トビーは息を殺して、二人を食い入るように見る。ジャスティンは何かしら熱心にブレナン神父へ喋っている様子で、神父は笑顔で耳を傾けている。二人の会話は聞こえないが、とても親密そうに見えた。

　トビーの目が不愉快そうに険しくなった。喉が渇き息もあがってきたが、じっと堪えて様子を窺う。

　しばらくして、ジャスティンが嬉しそうに両手を広げてブレナン神父に抱きついた。びっくりしたトビーは、危うく飛び出してジャスティンに殴りかかるところだった。その代わりに壁に指の爪を激しく立てて、刺すような眼差しを向ける。

　そのうちに、ジャスティンは手を振りながらブレナン神父から離れた。ブレナン神父も微笑みながら、手をあげた。ジャスティンは軽やかな足取りで、トビーが隠れている方へ来た。こっちへ曲がるなとトビーは念じた。まっすぐに行け、この野郎。その執念が通じたのか、ジャスティンはトビーには気づかずに、鼻歌交じりに真っ直ぐに歩いて行った。

　その後ろ姿が完全に消え去ったのを確かめてから、トビーは飛び出した。
「神父さま！」

　小部屋に入ろうとしていたブレナン神父は、驚いたように振り返った。トビーは一目散に走って行くと、迷わず神父に抱きついた。
「神父さま！　あいつと何をしていたの！」

　絶叫せんばかりの勢いで叫ぶ。
「あいつと何を約束したの！」

　ジャスティンの喜ぶ姿が目に焼き付いて消えない。二人の間で何の会話があったのか、考えるだけで卒倒しそうだった。

　ブレナン神父は突然現れたトビーの取り乱しように唖然としたが、その理由を察すると、すぐに安心させるような笑みを浮かべた。
「こら、トビー。隠れて覗いていましたね。いけないことですよ」

　トビーは赤面した。しかし感情は収まらない。
「でも神父さま！　ジャスティンがあんなに神父さまにべたべたするなんて！　ジャスティンはすごく嫌な奴でいっつも僕の悪口を言うんだ！　僕の歌が下手だって！」

　トビーは半分涙目になって訴える。聖歌隊に選ばれなくても全く悲しくなかったが、ジャスティンに馬鹿にされるのは悔しかった。
「ねえ神父さま！」

　だがブレナン神父はしがみつくトビーの頭に、そっと手を置いた。
「トビー、相手を貶す言葉を口にしてはいけません。神はとても哀しまれます」

　そう諭す声が哀しそうで、トビーは開きまくっていた脣を急いでくっつけた。
「ジャスティンがトビーを悪く言ったことなど、私は一度も聞いたことがありません。だからトビー、あなたもジャスティンを悪く言ってはいけません」

　トビーの顔が恥ずかしそうに赤らんだ。でも、神父さま。トビーは心の中でぐちぐちと反論する。あいつは神父さまの前ではいい子ぶっているんです。神父さまに気にいられたいから。あいつが僕の悪口を言うのは、神父さまと僕の仲がいいからで……

　けれど、表には出さず、殊勝に頭を下げて従った。
「はい、神父さま」

　神父さまに嫌われたくないのは僕も同じ――トビーはまだ不満が燻っていたが、神父の哀しい顔は見たくなかった。
「トビー、あなたはとても心優しい子です」

　ブレナン神父は嬉しそうに微笑んだ。トビーはまた頬を赤らめる。神父さまは天使さまみたいだ。トビーはドキドキする気持ちを抑えられなかった。
「でも神父さま、一つだけ教えて下さい」

　どうしても聞きたいことがある。先程のジャスティンとのやり取りだ。
「何ですか？　トビー」

　ブレナン神父は穏やかに尋ねる。その様子にトビーは安心して聞いてみた。
「今週の土曜日に、聖歌隊がニューヨーク市警の催しに招かれているのです。それを見に来てほしいとジャスティンにお願いされたので、行くことにしました」

　屈託なく話す神父に、トビーの顔つきが一瞬陰険に歪んだ。
「――そうですか」

　どうしてジャスティンなんかのお願いを神父さまが聞かなきゃいけないんだ。トビーは面白くなかった。ジャスティンの魂胆が見え見えで、無邪気に承諾したブレナン神父へも少しだけ腹が立った。
「トビーも一緒に行きますか？」
「……えっ？」

　突然振られて、びっくりしたように顔を上げると、ブレナン神父はもう一度言った。
「私と一緒に行きますか？」

　目元に優しげな笑みが浮かぶ。

　トビーは神父と目を合わせられないというように少々俯いた。ブレナン神父にはトビーの苛立ちやジャスティンの思惑といった俗な感情などない。そのような気持ちなど、想像すらつかないだろう。純粋な好意からの誘いであるのはわかった。

　――でも、神父さま。

　そんな聖人のような神父に対して、トビーは絶対に口に出さないことを心の中で呟く。僕はジャスティンが嫌いなんです。だってジャスティンは神父さまと仲良くなりたいと思っているから。僕は神父さまに近づく連中がみんな嫌いなんです。

　――神父さまだってわかっているはずなのに……

　数日前の出来事を頭の中に思い浮かべる。ブレナン神父と熱心に喋っていたトビーは、勢い余って神父にキスをしてしまった。傍目からは、成人男性であるブレナン神父が未成年の少年に対し、キスというふしだらな行為をしたという場面に見えた。ブレナン神父は驚き、狼狽した。トビーも慌てて謝罪した。その後で、自分の辛い悩みを打ち明けた。家族や学校や友人たちのこと。ブレナン神父はキスをされたことも忘れて、親身になって聞いた。そしてトビーを慰め、勇気づけた。神はあなたと共にいると。トビーは目元をぬぐって頷きながら、内心ガッツポーズをした。神父さまは僕に同情している。辛い悩み云々は嘘八百を並べただけだったが、トビーはどうしてもブレナン神父の気を引きたかった。それがどうやら成功した。しかもどさくさに紛れてキスまでできた。トビーは有頂天になった。これから神父さまと個人的に親しくなれる。今までよりもずっと深く……

　それなのにと、トビーは苛々した。ブレナン神父にとっては、トビーもジャスティンも迷える子羊なのだ。
「行きます」

　トビーはきりっと表情を整えて、ブレナン神父を見上げた。
「本当は、僕はジャスティンの歌声が大好きなんです」

　堂々と大嘘を舌先に並べながら、トビーは作戦を練ることにした。まずはブレナン神父をジャスティンのために一人で行かせてはならない。
「それは良かったです」

　ブレナン神父は素直に喜んだ。トビーの言葉をまるで疑わない様子に、ちくりと胸が痛んだが、先程のようにブレナン神父にジャスティンがまとわりついたら嫌だった。
「今週の土曜日ですよね、神父さま」
「ええ、そうです。何も予定はありませんか？」
「はい、大丈夫です」

　たとえ何があっても僕は行くぞ。トビーは内心息巻いた。
「それでは、土曜日に一緒に行きましょう」

　ブレナン神父はトビーを誘うように軽く頷くと、ゆっくりと歩き出した。トビーも嬉しそうに神父へくっついていく。
「すごく、楽しみです、神父さま」
「私もですよ、トビー」

　会話を弾ませながら、トビーはこっそりと考える。どうしたら、神父さまの特別な子羊になれるんだろう、と。
「トビーのご両親にもお話して、外出する許可を得ましょう」
「はい、神父さま」

　信仰深い両親が反対するはずはない。むしろ、自分たちも行くと言うかもしれない。トビーは安心して、控えめに微笑み続けるブレナン神父を吸いつくように見つめた。

　――どうしたら、こんなにステキな神父さまをひとり占めできるんだろう。

　トビーは薄暗い地底へ這ってゆくように考え込む。

　――僕だけ、見て欲しいんです。

　そのためには、どうしたらいいんだろう。

　積極的にアプロ―チすればいいのか、それとも同情を引くためにまた泣けばいいのか。

　あるいは、わざと怒らせてみてはどうか。または、嘘をついて困らせてみてはどうだろう。

　――僕は、神父さまが好きなんです。　

　だから、どうすればいいんだろう。

　どうすれば……

 




 

 

「ワシントンまで、何日かかるんだ？」

　助手席に座るトラヴィスは、持ってきたサングラスを取り出しながら、少々うんざりしたように外を眺める。
「数日だ」

　クラウンヴィクトリアを運転するジェレミーの返事は、一言だった。
「数日か。その間の俺たちの任務は、ひたすらこの車を運転し続けることなんだな。やっかいな任務だぜ」

　トラヴィスはゆるいジョークを飛ばしながら、テキサスの日差しを避けるようにサングラスをかける。

　二人は病院を出た後、一路インターステートハイウェイへと向かっている。そこから広大なアメリカを横断して、ワシントンへと帰るのだ。
「そうだな」

　ジェレミーは見えてきたインターステートハイウェイの道路標識を確かめながら頷く。
「トラブルを起こさないで運転するのは、お前にはやっかいな任務だ」
「おいおい、ワシントンに到着するまで、建設的で友好な関係を築く約束だろう？　くそったれの本部が見えてくるまで、我慢しろ」

　笑いながら文句を言うトラヴィスに、ジェレミーはバックミラーに視線を散らしながら表情をほころばせる。
「我慢はする。いつものことだ」
「俺に嫌味を言っているんだな？」
「お前以外に我慢はしない」

　他人が聞けば惚気のろけのような科白に、トラヴィスはなぜか不貞腐れたようにそっぽを向いた。
「くそったれめ」

　だがその顔は、どこか照れている。
「お前は本当に嫌な奴だ」
「そのようだな」

　ジェレミーはトラヴィスとの毎度お馴染みの口喧嘩を、とても愉しそうに受け流していく。
「いいか、ジェレミー。俺は……」

　トラヴィスは負けじと応戦しかけて、ちょうど反対側の車線を走ってきた車に目をとめた。
「……車を止めろ！」

　ジェレミーは急ブレーキをかける。

　トラヴィスはサングラスを外し、外へ出た。

　すれ違いざまにその車も急停止すると、助手席のドアが開く。
「あら！　やっぱりトラヴィスじゃない！」

　現れたのはニコールである。
「もう帰るのね！　ニュースは見たわよ！」

　ホテルをチェックアウトする時、フロントにニコールはいなかった。代わりに「彼女、今日もデートよ」と聞いてもいないのに教えられたトラヴィスである。
「捜査に協力してくれて、助かった。感謝する」

　礼を言いながら、トラヴィスが気になったのはニコールが乗っていた車である。あのフェアレディＺだ。
「これから車をスクラップしにでも行くのか？」

　運転席にはデートの相手らしい男がいて、トラヴィスを窓ガラス越しに睨みつけている。

　ニコールはびっくりしたように笑った。
「違うわよ！　この車は彼とのドライブにずっと使うつもり。彼がこの車を気に入ったの。彼と出会ったきっかけも、この車なのよ」

　ニコールは運転席へ向かって、とびきりのウィンクをする。相手の男も同じく甘いウィンクを返す。
「……それは良かったな」

　トラヴィスは一八〇度の方針転換に驚きを超えて呆れたが、フェアレディＺがスクラップの運命から逃れたことには大いに喜んだ。
「これはいい車だ。これからもニコールに幸運をもたらしてくれるぞ。大切にした方がいい」
「そうね、大切にするわ。今の彼とつき合う間はね」

　と、どこまでも復讐の女神のような言葉を吐いて、ニコールは思わせぶりに上目遣いになる。
「でも、トラヴィスがそう言うなら、ずっとガレージに置いておくわ」
「……ああ、とてもいいアイディアだ」

　何気ににじり寄って来たニコールに、トラヴィスは笑顔を貼りつけたまま、さりげなく一歩引いた。野性の勘が不慮のアクシデントを警戒したのか、何とかしろというように相手の男へ視線を投げつける。すると、激しいクラクションがフェアレディＺから鳴った。
「あら、大変。彼がヤキモチを焼いているわ」

　ニコールは満面の笑顔になると、トラヴィスへひらひらと手を振った。
「じゃあね、ミスターＦＢＩ。この車の安否が知りたかったら、いつでも私のガレージへ来てちょうだい。待っているわ」
「ああ、またな」

　トラヴィスもホッとしたように手を上げる。

　ニコールが車に戻ると、すぐにフェアレディＺは爆音を上げて走り去った。トラヴィスは両手を広げて肩をすくめると、やれやれというように自分も車に戻ろうとした。その時になって、ジェレミーが窓を開けて、こちらをじっと見ていることに気がついた。
「彼女、デートだとさ」

　開いた窓越しに再び肩をすくめてみせると、ジェレミーはそっけない一瞥をくれた。
「お前を誘っているようだった」
「……おい」
「早く乗れ」

　トラヴィスは助手席のドアを開けながら、釈明するように口をひらく。
「捜査にあの車を借りたんだ。サンキューくらい言っておくべきだろう？」
「さすがだな、ミスターＦＢＩ」

　ジェレミーは冷たい。

　トラヴィスは無視して言い続ける。
「あのフェアレディＺはいい車だ。それをぶっ壊したいと言われていて、俺は止めた方がいいと……」

　今度はそんなトラヴィスを無視するように、クラウンヴィクトリアが動き始める。
「お前とあの女性との関係は、ワシントンに着くまでにゆっくりと聞こう」
「ホテルのフロント係と客だ。それで終了だ」

　トラヴィスは速攻で言い返す。
「私を納得させるんだな」

　ジェレミーはトラヴィスを振り返ると、薄く笑う。
「ワシントンへ到着するまでのお前の任務は、それだ」
「任務？」

　トラヴィスはシートの背にのし掛かると、面倒そうに髪をかく。
「つまり、あと百回は同じことを言えってことか？」
「分かっているようだな」

　クラウンヴィクトリアはスピードをあげていく。
「時間はたっぷりとある。安心して、任務を遂行するんだな」

　アイスブルーの瞳には面白そうな色が滲んでいる。

　トラヴィスはじろっと睨んだ。だが何もかも見透かしているかのようなクールビューティーにはお手上げというように、フンと鼻を鳴らした。
「しょうがない。頑張って任務に励むか」

　互いの苦笑いが、車内を包み込む。

　ほどなく、クラウンヴィクトリアはインターステートハイウェイへ入って行く。ワシントンＤＣを目指しての、二人だけの長い任務が始まった。

 




 



 エピローグ 
　アスランは身の回りの物を全部詰め込むと、ファスナーを締めてバッグを手に持った。元々持ち物自体が少ないので、大して入ってはいない。これ以上増えることもないだろう。

　あの事件から一週間は過ぎた。カートから受けた傷口も塞ぎ、頭の包帯も取れた。治療してくれたメラー医師も、ほぼ怪我は治ったと太鼓判を押してくれた。

　だから、この町を去ることに決めた。

　カートの裁判はまだ始まってはいない。あの傲慢な弁護士が逐一口を出し、ウォーレン保安官と対立しているが、裁判自体は何事もなく行われるだろうとロイドから聞いた。裁判の行方は気になるが、保安官に全て託すことにした。　

　何か、心の中で一区切りがついたのだ。

　射し込む日差しが明るいリビングルームを見渡して、ここで過ごした日々を思い返す。ロイドには世話になった。精神的にも、肉体的にも。

　アスランは小さく溜め息をついた。昨夜、この町から出て行くことを告げた。ロイドは何も言わなかった。だが今朝起きると、ロイドの姿はなかった。

　――もう私にうんざりしているのだろう。

　およそ半年間、一緒に暮らした。この家は不思議と居心地がよくて、必死になっていた自分に安らぎを与えてくれた。まるでニューイングランドの実家で過ごしているような、そんな和らいだ場所だった。

　アスランは忘れるようにかぶりを振った。ここは私の家ではない。もう出て行かなくてはならない。

　もう一度、何かを忘れたかのように見回すと、背を向けた。バッグを片手に玄関へ向かい、外へ出る。テキサスの太陽が、熱い光を振りそそいでくる。それは初めてこの町へ来た時から、全く変わってはいない。

　アスランは玄関のドアを閉め、あとは振り返らずに、淡々とガレージへ向かった。ガレージにある車を運転して、まずはこの町を出る。それから……

　突然、車のエンジン音が聞こえた。

　ガレージの手前で、アスランは立ち止まって振り返る。後方の道路から一台の車がゆっくりと現れ、アスランの横で停車した。
「間に合ったな」

　ロイドだった。運転席のドアガラスを下げ、アスランを見上げる。
「乗れ」

　アスランは驚いたようにロイドを見返す。すぐに声が出なかった。
「……何を言っているんだ、ロイド」
「お前と一緒に行くんだ」

　ロイドは当たり前のように言った。
「レイフとも話はついた。俺はもう副保安官じゃない。お前とこの町を出る」
「駄目だ」

　反射的にアスランは口にした。
「どうして？」

　ロイドはドアに身を寄せて、どこか興味深そうな表情を浮かべる。
「俺がそばにいるのが嫌なのか？」
「……」

　アスランは返答に詰まった。なぜなのか、自分でもよくわからない。
「……君はここにいるべきだ」
「だから、どうして？」
「ここで、やるべきことがあるはずだ」

　そうだ。アスランはすぐに浮かんだ。カートの裁判をウォーレン保安官と共に闘って欲しい――
「無駄だ、アスラン」

　まるで胸の内を読んだかのように、ロイドはカウボーイハットのつばを上げて、アスランの顔をよく見る。
「俺のやるべきことは、たった一つだ。それはアスランのそばにいることだ」
「ロイド……」
「アスランが拒否しても、俺は絶対に引かない。アスランが俺にとっての地平線になろうとも、ずっと追い続ける」

　海のようなエメラルド色の眼が、射貫くように強くなる。
「俺の気持ちは揺るがない」

　アスランはたじろいだ。ロイドの言葉も眼も、何もかもが引力のように強烈だった。それほどの迫力だった。

　――ロイド……

　不意に、同じ色の瞳が重なりあう。

（明日の朝、お前が目覚めたら、そこでは新しい世界が始まっている――）　

　彼の残した言葉が、明け方の光のように、心の中に広がってゆく。

　――新しい世界……

　アスランは無意識に片手で拳を握りしめた。感情が溶け出すくらいに熱くなってゆく。それは信じられないほどの昂りだった。
「ロイド」

　彼のことを思い出すだけで、目元が潤んでくる。僅かに残っている理性が、辛うじて押しとどめた。
「どうしても、私と一緒に行く気なのか？」
「そうだ」

　ロイドは力強く頷く。
「後悔はしないか？」

　すると、馬鹿なことを聞くなというように、ロイドは一笑に付した。
「これまで、後悔をしたことはない。これからもない。俺の人生は、そんなつまらないものじゃない」

　優しくウィンクをする。
「アスランもきっとわかる。俺の言葉の意味がな」　

　そう言うと、ロイドは体を動かし、腕を伸ばして助手席のドアを押し開けた。
「乗れ、アスラン」

　アスランはその声に押されるように、躊躇いつつも足を踏み出した。助手席のドアをさらにこじ開け、シートに座る。後ろの座席には、荷物が見えた。
「随分と用意がいい」

　少しだけ、笑った。
「当たり前だ、俺はいつだって準備万端だ」

　ロイドはアスランのバッグを受け取ると、後ろの開いているスペースに置く。
「この家も、ウェンディに話をつけている。いつでも、地平線を追いかける準備はできていた」

　ロイドは助手席に座ったアスランを改めて眩しげに見つめ直すと、アクセルを踏んだ。
「で、どこへ向かう？　俺はどこまでも行くぞ」
「……そうだな」

　車はその場を大きく回って、来た方向の道路へと走り始める。アスファルト舗装の道路が、フロントガラス一面に広がってきた。
「まずは、目の前に見える地平線を目指そう」　

　そこには、新しい世界があるはずだ――

　アスランは静かに目を閉じた。様々な想いが、瞼の裏を駆け抜けてゆく。
「……ありがとう」

　振り返ったロイドと、視線が絡み合う。ロイドは無言で頭を軽く振った。そんなものは不要だというように。

　アスランはようやく心が落ち着いたように息をつくと、シートに深々と身を沈め、再び前を向いた。アスファルト舗装の道路は、乾いた大地の中を果てしなく伸びている。

　二人を乗せた車は、テキサスの地平線へ向かって、スピードを上げていく。

　やがて、それは見えなくなった。

 




 



 エピソード１　Ｍｉｓｓｉｎｇ　ｙｏｕ 
「予定よりも、早くテキサスを抜け出せて良かったな」

　トラヴィスはそう言いながら、買ってきたコーヒーをジェレミーへ手渡した。
「そうだな」

　硬いベッドの上に腰かけて、上着を脱ぎネクタイもゆるめたジェレミーは、紙コップを受け取ると、慎重に口につける。

　二人はテキサス州からミシシッピ州へ入ったあたりで、インターステートハイウェイを一度下りて、近場のモーテルで一泊過ごすことにした。もう外は深夜になっている。
「お前もずっと運転していて疲れただろう。明日は俺が運転する。もう寝ろ」

　トラヴィスも隣にあるベッドに腰をおろし、コーヒーを飲む。
「それにしても、よくこんな距離を車で走ってきたな。俺だったら途中で発狂して、車でテキサスまでドライブしろと言ったワシントンの本部ビルに、突っ込んでやるところだ」

　助手席に一日中座っていたトラヴィスは、サイドテーブルに紙コップを置くと、硬くなった体をほぐすように、両腕をあげて伸びをする。

　対して、ずっと運転していたジェレミーは、慣れているのか、あまり疲れてはいないようだった。
「それは最終手段にするんだな」

　むしろ、笑う余裕もあるようだった。
「それに、本部は車で行けとは指示してはいない。私の自己判断だ」
「すごい自己判断だな。何が起きたんだ？」
「何も起きてはいない」

　トラヴィスの動きを目で追いながら、ジェレミーは空になった紙コップをそばにあるゴミ箱に捨てる。
「長距離を運転するのは慣れている」
「ドライブが趣味だったか？」
「違う」

　ゆるめたネクタイを外しながら、ジェレミーはどこか意味ありげにトラヴィスへ視線を送る。
「昔、車を運転してお前に会いに行っていた」
「……そういえば、そうだな」

　トラヴィスは天然の鈍感っぷりを発揮して、何も考えずに思い出す。
「休みの日には、頻繁に会いに来てくれたな」
「だから、慣れている」

　トラヴィスへ聞こえるように、冷たく言った。
「お前は、一度も私へ会いに来てはくれなかったな」
「……」

　ここで、ようやくジェレミーが何を言いたいのか察知したトラヴィスは、対恋人用の危機管理能力が発動し、やおら弁明を始めた。
「ああ……仕事に慣れるので手一杯だった。しょうがないだろう」
「そうだな、お前ならしょうがないだろうな」

　ジェレミーはひざに肘をついて、両手を組む。

　トラヴィスは皮肉を聞かない振りして続ける。
「それに、お前が来たから、俺が行かなくてもいいと思った」
「素晴らしいな、トラヴィス。いつもお前には感動させられる」
「おいおい、昔のことだろう？」

　不穏な空気を蹴飛ばすように、トラヴィスは努めて明るく振る舞うが、ジェレミーは組んだ両手の上に顎をのせて、そんなトラヴィスに冷淡な一瞥をくれた。
「もう少し、まともな言い訳を考えるんだな」

　薄情な恋人は降参した。
「わかった。俺が悪かった。俺もお前に会いに行けばよかった。どうして行かなかったのか、自分でもわからない」

　正直者のトラヴィスは、つい余計に喋ってしまう癖がある。
「私のことは忘れていたんだろう」

　ジェレミーの氷のような視線は、目の前のトラヴィスから微動だにしない。
「つまりだ」

　トラヴィスはその視線から逃れるようにあらぬ方向を見ながら、大袈裟なジェスチャーをする。
「お前は正しい」
「そうだろうな」

　ますます目がすわる。

　いやに絡んでくるなと、トラヴィスは首を傾げた。何か気に入らないことでもあったのかと考えてみるが、自分の件以外に思い当たる節はない。当たり前だが。
「ああ、俺が言いたいのは」

　長時間運転して疲れているんだろうということにして、そのとおり口にした。
「お前は疲れているんだ、ジェレミー」
「だから？」
「もう寝ろよ」

　トラヴィスはいいことを思いついたというようにウィンクする。
「俺が優しく介抱してやるよ」

　上着を脱いでベッドの上に放り投げると、立ち上がった。そのままジェレミーへ近寄り、屈んで顔を寄せると、唇に軽くキスをする。
「会いに行かなかった分だけキスしてやるから、もう怒るな」

　もう一回、キスをする。今度はたっぷりと長く。ずっと会えなかった恋人への久しぶりの再会のような接吻を。

　しばらくして唇を離そうとした瞬間、ジェレミーの手が颯爽と動いて、トラヴィスの頭を引き寄せた。お互いの息が荒くなり、さらに唇を熱く重ね合わせる。

　二人はその体勢のまま、ベッドの上に倒れた。
「服くらい脱がせろよ」
「私が脱がせてやる」

　トラヴィスを仰向けに押し倒すと、ジェレミーは恋人のワイシャツのボタンを手慣れた動きで外していく。
「実はそれほど怒ってはいない」
「本当か？」
「お前に会いに行くスタイルが、自分には合っていた」

　ワイシャツを押し開き、下着の下から手を入れる。
「どうして……自分に合っていたんだ？……」

　胸や肌を撫でていく冷たい手のひらの感触にくすぐったくなりながら、トラヴィスは呟く。
「私は待つ男ではない。それほど忍耐強くはない」

　ジェレミーは下着を押し上げ、厚い胸に口を這わせていく。
「それに、会いに行けば、必ずお前はいた」

　敏感な色合いの肌を吸い上げる。
「それで充分だった」

　トラヴィスは小さく声を洩らした。ジェレミーの唇が肌を這うのを感じながら、そういえばと思い返す。ジェレミーは休みの日には連絡なく自分へ会いに来ていたが、自分はなぜか必ず家にいた。出かけようと思えば出かけられたが、どうしてか、家の近所からは離れなかった。

　ふいに笑い出したくなった。
「……どうした？　トラヴィス」
「俺も、とんだ馬鹿野郎だったってことだ」

　ジェレミーは唇を離して顔をあげると、トラヴィスを上から興味深そうに覗き込む。
「あとで教えてやる。俺の気分が最高になったらな」

　会いたかったのは自分もだとは、セックスで興奮状態になれば口にできるかもしれない。

　ジェレミーは無言だった。だが涼しげなアイスブルーの瞳に笑みを浮かべると、頭を下げて、トラヴィスの首筋に顔を埋める。　

　二人は、互いに服を脱がしあうと、甘く抱き合いながらベッドに深く倒れ込んだ。

 




 



 エピソード２　Ｃａｌｌ　２ 
『何なんだ！！　あの男は！！』

　思わず、ミリアムは耳から携帯を引き離した。手のひらサイズの携帯から、まるでリピート機能がついているかのように怒りまくる弟の声が、怒涛の如く流れ出てくる。
『あんな馬鹿野郎がＦＢＩ捜査官だなんて俺は絶対に信じないぞ！　俺がせっかく情報を教えてやろうとしたのにふざけた応答しやがって！　ああミリー！！　あんな奴のためにどうしてミリーが俺に頼まなきゃいけないんだ！！　あんな奴とミリーが一緒に働いているなんて俺は許せない！！』

　ミリアムはちょっとうんざりしたように天を仰いだ。ちょうど夕食時で、仕事が休みだったミリアムはローズマリーと久々に食卓を囲んでいた。テーブルにはミリアムの好物が並んでいる。ローズマリーの手料理はとても美味しくて、伯母の好意に嬉しさを感じながらにこやかに食事をしていた時に、弟のジェラードから電話がかかってきたのである。どうして毎回毎回自分の休みの日がわかるのか、本当に不思議なのだが、弟からの電話はいつも長いので、すぐに切り上げようと携帯に出たのはいいが、真っ先に飛び込んできたのは怒りの雄叫びだった。
『本当に信じられない！　あの野郎のどこがＦＢＩ捜査官なんだ！　あんな奴が捜査官を名乗れるのなら俺だってＦＢＩ捜査官だ！！　そうだろう！！』

　まさに唾を飛ばさん勢いに、やれやれとミリアムは両目を閉じた。ジェラードが口にしているあの野郎とは、どう考えなくてもトラヴィスだろう。シカゴに出張中にトラヴィスから頼まれてジェラードに連絡を取ったのだが、それ以降のことは一切関知していない。これほどジェラードが怒っているので、何かが起きたのだろうとは思うが、日頃の捜査のパートナーの言動を見聞きしているミリアムは、何となく想像できた。
「ジェイ、まずは落ち着いて」

　携帯の向こうでハアハアと息を荒げている間に、ミリアムは冷静に呼びかけた。自分と向かい合わせに座っているローズマリーは、呆れたように顔をしかめながら、ソーセージのベーコン巻きを一つ口に入れる。伯母の機嫌も悪くならないうちに、ジェラードを正気に返らせて通話を切ることにした。
「トラヴィスと何かあったのね。でもね、彼をＦＢＩ捜査官に採用したのは私ではないわ。だからクレームは受け付けないわよ」
『わかっているさ！！　勿論ミリーのせいじゃない！　ミリーは完璧だ！　その完璧なミリーとどうしてあんな阿呆野郎が同僚なのか、さっぱりわからないんだよ！！』

　ジェラードは激しく絶叫している。

　ミリアムは思わず吹き出してしまった。一体トラヴィスが何をしたかは知らないが、ジェラードの怒りっぷりがハイテンション過ぎておかしかった。
「落ち着いてちょうだい、ジェイ。私は今、ローズマリー伯母さんと一緒に夕食を食べているのよ。美味しいソーセージやサラダが並んでいるわ。チーズもあるわよ。全てローズマリー伯母さんの手料理なの。素敵でしょう？　ジェイにも食べさせたいわ」
「その電話をあの子がすぐに切ったら、食べさせてやってもいいよ」

　ローズマリーは辛辣に口を挟む。
『それはとても素敵だな！　今度そっちへ行くから、ぜひ食べさせてくれ！　ローズマリー伯母さんにもよろしく言ってくれ！』

　ローズマリー伯母さんの文句が聞こえないジェラードは、全力で口にする。
「だからね、ジェイ」

　ミリアムはローズマリーをなだめるようにウィンクしながら、
「あなたのクレームはあとで聞くから、まずはこの美味しい料理を食べさせてちょうだい。それが今一番、ジェイが私にして欲しいことだわ」

　いつ終わるかわからない絶叫に付きあわされるのは勘弁してほしかった。
『……わかったよ、ミリー』

　自覚症状なしのシスコン男ジェラードは、急激に態度を変えて、姉の言葉にしぶしぶ頷く。
『俺も少し怒り過ぎた。悪かった。けしてミリーの食事を邪魔しようとしたわけじゃなかったんだ』
「ええ、そうね」

　少しどころではなかったが、ミリアムもいい加減お腹が減ってきたので、下手に荒波を立てずに切りたかった。
「わかってくれて嬉しいわ、ジェイ。また気が向いたら電話を寄越してね、じゃあね」

　と通話終了ボタンを押そうとして、ジェラードの慌てたような声が遮った。
『ちょっと待ってくれ！　一つ聞きたいことがあるんだ！』
「あら、何かしら？」

　コーヒーを一口飲んで、もう一度携帯を耳に当てる。
『ミリーを疑うわけじゃないんだが……』
「何なの？　ジェイ」
『俺の考えすぎだとは思うんだが……』

　ジェラードはぐずぐず言って中々本題に入らない。
「一体、何なの？」

　ミリアムは呆れた。
「私もジェイの考えすぎだと思うわ」
『まだ、何も言っていないだろう？』

　ジェラードは拗ねる口調になる。
『よし、それじゃあ聞くぞ。あの男……』
「トラヴィスのこと？」
『そうだ、名前なんてどうでもいい。あの馬鹿男、ミリーの恋人じゃないよな？』

　ひどく深刻な声だった。

　ミリアムは携帯を耳に当てながら、一瞬、目が点になった。次には、大きく吹き出した。
『ミリー！　俺は真剣なんだぞ！』
「だってジェイ。すごくおかしいわ」

　ミリアムは文字通り笑いが止まらない。
「どうしてトラヴィスと私が恋人になっているわけ？　同じＦＢＩ捜査官だからという理由以外で聞きたいわ」
『勿論、そんなチープな理由じゃないさ。とても親しい感じがしたんだよ。俺に頼みごとをするくらいにね』
「あのね、ジェイ」

　まだミリアムは笑っている。だが目の前のローズマリーは明らかに不機嫌になってきているので、この心配性な弟にそれは妄想だと適切に説明して電話を切ることにした。
「トラヴィスは捜査に必要だから、私へ依頼してきたのよ。私たちは任務を解決しなければならないわ。そのためなら、お互いに協力しあうのは当り前よ。火星で一緒に住めと命令されたら、ロケットに乗って飛んでいくわ。それだけよ。ドラマチックな展開なんかないわ。ジェイはテレビドラマの見過ぎなのよ」
『わかっているさ。ミリーがあんな男を相手にするわけがない。俺がちょっと心配しただけだ』

　ミリアムは苦笑する。携帯電話を手に、ジェラードがしたり顔で口にしている様子が浮かんだ。
「納得してくれたのなら、今度こそ切るわよ。またね、ジェイ」
『ああ、またすぐに電話するよ』

　と、ジェラードも平然と言うと、通話は切れた。

　ミリアムは携帯をテーブルに置くと、ふっと息を吐く。さすがに馬鹿馬鹿しい内容に、肩をすくめるしかなかった。
「全く、何なんだい、あの子は」

　ようやく電話が切れて、ローズマリーは不機嫌丸出しで文句を言い始める。
「いちいちミリーに電話をしないと、死ぬ病気にでもかかっているのかね。お前の電話はハエのように迷惑だって、今度かかってきたら私が言ってやるよ」
「大丈夫よ、ちょっと馬鹿な心配をしただけみたいだから」

　いつものことよと、ミリアムは事もなげに言って、食べかけのチーズを口に入れる。
「いつも馬鹿な電話ばかりしてくるからねえ。心配するだけ無駄だよ」

　ローズマリーは手厳しい。
「そうね」

　まだまだ言い足りない伯母の小言を聞きながら、ミリアムは捜査のパートナーであるトラヴィスのプライベートに関しては何一つ知らないことに思い当たった。お互い仕事の付き合いなので、それ以外に踏み込んだりはしていない。だからトラヴィスに恋人がいるかのどうかも知らない。

　いるのかしらねと、ローズマリーの愚痴を聞きながら、ふとミリアムは思ったのだった。

 




 



 エピソード３　Ｓｅｘｕａｌ 
　モーテルにある安物のベッドは、ずっと小気味よく軋み続けている。
「あ……ああ……」

　シーツの上で仰向けに寝かされているアスランは、熱に浮かされたように声をあげていた。白い肌の線をなぞるように汗がこぼれ、シーツを濡らす。シーツは乱れ、背中がこすれるたびに、ひどくよじれていく。

　裸の肉体はすでに熱かった。両足を押し広げられ、恥部を激しく突かれている。腰も動きに合わせて、大きく揺れ動いている。
「……ああ、ロイ……あ……」　

　ロイドはアスランの両足を持ち上げ、肩で担いでいる。頑丈な肩は男の両足をのせても苦にならず、足の間に自分の身体を入れて、アスランを抱いている。

　アスランは堪えられないように顔を横にし、目を閉じていた。もう全身が敏感に感じていた。ロイドのペニスは慣れたように侵入して、深く貫いていく。貫かれるたびに、めくるめく昂奮に熱く縛られる。理性が消え、ひどく感じたいという欲情だけになる。もう繰り返し中で達している。しかし、ロイドは行為を止めようとはしない。

　アスランの恥部からは、ねっとりした白い精液が、挿入しているペニスの隙間をぬって這い出て、肌をつたい、シーツにぽつりと垂れ落ちている。それは淫靡いんびな匂いを漂わせ、汗の匂いと交わって、さらに性欲を刺激させる。
「アスラン……もっと……抱いていいか……」

　ロイドは口から熱い息を吐き出す。全身の肌には汗がきらめいている。随分と行為に及んでいるが、疲れも見せず、深く何度も突く。
「……ああ」

　考えるよりも、先に口に出していた。

　ロイドの動きが早くなった。アスランの腰を持ち上げ、臀部を浮き上がらせると、激しく貫いていく。
「ああ！　あ、あ、あ……ロイ……あ！　ああ！……」

　喘ぎも、一段と大きくなる。

　アスランは背を反らせ、両手でシーツを握りしめる。下半身を貫く快感を恥じるように、唇を引き結ぼうとするが、無理だった。
「あ、ああ、ああ……」

　手の指先はシーツを握れなくなり、アスランは声をあげて抱かれ続けた。

 

「……喉は渇いていないか？」

　ようやくロイドは行為をやめると、深々とベッドに沈むアスランの濡れた髪を優しく撫でる。
「……少し、渇いている……」

　アスランの声はだいぶ掠れていた。

　ロイドは身を屈めてアスランとキスをすると、立ち上がった。
「今持ってくる」

　サイドテーブルにあるランプをつけた。辺りがパッと明るくなり、裸体のまま、近くのテーブルにあるペットボトルを手に取ると、ガラスコップにそそぐ。

　アスランは目だけでロイドを追う。大柄で精悍な肉体が、小さなランプの灯りでも非常に魅力的に映る。まるでギリシャ彫刻のように肉感的で野性的だ。
「どうした？」

　ミネラルウォーターを入れたガラスコップを手に持ってくると、ロイドはアスランの目が自分を見つめているのに気がつく。
「疲れたのか、アスラン」
「いや……」

　アスランは肘をついて身を起こすと、ロイドからコップをもらう。
「君がとても魅力的だから、思わず魅入ってしまったんだ」

　コップに口をつけ、一気に飲んでいく。

　ベッドに腰を下ろしたロイドは、吸い寄せられたようにミネラルウォーターを飲むアスランから目を離さなかった。少しだけ昂奮の色を滲ませて。
「ああ、随分と喉が渇いていたようだ」

　全部飲み切ってしまい、口元を手でぬぐいながら、コップをサイドテーブルに置こうとした。だがロイドが横から腕を出して、コップを掴み取る。

　アスランは不思議そうに顔を向ける。だがロイドは無言でコップをサイドテーブルに置くと、アスランの顔を両手で包み込み、荒々しく脣を重ねながら、再びベッドに押し倒した。
「ロイ……」

　上から覆いかぶさり、ベッドに抑えつけ、舌を入れながら、繰り返し濃厚なキスをする。

　アスランもロイドの背中に手を回し、息を乱しながら、舌を絡ませあう。ロイドの手はアスランの胸や腰を触り、太腿や臀部を愛撫しながら、もう一度両足を広げようとする。
「あ……ロイド……」

　駄目だと、アスランは抵抗しようとした。しかしロイドは広げた両足の間に身を伏せて、アスランのペニスを舌で舐め始める。
「やめ……あ……」

　ペニスもぐちゃぐちゃに濡れていた。ロイドは慣れた風に口に含んで、甘く吸い上げる。その快感が全身を貫いて、アスランは背中を弓なりに反らした。
「やめたくないだろう、アスラン」

　ロイドはペニスを口から放す。
「俺はやめたくない……すごく昂奮しているんだ。アスラン……俺を助けてくれ」

　濡れた唇を手の甲でぬぐうと、息を切らしながらアスランの両足を下から持ち上げ、再び恥部にペニスを挿し込む。

　アスランは掠れ声で喘いだ。

　腰が揺れ、激しい動きが始まる。
「……ああ！……あ、あ……」

　中を何度も突かれながら、何がロイドの欲情を煽ったのか、アスランにはわからなかった。

　だが、そんな疑問などすぐにかき消え、二人はずっと熱く身体を重ね合わせた。

 




 



 真夜中の目撃者 
「……起きろ、ジェレミー」

　肩を大きく揺さぶられて、ジェレミーは目を開けた。すぐに身を起こすと、隣で寝ていたはずのトラヴィスが車の窓ガラスに張りついて、険しい表情で外の様子を伺っていた。
「どうした」

　周辺の状況確認を素早く行う。自分は運転席のシートを倒して眠っていた。トラヴィスは助手席にいた。暗い車内。エンジンは切っている。車のロックもかかっている。外は黒いペンキをぶちまけたかのような暗闇だ。腕時計はＡＭ一：〇〇を廻っている。
「……近くに何かがいる」

　トラヴィスは窓に顔をすり寄せて、警戒する口調で答える。

　ジェレミーはフロントガラスへ目をやった。
「見えるのか？」
「ああ。暗いが、目が慣れてきたらわかった。動物の影のようなものが動いている」

　ジェレミーもトラヴィスが見ている方へ視線を伸ばした。目を凝らすが、すぐに暗闇に順応はできない。
「いつ気がついた」
「さっきだ。目が覚めて、欠伸をしていたら、俺の目の前を何かが横切った」

　その普段と変わらない健康的な声を聞いて、ジェレミーは軽く笑った。二人は短期休暇中で、西部のアリゾナを目指してドライブしていた。途中、モーテルで寝泊りしていたのだが、今夜は運悪く見つからなかった。それだったら車内で適当に寝ようという話でまとまり、ハイウェイからいったん離れて、郊外のあまり人気のない森林近くに車を止めた。買っていたベーグルやサンドウィッチを食べた後で、全うな成人男性であり普通に性欲のある二人は、カーセックスへと洒落込んだ。

　助手席のシートを倒して、その上でトラヴィスは両足を開き、ジェレミーの体を受け入れた。上半身は白いシャツを着たままにして、胸をはだけて、ジェレミーは舌で舐めてゆく。剥き出しの乳首を甘く噛んだり、肌を強く吸った。その度に、トラヴィスは気持ちよさそうな声をあげる。
「どこまでいきたい？」
「……お前のロケットが元気に発射するところまでだな」

　トラヴィスはジェレミーの下から、愉快にウィンクする。

　ジェレミーはその言い方に笑みを漏らしながら、手を下へ伸ばして、トラヴィスのペニスを握った。ペニスはもうすでに濡れていて、べっとりとした白い液が垂れている。手のひらでいじりながら、慣れた手つきで優しく扱いた。その動きに突き上げられるように、シートの上でトラヴィスは息を乱しながら身をよじる。

　やがて、ジェレミーも我慢できなくなった。ペニスを手放し、トラヴィスの両足を両腕で持ち上げると、腰を掴んで一気に貫く。ゆるんだ恥部は、深く熱く恋人のペニスを呑み込んでゆく。シートが軋むほどに行為を繰り返し、トラヴィスの色っぽい喘ぎ声とジェレミーの荒い息遣いだけが、車内に響いた……

　それから数時間も経っていない。セックス自体はいつもどおりに激しかったが、やりすぎずに、程々に満足したところで止めて寝た。人影が見当たらないとはいえ、パトロールしている警官はいるはずなので、現役のＦＢＩ捜査官が同性同士、しかも車内で裸で抱き合っている場面を目撃された日には、まず全米級のハリケーンゴシップが巻き起こるのは確実なので、その辺は二人とも一応注意していたのである。
「外を見てくる。お前はここにいろ」

　トラヴィスはロックを外して、ドアを押し開けようとした。だがジェレミーの手がそれよりも早く動いて、肩を掴んだ。
「野生の動物がいるのかもしれない」

　目は徐々に暗さに慣れてきたが、トラヴィスが言う動く影はまだ見えなかった。
「車のライトをつけよう」

　差し込んでいるキーを回した。ガソリンは昼頃に満タンにしてある。

　だが、エンジンはかからなかった。

　ジェレミーは慌てずに、数回キーを回した。車は全く反応しない。
「俺たちの夜のエクササイズのせいで、壊れたんじゃないのか？」

　トラヴィスは笑いながら、窓ガラスを拳で突っつく。
「それほど激しくはやっていない」

　ジェレミーは意味ありげにちらりと見てから、後部座席に腕を伸ばして、非常用の懐中電灯を取り出した。
「バッテリーが上がった可能性がある。見てくる」

　ドアを開け、外へ出た。懐中電灯をつけ、前方へまわり込み、ボンネットを開ける。小さな明かりで、ボンネットの中を隅々まで照らして見てゆく。
「おい、ジェレミー」

　トラヴィスも外へ出て、ボンネットの中を覗き込んだ。
「本当にバッテリーが上がったのか？」

　訊きながら、何かが聞こえたかのように背後を振り返った。そのまま微動だにしない。
「どうした」

　ジェレミーは顔を上げると、トラヴィスが見ている方角へライトを向けた。眩しい明かりの中で、生茂る雑木林が浮かびあがる。
「俺の見間違いかもしれないが……」

　トラヴィスは首をひねった。
「人がいるように見えた」

　そこだと、ちょうど明るく照らされた場所をひとさし指で示す。

　ジェレミーは注意深く周辺を照らしていく。
「どんな人間だった」　
「……ガキのように見えたんだが……」

　トラヴィスは自信なさそうだ。
「暗いのに、どうして見えたんだ？」

　しごく真っ当なことを質問する。

　指摘されて、初めて自分でも驚いたというように、トラヴィスは慌てた。
「いや……そうだな、何でガキがいるってわかったんだ？……ああ、あれだ」

　思い出したというように、急いで言った。
「顔が見えた。白かった。女の子だった。金髪だ」

　頭に浮かんだ単語を順序に吐き出したというような言い方だった。

　ジェレミーはまだ懐中電灯を向けながら、トラヴィスの単語を解読してゆく。
「つまり、暗がりの雑木林に白人の金髪の少女がいたということだな？　様子はどうだった」
「……別に、普通だったと思う。こっちを見ていたんだ」
「トラヴィス、最初から整理しよう」

　ジェレミーは少々混乱してきた様子の恋人を落ち着かせるように、肩に手をのせた。
「目が覚めたら、外で何かが動く気配がした。車から降りて、雑木林に目をやったら、白人の少女がこちらを見ていた。そうだな？」
「……まあ、そんな感じだな」

　トラヴィスは曖昧に首をかしげている。
「こんな深夜に人気のない森林で未成年の少女がいるとすれば、何らかの事件に巻き込まれた可能性がある。念のため、周辺を見て回ろう」

　ジェレミーはボンネットを下ろすと、車内から銃を持ち出した。自宅に置いてあるベレッタだ。それを手にし、もう片方の手で懐中電灯を持って前方を照らす。
「――待て、ジェレミー」

　今度はトラヴィスが引き止めた。
「やめようぜ」

　ジェレミーは意外そうに振り返った。いつもなら、こんな状況で率先して突撃してゆくのはトラヴィスである。
「何だか……嫌な感じだ」

　トラヴィスは両手を広げて肩をすくめていた。
「俺の勘はあたる。そう、気持ちが悪いんだ」
「だが、見たんだろう？」
「そうだ。でもよく考えたら、こんな真夜中に、こんな場所でガキを見るわけがない。俺の思い過ごしだ」
「それにしては、具体的な説明だった」

　ジェレミーはいきなり言い出した恋人の様子を怪訝そうに見守る。トラヴィスは明らかに嫌がっていた。
「だから、何で俺は見たのか……不思議で……」

　そこで声が途切れると、突然トラヴィスは呻き、自分の胸元を激しく掴んだ。
「トラヴィス」

　ジェレミーがすぐに駆け寄る。

　トラヴィスは胸元のシャツを乱暴に掴みながら、足元をふらつかせる。呼吸は荒く、眩暈がしたようによろけるのを、ジェレミーが支えるように抱きかかえた。
「具合が悪いのか？」
「……急に、胸が苦しくなった……」

　顔色を見ると、真っ青になっている。

　ジェレミーはトラヴィスを抱きかかえながら、車へ戻った。シートが倒れたままの助手席に寝かせ、自分も運転席に座る。懐中電灯の明かりで様子を見ると、まだ顔は青ざめ、額に汗が滲み出ていた。
「大丈夫か？」
「……ああ、大丈夫だ……」

　まだ息は苦しそうだが、トラヴィスは意識をはっきりさせようとするかのように瞬きをした。
「ここで休んでいよう。もう動かない方がいい」

　突然に体調を崩したトラヴィスが心配だった。そんな予兆など全くなかったので、原因が掴めない。容態を見守りつつ、連絡手段の携帯電話を側に置いた。ベレッタも手の届く場所に置く。ライトは消して、車のエンジンももう一度かけてみようかと考えた時、トラヴィスが窓の方へ顔を向けているのに気がついた。
「……トラヴィス？」
「……お前」

　トラヴィスはジェレミーの声など耳に入っていないかのように、むくりと起き上がると、外の一点を激しく見据えた。
「何を見ているんだ！」

　いきなり叫ぶと、懐中電灯を引ったくり、ドアをこじ開けて外へ飛び出る。
「トラヴィス！」

　ジェレミーもベレッタを手にして、車を出る。
「待て！　トラヴィス！」

　だがトラヴィスはまるで誰かを追いかけるかのように、雑木林の中へ走ってゆく。
「トラヴィス！」

　恋人の返事はなかった。

 

「待て！」

　トラヴィスは息をあげながら走っていた。

　目の前には、一人の少女が背を向けて走っている。周りは暗闇なのに、なぜか少女の姿は白く浮き上がって見えた。その姿を見失わないように、必死に追ってゆく。
「おい！　待てって！」

　こんな深夜の林の中にどうして少女がいるのか不思議だった。しかもなぜ車のそばにいて車内を覗き込んでいたのか。何か助けでも求めていたのか。それならば、どうして逃げてゆくのか。トラヴィスの頭には疑問符ばかりが点滅し、嫌な感じが胸を重たくしているが、どういうわけか走るのを止めようとは思わなかった。

　――足の速いガキだな。

　息を切らしながら、全く距離の縮まない少女の背中を睨む。少女はまるで目に見えない翼で地面を飛び跳ねているかのように軽やかだった。トラヴィスも特別に足が速いというわけではないが、未成年の少女に中々追いつけなかった。
「……くそっ」

　トラヴィスは地面を強く蹴ると、陸上選手のように猛然と走り込んだ。何でこんなに追いかけなきゃならないんだ？　と疑問が頭をもたげた時、ようやく少女の背中に追いついて、右肩を捕まえた。

　少女は、ピタッと立ち止まった。

　トラヴィスは荒い呼吸を繰り返しながら、懐中電灯をオンにして、少女の後ろ姿を照らす。少女は金髪の巻き毛を腰あたりまで垂らし、濃い藍色のワンピースを着ていた。袖は手首まで長く、裾は膝辺りを覆っている。白いレース模様の靴下を履いていて、靴は赤い。
「……どうして逃げるんだ？」

　この場に不釣合いな服装に若干の違和感を覚えながら、肩から手を離した。少女を眩しくさせないように、明かりを横にずらす。

　少女が、ゆっくりと振り返る。

　白くてあどけない顔が、暗闇の中でぼんやりと浮かび上がった。
「お前の親はどうしたんだ？　何があったんだ？」

　額に滲んだ汗を手でぬぐいながら、トラヴィスは矢継ぎ早に質問をする。こんな時間帯にこんな人気のない場所に一人でいること自体、普通ではない。ジェレミーの言った通り、何か事件にでも巻き込まれたのかと思ったが、少女は口を開かなかった。
「名前は何て言うんだ？」

　トラヴィスはようやくひと息ついて、幼い少女の目線に合わせるように、しゃがみこむ。少女の巻き毛には、空色のリボンがついていた。
「……エマ」

　赤い唇が小さく動く。
「ＯＫ。エマだな。俺はトラヴィスだ。よろしく」

　少女の警戒心をなくすために手を差し出したが、エマはその手を握ろうとしなかった。
「エマはここで何をしていたんだ？」

　トラヴィスは素直に手を引っ込めて、改めてエマを見る。そこで初めて、あれだけ走ったにもかかわらず、エマが全く息を切らしていないことに気がついた。
「……あなたを助けようとしたの」

　エマは低い声で言った。
「――俺を？」
「そうよ」

　ライトの明かりにいるエマは、ひどく陰鬱な表情で頷く。
「あなた、殺されようとしていたの」

　突拍子もない言葉に、トラヴィスはどうしようかというように苦笑いをした。
「誰が俺を殺そうとしていたんだ？」
「あの金髪の男の人」

　エマは真剣だった。
「ずっと心配していたの。いつか殺されちゃうって。わたし、訴えていたの。それなのに、全然気づいてくれないんだもん」

　トラヴィスはなだめるように頷いた。どうもエマは自分を誰かと勘違いしているようだと感じた。ついでに、殺される云々も思い違いしている可能性がある。そう考えて、この少女を保護することに決めた。
「ＯＫ、エマ。それじゃ、俺を殺そうとしている金髪野郎を一緒にやっつけに行こう」

　ジェレミーと連絡を取って、すぐに地元警察へ連れて行くことにした。迷子、もしくは家出。誘拐。保護者から届出が出ているかもしれない。色々と想定しながら歩き出そうとした時、突然、右足に激痛が走った。
「……何だ……」

　右足の踝が針に刺されたように痛み出し、思わず懐中電灯を落とした。照明が消え、顔を顰めて手探りで擦るトラヴィスの背中に、低くて暗い声が這いずった。
「――どうして、信じてくれないの……」

　トラヴィスは痛みを堪えながら、肩越しに振り返る。
「わたし、見ていたのに……あの人、あなたに似合わないわ……」
「……エマ？」
「だから心配でついてきたのに……」

　エマがゆっくりと白い手を持ち上げる。
「わたしと一緒に来て……ウォルター」

　手招きをする。
「こっちに来て……」

　スローモーションのように手招きを繰り返しながら、奥の闇夜へと姿を消してゆく。
「……おい」

　慌てて懐中電灯を拾うと、スイッチを入れた。だが点かない。
「エマ！」

　トラヴィスは懐中電灯を捨て、エマを追いかけようとした。痛みはまだ引きずっているが、歩けないほどではない。急いで向かおうとした時、背後が閃光のように光り輝いた。

　トラヴィスは眩しげに目を細めながら振り向く。
「大丈夫か、トラヴィス」

　ジェレミーだった。一際大きなライトを持ち、トラヴィスに近づいてくる。
「いいところに来たな」

　トラヴィスはジェレミーの姿に少々ホッとしながら、簡単に説明する。
「今から追いかける、お前は地元警察に連絡してくれ」

　踝の痛みはいつのまにか消えていたので、走って追いかけようとした。

　だが、ジェレミーに強く腕を掴まれた。
「行くな」
「……どうしてだ？」

　ジェレミーは無言でライトの照明を少女が消えた奥へ向ける。

　トラヴィスは信じられないように口を開けた。

　およそ二メートル先は、崖だった。

 

　まんじりともしない朝を迎え、トラヴィスは助手席でダッシュボードに両足を乗せながら、コーヒーを飲んでいた。隣の運転席では、ジェレミーが膝の上でノート型パソコンを開いている。

　深夜、車まで戻った二人は一応地元警察へ連絡をした。だが警察では未成年の迷子や家出、誘拐などの届出は一切出されていないという。その後、車のエンジンは不思議とかかったので、明け方近くにその場を離れて、ハイウェイ近くの店で一服のためのコーヒーを買った。
「……何かわかったか？」
「ああ」

　ジェレミーも紙コップのコーヒーを飲んだ。
「地元新聞に載った小さな事件がある。一年前、この林の中で殺人未遂事件が起こった。カップルが乗った車の中で、別れを切り出した相手を殺害しようとした。相手の男性は逃げ出して、警察に駆け込み無事だった。殺そうとした男性はすぐに逮捕された」
「どっちも男か？」
「そうだ。珍しいことではない」
「俺たちも男二人だからな。別れる時は、とりあえず新聞やネットのネタにならないように殴り合おうぜ」
「そうだな」

　ジェレミーは口元で笑いながら、キーを押す。
「被害者の男性の名は、ウォルター・ダミアーノ。彼のフェイスブックを見つけた」

　パソコンの画面を見せる。紙コップを口元につけながら、トラヴィスは肩を寄せて見入る。

　フェイスブックにある写真の男性は黒髪だった。
「こいつを殺そうとした男は、金髪だったのか？」
「そこまではわからない」

　ジェレミーは公開している写真の一枚をクリックした。

　そこに綴られていたのは、「ｍｙ　ｓｉｓｔｅｒ　Ｅｍａ」の文字。
「……小さい頃に、亡くなったんだな」
「病死のようだ」

　トラヴィスはその写真の少女をしばらく見つめる。髪は黒髪でショートヘア、肌はそれほど白くはなく、ニキビが散らばっている。病室と思しきベッドの上で、白い患者服を着た少女は、屈託なく笑っていた。

　ジェレミーはまたクリックする。
「彼はある物を探している」

　そこに映し出されたのは、一体の人形だった。
「生前のエマが可愛がっていたという人形だ」

　トラヴィスは飲んでいたコーヒーを危うく吹き出すところだった。
「……こいつだ」

　その人形は金髪の巻き毛で、濃い藍色のワンピースを着ていた。ワンピースの下には、白いレース模様の靴下に赤い靴が見える。巻き毛には空色のリボンがついていて、肌は雪のように白い。典型的なアンティークドールである。
「妹の形見として大切にしていたが、一年前紛失してしまったそうだ。原因はわからないと書いてある」

　トラヴィスはまじまじとその人形を見た。ベッドの枕元にちょこんとお座りしている人形は、物言わぬ顔で、画面の向こうからトラヴィスを見つめている。

　トラヴィスは頭を振った。深夜に会話をした少女と、どうしても面影が重なってしょうがない。

　――どうして、信じてくれないの……

　少しだけ怒りを含んだような声。

　――だから心配でついてきたのに……

　トラヴィスはその人形の画像から離れるように身を引くと、ダッシュボードに両足を上げたまま、シートにぐったりと沈んだ。混乱した頭の中身をどうにかするように、髪を手で掻きまくる。
「大丈夫か？　トラヴィス」

　恋人が遭遇した不思議な出来事を聞かされても、毛ほども動じなかったジェレミーである。
「俺は大丈夫さ。それより、そいつのフェイスブックに書き込んでやりたいな。捜している人形は、崖の下に落ちているかもしれないってな」

　どこかやけくそ気味な口調で言う。
「お前もそう思うだろう？」
「根拠がない」
「俺とセックスしたかったら、上っ面だけでもそうだと言え」

　するとジェレミーは笑いながらあっさりと言動をひるがえした。
「そう、お前の言うとおり、崖の下を大捜査した方がいい」

　トラヴィスは口をへの字に曲げる。
「くそったれめ」

　苦々しそうに吐き出すが、いつもの強気な口調は少々影をひそめている。
「……つまり、あれだ」
「何だ」

　ジェレミーはネットを閉じながら、冷静に聞き返す。
「俺は今、一番言って欲しい言葉がある」
「何て言って欲しいんだ？」
「昔やっていたドラマの科白だ」

　ひとさし指を立ててみせる
「超常現象を捜査する二人のＦＢＩ捜査官のドラマだ。女の捜査官がよく言っていた言葉があるだろう」
「ああ」

　ジェレミーはそれでトラヴィスの意図を察したように、パソコンの電源を落とすと、優しくその科白を口にした。
「トラヴィス、お前は疲れているんだ」
「それだ」

　トラヴィスは真面目くさった顔でひとさし指をくるっと振ると、何故か力いっぱい頷いた。
「俺は疲れていたんだ。だからだ。原因はそれだ」

　モルダー捜査官とは違い、ヴェレッタ捜査官は断固として納得すると、ダッシュボードから両足を下ろし、全てを忘れ去ったかのように元気に起き上がった。
「よし、今ならスーパーマンのように空だって飛べる気分だ。このままアリゾナへ直行するぞ」

　ジェレミーは後部座席にパソコンを仕舞いながら茶化す。
「お前がスーパーマンになったら、我々の仕事が増えるだけだ」
「やかましい。俺だって、たまには正義のヒーローになるんだ」

　愉しそうに憎まれ口を叩くと、気分が晴れたかのように大きく背伸びをした。
「また楽しい休暇を続けようぜ」

　ジェレミーは穏やかに表情をゆるめると、ハンドルを握り、アクセルを踏んだ。

　車は再びハイウェイを目指した。
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